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　暗い板張りの空間で、四つの人影が直立していた。

　ひとりの幼い少年を取り囲むように。

「この子の力は大きすぎる……」

「推すい測そくされていたよりも遙はるかに大きいぞ。なぜいきなりこんな力が出てきたんだ？」

「……いや、理由を考えるのはあとで構わない。問題は少なくとも幼いうちは制御できないことだろう。この力のせいで暴走もあり得る。制御を教え込むよりも先に、最悪、鬼おに神がみに匹ひつ敵てきするような災さい厄やくになる可能性だってあるんだぞ」

「でもー。じゃあ、どうするのー？」

「幸い、鬼神の封印をするのはこの子の代じゃない。素そ質しつさえ継けい承しようできるようにすれば構わないだろう。重要なのは次世代以降の力だ」

「では、力を封印するんですか？　……刀に」

「そうするしかあるまい。ただ、刀だけでは抑えきれない力だからな。八咫やたの鏡かがみも使う必要があるだろう」

「とはいえ、封印を施ほどこしても後々は我々よりも強くなるだろう。それがいつになるかはわからないがな。案あん外がい、早いかもしれんぞ」

「始祖、伊弉諾イザナギを超える力か……。それが出てきたのを喜ぶべきなのだろうが、な……」

「この子が次期当主ならば心強いじゃないか」

「制御さえできれば、な」

「では、封印を始めよう」

「刀とう身しん顕けん現げん、天あまの羽は々ば斬きり。この力を、その刀身に封じ給たまえ――」

　四人の中心に薄白い刀が浮かび上がった。

　少年から白い靄もやが現れ、その身体を覆おおっていく。

　その白い靄がその刀へと吸い込まれ、刀身は輝きを増していった。

　薄白かった刀は闇色へと変わり果てていく。

「八咫鏡よ。かの力に、光柱の楔くさびを――」

　ひとりの女性が持った鏡は少年を映し出し、鏡から光が伸びた。

　その光は少年の身体に突き刺さり、その中へと入っていく。




「封印、完了」




　男の声が、厳おごそかに響ひびき渡った。
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『で、誰だれ選ぶの？　本命だった魅み花かちゃん？　幼おさな馴な染じみの奈な巳みちゃん？　ちっちゃな先輩の凜り々りちゃん？　それとも妹の紗さ優ひろちゃん？』

　血の繋がった母の言葉である。

　選択肢が多いことも理解できないが、そもそも何なに故ゆえ自然に紗優を混ぜているのか、ちょっと問い詰めたい。

『うふふ。ここに来てモテ期到とう来らいね。お母さん安心しちゃった』

　気楽すぎる。

　これはモテ期とかそういう問題じゃないと思うんだけど。

　こっちはかつてないほどすっごく悩んでいるというのに……。

「というか、年頃の男女五人がふたり暮らしのためのマンションで同居するってどうなの？」

　転校生の魅花が居候となり、それから幼馴染みの奈巳も年上の凜々さんも押しかけるようにして俺との同居を希望してきた。俺は反対したが、妹の紗優は二つ返事で了承してしまい、俺に覆くつがえす手段はなく……ここ数日はずっと同居状態だった。

　どう考えても学生として常じよう軌きを逸いつしている。

『あ、うーん……。確かにそれはマズいわよね～』

　珍めずらしいことにちゃんとそこは問題意識を持っていたらしい。

　かなり世間からズレている母だと思っていたけど、人並みの感覚も持っているようで安心した。

『五人だともっと広いところじゃないとダメよね』

　……浅はかだった。

　俺の勘かん違ちがいだった。

　人並みの感覚なんて持ってるわけなかった！

「問題はそこじゃないよ！」

『大丈夫よ。今から不動産屋さんとお引っ越し屋さんに連絡しておくから。今日中には新居だから安心してね。学校が終わる頃には、全部終わらせるようにしておくねー』

「何を安心しろっていうのさ!?」

『あ、お母さん、そろそろ朝御飯だから。それじゃーね、凪なぎ紗さくん。遅くても再来年には孫の顔が見られるみたいで安心したわー』

　そんな言葉を最後に通話を切られ――るかと思ったら、相手が意外な人に代わった。

『もしもし、ご機嫌よう。津つ見みです』

「え、津見姉ねえ？」

　相あい坐ざ本家の相坐津見。俺や奈巳は津見姉と呼んでおり、本家当主である八や嶋しま兄にいの妹だ。

　もっとも、今、その八嶋兄が行方不明になっているから当主代行なのだけど。

『なんですか、その嫌そうな声は。悪かったですね』

「いや、嫌とかじゃなくて珍しいなって思っただけで」

　電話をしてくること自体珍しいのに、いきなり電話を代わるとは。

　そんな珍しい人からの電話の後ろの方で『津見ちゃんよろしくねー。御飯食べに行くから～』という声が聞こえてきた。

　……本当にマイペースな母である。

『ゴホン……。では、改あらためて。報告にあった兄さまの件についてです』

「あ、ああ」

　向こうの出してきた話題に身が引き締まる。

　相坐八嶋。

　近年では最高、最強の武士もののふという呼び声も高い。俺も密ひそかに憧あこがれた人。

　数ヶ月ほど前から突とつ如じよとしてその姿を消して行方不明になっていたのだが、つい数日ほど前、俺の目の前に現れた。

　ただ、以前とはまったく違う雰ふん囲い気きで……意思の疎そ通つうなど何ひとつできなかった。

『まず最初に。その件について、信しん憑ぴよう性せいを認めます』

「あ、信用してくれるんだ」

　俄にわかには信じ難がたいから一笑に付ふされるかと思ったけど。

『とある筋すじ――と言っても、もうバレているんでしたね。伊い澤ざわ家からの報告もありましたから』

「ああ。そういえば、秘密だったんでしたね。それ……」

　伊澤家。幼馴染みの奈巳の家系のことだ。

　やっぱり隠してたんだな。

『ええ。こちらとしても思うところはありますが致し方ありません。彼女の件は条件付きで、一いつ旦たん保ほ留りゆうということになりましたが』

「あー、双子を産めるかどうかって話？」

『そうです。彼女を娶めとるのであれば、産む子供さんが双子以上が前提です。〈一いつ子し相そう伝でん〉で三つ子だったようですが、それを確実にできれば構いません。長子に相坐家、次子に伊澤家を継がせるということで、両家の話はついてます』

　その辺りの行動は早いな。

　八嶋兄はほぼ行方不明状態だし、俺の十全な御み業わざ継けい承しようのタイムリミットもあと四年もない。それまでに子供まで産まなきゃいけないから当然と言えば当然か。

『どうもあなたの嫁候補は訳ありで困りますね……。妹に、鬼に、伊澤家と。もう少し何の気き兼がねもなく子供を産める嫁を探してきてください』

「いや、そんなことを言われても……」

　津見姉は溜ため息いきを吐つきつつ、少し暗い声で続けた。

『まあいいです。話を戻します。兄さまに一体何が起こっているのか、心当たりはありまして？』

「俺が聞きたいよ。行方不明になる前もあんなだったの？」

『いえ……。行方不明直前も今までと同じ様子でした。少し妙みように優しかったぐらいでしょうか』

「確か封印の地に行って次の日、って言ってたよね？」

『ええ』

　八嶋兄が行方不明になったのは、封印の地へ行った次の日ということだ。

　もちろん何かがあるかもしれないと本家分家で調査を行ったが、まるで成果が出ていない。

「心当たりはないの？　ああいう風になる」

『……ないわけではないのですが、いくらなんでも』

「あるの!?　だったら……」

『ないわけではない、というレベルですよ。まだまだ調査段階なので、信憑性についても疑問です。もう少しわかってきたら凪紗君にも連絡します』

　……相変わらず秘密主義だなぁ。

　それが裏目に出なければいいんだけど。

「ヒントになるかもしれないから、調査段階でも今教えて欲しいんだけど」

『………………………………現段階では絶対に公表を禁じます。紗優であってもです。あなたの小お父じさま、小お母ばさまにも』

　その声は今までに聞いたこともないような、怖いぐらいに鋭えい利りな声だった。

「……了解」

『本家には隠された呪いか何かがあるかもしれません』

「呪い……？」

『ええ。発生の条件やその他諸もろ々もろは未いまだに不明です。その呪いの因いん果がも不明。わからないことだらけで、兄さまのその様子が呪いかどうかもわかりません。以前兄さまが呟いていたのを耳にしただけで、詳くわしいことは話してくれませんでしたから……。一番古い古文書を読んでわかった……とのことでしたが』

　……呪いか。

　鬼おに神がみがかけたという呪いは千差万別で、鬼にも武士にもお構いなしだ。

『ただ……実際のところ、一番古い世代の古文書は矛盾点も多いのですよね』

「そうなの？」

『ええ、だから信用度は低いのです。書庫にも入れてないですし』

　だとしたら、俺が読んだ本じゃないな……。

『というわけで、もし凪紗君も何かわかったらご連絡下さい』

「わかったよ。八嶋兄については何かわかったら、また連絡するんで」

『ええ。よろしくお願いします』

「ついでだから聞いておきたいことがあるんだけど」

『あら？　なんでしょう』

「〈一子相伝〉についてというか、呪いについてというか」

『〈一子相伝〉については小父さまの方が詳しいでしょう。わたくしたちの作り出した御業ではありませんし』

「いや、親父には連絡しようとしたけど、どこにいるのか見当がつかないから」

　前回はインドネシア。前々回は確かフィンランド。前々々回はトルコとか言ってたからな。一貫性もないから、次にどこに行くのかもわからない。

「それに〈一子相伝〉だけじゃなくて、俺らの呪いも絡からむ話だからさ」

『ふむ……。古文書以上のことは話せませんが。訊ききたいこととは？』

「俺たちの力って長子にしか受け継がれないんだよね？」

『ええ。それはずっと決まっていますね。常識ですよ？』

「……〈一子相伝〉で呼び出した子供が、別の子と〈一子相伝〉で呼び出した子供のことを知ってたんだ。これってどう思う？」

　なぜ奈巳との子供である月つく弓よみが、魅花との子供であるタケルのことを知っていたのか？

『両方とも力を持っているのですか？　単に子供を産んだというだけではなくて？　力を受け継がない子供なら産めるのですよ』

　まあ、長子以外の子供ができるようじゃないと紗優は産まれてないしな。

　津見姉としては、月弓の視点ではタケルは産まれていても力は持っていないということか。

「その可能性はあるけど……そもそも、なんで俺がふたりと子供を作っているのか謎なぞなんだけど」

　むしろ、そっちの可能性の方があり得ない気がするんだけど。

『重婚とは……小父さまよりも酷ひどいですね』

「今じゃないよ！　未来の可能性の話だから！」

　津見姉は深々と息を吐く。

『それで呪い、ですか。まずは小父さまに話を聞いた方がいいと思いますけどね。ただ、そうですね。そちらの呪いについても兄さまが詳しかったんですが……』

　とはいえ、どこにいるかもわからないし、会えたとしてもあの様子では何も訊けそうにない。

　やっぱり、まずは親父と連絡を取らないとな……。

『呪いが書かれた古文書に新しい情報はないと思いますが、何かわかりましたらご連絡します。では、ごきげんよう』

　そして、あっさりと電話は切られた。

　……にしても、本家に隠かくされた呪いか。

　やっぱり本家についてはわからないことだらけだな。秘密主義ってのもあるんだろうけど。

　呪いについては、時間の許す限り調べていこう。




　夕方。学校からマンションに帰ってきたら、引っ越し業者の人が最後の荷物を運び出すところだった。部屋の中を見ると、本当に何もなくなっている。

　本家から出向いてきたであろう人が引っ越し業者に指示を出していた。俺たちに気付くと申し訳なさそうに小さく会え釈しやくする。

　朝の会話の流れで、本当に引っ越しをさせられたらしい。こっちの許可とかまったく取らずに……。不動産の契約とか引っ越し業者のスケジュールとか、どうやったんだ？

　マンションの廊下で、俺は途と方ほうに暮くれるしかないんだが……。

「さすが、母さんです。私の意を十全に汲くんでくれますね」

　隣となりで紗優が感心したように頷うなずいている。

　紗優は完全に同居賛成組だからな。もしかして、家に俺ひとりだけじゃ寂さびしかったのだろうか。

　それとも単純に俺の嫁候補が近くにいる方がいいと本気で思ってるのか。……うーん、本気っぽい気がする。

「もう色々と諦あきらめたけどさ……母さんの思考回路とか、お前のぶっ飛び具合とか……。ただ、引っ越し先はどこなんだよ」

「どこなんでしょうね。学校から凄すごく離れるってことはないと思いますが」

　そこで腕に、ぴとっという感触。

『うふふ、どこでもいいです。凪紗さまと一緒であれば』

　そして流れるスマホの人工音声。横を見れば、御雷みかづち凜々さんが俺の腕にピッタリと寄り添そっていた。

　腰まで届くような黒髪の長髪に不ふ釣つり合いに思えるほど小さな身体。和服を着込んでいるその姿はまるで日本人形のようだった。整った綺麗な顔立ちにはめられたかのような瞳は、黒こく曜よう石せきの輝きを放っていて引き込まれそうになる。

　小学生と見み紛まがう姿だが、ここ数日同居しているひとつ上の先輩だ。怒らせると怖いお人である。

　彼女は基本的にスマホを使って会話をする。今はもう声を出せるようには治ったが、それでも長く話をするのは辛つらいらしい。

「あ、あの……そんなにくっつかれると、その……」

『凪紗さまは照れ屋さんですね。可愛いです』

　そう言って更さらにピッタリとくっついてくる。そんな中でもスマホは放さない。片手で何も見ずに打ち込んでいるなんて器用だな、と変な感心をしてしまう。

『お嫁さんとして夫と一緒にいるのは当たり前じゃないですか』

「ちょっ……」

「誰がお嫁さんよ！」

　俺たちの間に割り込むように怒声が響く。

　振り返ると幼馴染みの伊澤奈巳がいた。すらっとした健康的な太ふと腿ももが眩まぶしい。今日もポニーテールが元気に揺れている。

　一見するとスポーツ少女に見えなくもない。

　その表情は渋しぶいものでも食べたかのように苦々しかった。というか、一目でわかるほど怒っている。

「ちょっと魅花と話してたら油ゆ断だんも隙すきもない！　ナギの嫁になるのはあたし！　前から言ってるでしょ！」

『あらあら。別に決まったわけではないじゃないですか』

「そ、そうだけど……！　これから選んでもらうんだから！」

　……凜々さんが俺に会いに来て『お嫁さんになりに参りました』なんて宣言してから、色んな事が起こった。

　みんなでショッピングモールに行ったり、奈巳が武士の力を持っているかもしれないと確かめるようなデートをしたり……。

　そして、奈巳は本当に武士の力を持っていた。始し祖そ、伊弉諾イザナギの妻が記憶をなくしてから、築き上げた家の家系だと明かしてくれた。

　凜々さんは凜々さんで俺のお嫁さんになりに来たのは、病弱な身体を治すために〈一子相伝〉の力が必要だったとのことだ。今でこそ元気だが、以前は寝たきりで偶ぐう然ぜん知り合った本家の八嶋兄に少しずつ治してもらっていたらしい。

　凜々さんに〈一子相伝〉をやったら何な故ぜか凶暴化して、どうにかしようとした俺の前に八嶋兄が現れて、八嶋兄の血をかけられた。そして、俺も〈始祖覚かく醒せい〉を強制的に使用させられ、凜々さんと戦うことになってしまったのだ。

　俺の〈始祖覚醒〉は奈巳の御業によって元に戻ったけど、凜々さんは傷付いてしまっていた。

　さらに再び八嶋兄が現れ、凜々さんから〝裂さく磐いわ〟を取り出し、そこから力を抜きだしたのか、巨大な蛇が現れた。

　俺と奈巳は〈一子相伝〉をして、現世に現れてくれた子供たち――月読つくよみ、月夜見つくよみ、月弓つくよみの三姉弟に救われたんだ。

「ほら、どっちを選ぶの!?」

『ぜひぜひ、凜々を選んで下さいまし。夜も、がんばりますよ？』

　奈巳と凜々さんが俺に向き直って迫ってくる。

「い、いや、選べと言われても……」

　というか、夜も頑がん張ばるって何をだよ、凜々さん……。

「何よ。あたしの何が不満なの？　そりゃ至いたらないところなんかいっぱいあるかもだけど、直すところがあるなら言いなさいよ。あんたの好みに合わせるし」

『うふふ。まだ接せつ吻ぷんはおでこだけですが、今日にも唇くちびるにどうでしょうか？』

「ちょっと!?　何をしれっと言ってるの!?」

『奈巳さんはいいじゃないですか、唇にもらってるんですから』

　凜々さんは不満そうに口を尖とがらせる。

　まるで自分がキスされていないことが、許されないとばかりに。

　事実、俺は〈一子相伝〉を行い、未来から子供を呼ぶために奈巳とキスをしていた。

　思い出すと……やっぱり、恥ずかしい。

　奈巳も思い出したのか、顔を真まっ赤かにして俯うつむいてしまった。

「ふふふ、兄さん。両手に花ですね」

「あのな……」

　紗優は不ふ敵てきな笑みを浮かべて、まるで俺の成長を喜んでいるかのような顔をしている。

　いや、恋人がいなかった期間を考えれば、ここにきて妙みように女の子に縁えんが出てきたと思うけどさ……。

「ですが、忘れてはいけませんよ。私も、そして姉さんも花であるということを」

「いや、魅花はともかく、なんでお前もしれっと混ざってるんだよ」

「兄さんの正妻だからに決まってるじゃないですか」

「誰が正妻だ」

　びしっと軽くデコピンする。紗優は「あうっ」と小さな悲鳴をあげてのけぞった。

「あ、あの……」

　そして、もうひとり。紗優が姉さんと言った女の子――鞍くら馬ま魅花が所しよ在ざいなげに立っている。

　流れるような金髪に、吸い込まれるような碧へき眼がん。スタイルのよいその身体はまるで芸術品のようだ。

　魅花は何かを言おうとして、怖おず怖おずと立たち竦すくんでいる。

　その表情は不安そうで……さらに言えば、不満そうにも見えた。

「魅花、どうしたの？」

「な、なんでも、ありませんっ」












　俺が問い掛けると、魅花は慌あわてたように目を逸そらす。そして、声が漏もれないように手で口を覆おおい、唇が隠された。

　俺、あの唇に、キスしたことがあったんだよな。

　封印の地から抜き出された鬼神の力――霧きりの巨人を倒すためにやはり彼女と〈一子相伝〉を行ったのだ。

　元々、俺の血を途と絶だえさせるという目的で近づいてきた彼女だけど、好きでそんなことをやっていたわけではなかったのだ。彼女と映画を見に行ったり、銭せん湯とうに行ったりする中で、俺は一生懸命な彼女に惹ひかれた。

　告白もして……盛せい大だいに振られたけど。

「で、誰を選ぶんですか？　兄さん」

「お前まで言うのか!?」

「卒業までには恋人、妻になる人を決めておかないとマズいのは確かじゃないですか」

「そ、それはそうだけど……」

「ナギの家には鬼神を封印するという使命があるからね」

　奈巳が厳しい顔で、言い聞かせるように説とく。

　鬼神。それは、相坐家の始祖が全力全霊を以もつて封じた――始まりの鬼だ。

　その来歴は不明。

　相坐家に伝わる古文書にも載っていない。伊澤家の古文書にも載っていないということだ。

　わかっているのは、東北に現れ、そこから都を目指し、行く先々を蹂じゆう躙りんしたということだけだ。

　鬼神が都へと上る途上、武士――相坐家の始祖が立ち塞ふさがった。

　そして、妻を喪うしないながらも長き戦いの果はてに、始祖は鬼神を封印することに成功した……というのが、子供の頃から聞かされてきた逸話だ。とはいえ、妻を喪ったのは間違いだということが奈巳のおかげでわかったけど。

　俺に言い聞かせるように、奈巳は続ける。

「世界を滅ぼす鬼神を封印するためには力が必要で、その力を次代に繋ぐためには子供を作らなければならない……。それは相坐家も伊澤家うちも同じね。うちの場合は、鬼神を封印する力じゃないけど」

　始祖は鬼神を世に出さぬよう、血を繋ぎ、記憶を伝承し、鬼神を封じるための御業を子に伝授したのだ。

　俺たち相坐家は、百年ごとに復活する鬼神をずっと封印し続けている。

　前回の封印が二十年前。次に鬼神が出てくるとすれば八十年後だ。

　そういう事情があって、俺も血を繋いで生まれた子供に御業を伝授しないといけない。

　だから、二十歳で子供を作る。子供が五歳になってから修行の開始。十五歳で御業の伝授が完全に終了となる。

　何しろ、三十五歳になると力は消えるのだ。その上、教え込むのに十年はかかる。

　そのためにタイムリミットが設もうけられているのだ。

『千年以上続けているのですよね。凜々にも一応、鬼としての使命はあるのですが』

　そう言う凜々さんはというと、実は武士と敵対する鬼の一族だ。

　本来であれば、鬼は鬼神復活を優先的に考えていないと身体に変調を来すらしい。そういう呪いをかけられている。

　ただ、弟の御雷幽ゆう徒と先輩共々、その呪いがなく、鬼神を復活させなければならないという強迫観念がないという。

「まあ、魅花も鬼だけどね」

「は、はいっ!?」

　奈巳に呼ばれた魅花は驚いたように身を強こわ張ばらせる。

　事実、魅花も凜々さんとは血筋を異ことにすると言えど、鬼の一族の末裔だ。

　そんな会話をしている最中、紗優のスマホが着信音を鳴らした。

「母さんですね。はい、もしもし。え、あ、はいはい。了解しました」

　会話は終わったのか、すぐにスマホをしまった。

「引っ越し先、わかりました。すぐに向かいましょう」

　そして、俺たちはマンションを出て、引っ越し先へと向かうことになった。

　管理人さんにお別れの挨あい拶さつだけでもしていこう……。




　一度、坂を下りてから国道を越え、さらに坂を上った。そこには車道に沿そって桜の木が植うえられてある。

　春になると桜のトンネルのようになって、とても見事な景色になるのだけど、六月ともなれば、生おい茂しげらせているのは緑の葉っぱだ。これはこれで見応えのある光景である。

「この辺りのはずなんですがね」

　桜の木があった道路から脇道に入り、住宅街を奥へと進んでいく。

「そう言えば、この辺りって前にも来たよな」

『ええ、そうですね。凜々の家の近くです』

　ぽてぽてと歩きながら、人工音声で話す凜々さん。

　ショッピングモールに行った折、凜々さんを送った時にもここへ来た。前はもう少し前の曲がり角で御雷先輩に迎えに来てもらったけど。

「ここ、ですね」

　紗優が足を止めた目の前には、古い日本家屋があった。

　壁も下から石が重ねられ、その上に組み立てられた木材、その上に今度は漆しつ喰くいを塗ぬられた石材。一番上には瓦かわらが載のせてあった。

　武ぶ家け屋や敷しきのような家だった。

『凜々の家ですね』

「え？　そうなんですか!?」

『ええ。間違いありません』

　なんで、凜々さんの家に来てんの、俺たち？

「ふぇっふぇっふぇっふぇっふぇっ。お帰り、凜々」

『あら。お婆ばあさま』

　木の扉が開いて、ひとりの老ろう婆ばが姿を見せる。

　以前にも出会った凜々さんのお婆さんだ。

「お婆さん？」

「しばらくぶりじゃな、少年」

「え、どういうことなんですか？」

　わけがわからなくなってきた。なんでお婆さんがここにいるんだ？

　凜々さんを、お婆さんが引き取ったみたいな話は聞いたけど……。

「ふぇっふぇっふぇっふぇっ。落ち着け落ち着け。慌あわてても仕方ないでな。今は荷物を運び入れてるところでな。居間の整理は終わってるから中で話そう」

「は、はぁ……」

「なーに、心配するな。話が終わったら帰るわい。お主らの夜の生活は邪魔せんよ」

「何言ってるんですか!?」

　夜の生活って……もしかして凜々さんの発言の諸もろ々もろはこの人が悪あく因いんか？

「ふぇっふぇっふぇっ。照れるな照れるな。若いのう。わしも五十年若ければほっとかなかったわい」

『お婆さま。凪紗さまは渡しませんよ？』

「その意気じゃ、凜々。頑張って少年を骨抜きにするといい」

　お婆さんは笑いながら庭へと入っていく。俺たちもその後に続いた。

　何が起こってるのか、理解するのに時間がかかった……というか理解が追いつかない。




　凜々さんが生活していた頃の家具やお茶などはまだ残っているようで、勝手知ったる家の中という凜々さんにお茶を用意してもらった。

　そのお茶を飲みながら、俺たちは畳たたみの敷しかれた居間で一息吐く。居間は十五畳ととても広かった。六人いてもまだまだ全然余裕だ。

　さらにお婆さんが人数分買ってきておいたという座椅子と座ざ布ぶ団とんも備そなえ付つけられている。テレビや三人掛けの和風ソファーまで設置されており、至いたれり尽つくせりだ。風呂上がりにソファーに寝そべりながらテレビを見ることもできそうである。

　台所や風呂場以外の部屋も一階に四部屋、二階に五部屋とかなり多い。相坐本家はもっと広いんだけど、あそこの場合、人も多いからなぁ。

「これで嫁さんが増えても安心じゃて。少年」

「これ以上、増やすつもりはないです！　というか、まだ決まってません！」

　凜々さんと奈巳に好意を寄せてもらって、俺としては当然嬉しいのだけど、まだ俺の一いち存ぞんだけでは確定させられない。

　奈巳は元々自分自身の血統も絶たやすわけにはいかないから、双子を産まなければならないという制約があった。一子相伝で三つ子が現れたことで希望は生まれたが、あれはあくまで未来の可能性という一面もある。

　双子を確実に産む方法を探さないといけない。その成果があの結果に繋がっている可能性がある。産んでみて一人しか産まれませんでした、となったら目も当てられない。

　一緒に探すという約束もしたが、まだまだ進んでいなかった。

　でも、目の前にいるお婆さんはそれを成なし得えた人だ。あとで聞いてみよう。

　凜々さんと魅花は鬼の一族ということもあるから、少なくとも本家はいい顔をしないだろう。説得をする必要がある。

　……魅花の場合、振られているから、まずはそこからなんだけど。

　それはさておき、だ。本題に入らなくてはならない。

「で、一体なんで俺たちの引っ越し先がここになったんですか」

「ふぇふぇふぇ。御雷家は不動産業を営いとなんでおっての。ここは系列会社のひとつが持ってる家屋じゃて。で、最近うちの系列の店に相坐の名義で広い家を探してるって話があってな。それでピンと来た。ああ、相坐名義で来たことはわしのところで止まっている。わしの息子と息子の嫁まではいっとらんから安心せい」

　母さん、偶然とは言え、脇わきが甘すぎだろ……。本家の人員使ってでも相手の調査をするべきだろ。俺自身も脇が甘いから、この辺りは遺伝なのだろうか。

　情報を受け取った相手がお婆さんじゃなかったら、鬼が罠わなを仕掛けた家へのこのこと行ってたのかもしれないのか……。恐ろしい話だ。

「でも、御雷家所有の家ってことは変わりないんですよね？　それに、元々凜々先輩が住んでいた家となると、いきなりご両親に訪問されたりしませんか？」

　紗優がもっともな疑問を投げる。

　お婆さんは凜々さんにちょっとだけ申し訳なさそうな目を向ける。凜々さんが小さく頷くと、お婆さんはゆっくりと口を開いた。

「あのふたりは……もう凜々を相手にしておらん。来ることはない」

　そして、お婆さんは突然頭を下げる。それはまるで土下座のようだった。

「お願いじゃて。凜々に家族の温かさを……教えてやってくれ」

　お婆さんのお願いは、とても真しん摯しで、尊とうといものに思える。

「もちろんです。約束しましたから」

　お婆さんに絆ほだされたから言ったわけじゃない。

　凜々さんには楽しいことをいっぱい教えると約束したのだから……。




　とりあえず、引っ越し先がここになった理由はわかったし、お婆さんも敵対心はなさそうだし、安心していいだろう。

　凜々さんの両親が不意に来るということもなさそうだ。

「ただ、武士の力が漏もれたりすればさすがに疑われるぞい」

「それはまあ、結界を張っておくようにします」

　それは前のマンションにも張ってあった。

　力を検けん知ちさせないようにする結界だ。この手の細かい御業は子供時代に嫌というほど叩き込まれたしな。

「あ、あの！　お婆さん」

「ん、なんじゃ？」

　いきなり奈巳が前のめりになる。

「双子を産む方法を知ってるんですよね？」

「ん、おお。お前さんが幽徒の言ってた娘さんかえ。ああ、知ってるよぉ」

「教えてください！」

「凜々の恋こい敵がたきの障害がなくなるために力を貸すというのはなぁ」

「そ、そんなこと言わずに！　お願いします！」

　そんな奈巳の勢いに、お婆さんはからから笑う。

「冗談じゃ。まあ、まずは少年とお前さんで、知り合いの病院で遺伝子検査してもらうところからじゃな」

『あら、お婆さま。敵に塩を送るのですか？』

　凜々さんが頰ほおを膨ふくらませている。

「ふぇっふぇっふぇっふぇっ、恋愛はフェアでないといかん。この程度のことでお前は自信をなくすかえ？」

『ご冗談を。ちょっとしたジョークです。負けませんよ、奈巳さん？』

「こっちだって負けないから！」

「モテモテじゃな、少年」

　……お婆さんも気楽だな。うちの母さんと気が合いそうだ。

「ただ、奈巳ちゃんや。そこの病院は御雷家の掛かり付けだでな。武士を調べてもらうとなると話は別じゃ。ちょっと一計を案あんじないといかん。すぐには無理じゃ。まあ、気長に待っておけ」

「は、はい。わかりました」

「あとは地下に鬼の古文書も幾いくつかあるでな。それを読めば、色々とわかるかもしれんぞ。双子のことだけでなく、鬼神様のこともな。暇ひまがあったら読むとええ。大した情報はないと思うけどねぇ」

　地下があるのか。ホント、広さといい凄い家だな。

　不動産業を営んでるっていうし、お金ってあるところにはあるんだな……。




　お婆さんが宣言通り帰ってしまってから、紗優と凜々さんの夕飯に舌した鼓つづみを打っていた。

　凜々さんがこの家の台所に慣なれているということで、紗優はそれを教えてもらっている形だ。

　台所は元々あったものを使わせてもらっている。そこには電磁調理器――いわゆるＩＨクッキングヒーターという代しろ物ものがあった。

「火力を使う炒飯チヤーハンとかは少し工夫が必要ですね。でも、楽で便利です。文明の利器、万ばん歳ざいです。科学の発展は凄すごいですね」

　と、紗優はご満まん悦えつだった。

　引っ越し業者の業務も終わり、各人の部屋の整せい頓とんも済んでいる。いくらかかったのかは知らないが、引っ越しが楽でよかった。

　お金を出してくれた親と本家に感謝……いや、元々、何故引っ越しをすることになったのかを考えれば、感謝というのも違うような。でも、お金を出してもらったのは確かだし。

「兄さん、難しい顔をしてないで下さい。ご飯が美お味いしくなくなりますよ」

「あー、悪い」

「お引っ越しについて考えていたんでしょうが、なるようになれ、ですよ？」

　紗優は鋭いな。

　まあ、確かに今考えてても仕方ない。

『凪紗さま、美味しいですか？』

「ええ。美味しいです」

『よかった。料理をお婆さまに教わってきてよかったです』

　いや、本当に美味しい。

　これがこれからずっと食べられるのかと思うと、俺って幸せだなって思う。紗優の飯も美味いけど、凜々さんの味もまた格別だ。

　そんな会話をしつつ、俺たちは美味しい晩ご飯に舌鼓を打った。

『魅花さま。お口に合いませんでしたか？　先程から浮かない顔をしておられますが』

「えっ」

　呼び掛けられたことに驚いたのか、魅花は箸はしを落としてしまう。

　あわあわと落ちた箸を拾おうとテーブルの下に潜もぐり、そして、

「いたっ！」

　そのまま頭を上げてしまったのか、テーブルに頭をぶつけてしまった。

「み、魅花。だ、大丈夫？」

「あうー……。だ、大丈夫ですっ！」

　拳こぶしを握にぎって元気さをアピールする魅花。相変わらずドジさんである。

「凜々さん、晩ご飯はすごく美味しいですよ。今度、教えて下さい」

『ええ。喜んで』

　魅花と凜々さんは、笑顔を向け合う。

　でも、確かに魅花は少し元気がなさそうだ。

　大丈夫かな？




　晩ご飯も食べ終わって一息吐いた、まったりとした時間となる。

　台所では紗優と魅花が揃そろって皿洗いを始めていた。

　今だったら落ち着いて話ができそうだ。

「奈巳に、凜々さん。今のうちに聞いておきたいことがあるんだけど……」

「ん？」

『なんでしょう？』

　ふたりが揃って顔を向けてくる。

「む」『む』

　……なぜかお互いに目線だけを向けて火花を散らしているが、ここはスルーしておこう。真ま面じ目めな話だ。

「まず、奈巳さ。あの〝裂さく磐いわ〟について、何か知ってるのか？」

「ああ。あの石ね……」

　やはり知っているらしい。

「あれは始祖が鬼神を切った時の身体の一部……と言われているわ」

「鬼神の一部？」

「切られた肉の破は片へんが石になったとも言われているわね。そもそも鬼たちが、鬼神の身体から生まれているなんて伝承になってるし、石になってても驚かないけど」

『あら？　鬼の古文書では我々は鬼神に力を分け与えられた人間ってことになってるのですけど』

　いきなり食い違った。

「立場が違えば見方も違ってくるだろうからなぁ。凜々さん、あとでそちらの古文書を読ませてもらえますか？」

『ええ。凪紗さまのためなら、喜んで。それに何でも聞いて下さい』

「あ、ありがとうございます」

　そんなやり取りをしていたら、奈巳にムッとされた。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで奈巳は続ける。

「〝裂磐〟についてだけど、あれは力の出し入れを可能にするものよ」

「力の出し入れ？」

「あたしたちの力を、あの石の中に収めて好きな時に出せたりするのよ。すごく稀き少しようなものでね。現存しているのはほんの数個だけ。力を入れた状態から欠かけたり割れたりするともう使えなくなるけど……」

　そんな力があったのか……。

「じゃあ、煉れん獄ごくさんが鬼神の力を取り出してたのは、封印の地で〝裂磐〟に鬼神の力を溜ためてたのか」

「もしかしたら凜々さんに付けてたのも、そうだったのかもしれないね」

　俺と凜々さんが暴走して戦いあって――その後、八嶋兄が現れて凜々さんの髪の毛の中から〝裂磐〟を取り出していた。

　奈巳の言う通り、そこにも何かがあるのかもしれない。

『確かに凜々は、身体を治す時に頭とかを触さわられたりしたのですが……ですが、まさかそんな物を付けられていたなんて……。とても優しそうな人だったのですけど』

「はい……。本当は真面目でいい人なんです」

　八嶋兄は凜々さんの身体を治しながらも、何故か凜々さんに〝裂磐〟を付けていた。

　力を溜めるのが目的だったのかどうか……それはわからないけど。

『凜々が暴走したのも、その〝裂磐〟のせいなのでしょうか？』

　凜々さんが奈巳に首を傾かしげながら尋たずねる。

「絶対……とは言えないけど、そうだと思う。〈一子相伝〉の強い力が、〝裂磐〟の力の許きよ容よう量りようを超えて、それが直接凜々さんの身体の中に流れ込んだんだと思う。一度、〝裂磐〟の中を通ってる力だから、おかしくなったんだと思うけど」

『なるほど……』

　奈巳の答えに凜々さんは納得したようだった。

『では今、〈一子相伝〉を行えば、暴走はしないということですね？』

「そ、そうだと思うけど」

　凜々さんは不ふ敵てきな笑みを浮かべている。嫌な予感がした。

『凪紗さま、試ためしてみませんか？』

　いきなりである。

「いや、今試す必要ありますかね？」

『今だからこそ、ですよ。例えば敵に襲われた時に、凪紗さまの近くに凜々しかいなかった場合、どうしますか？』

　それを言われると辛つらいのだけど。俺にはそこまで力がないし……。

『というわけで、キスを下さいまし』

「何言ってんのよ！」

　奈巳がテーブルを叩いて怒り始める。

『奈巳さまが怒るのもわからないでもないですが、これは今後のためにも必要なことですよ？　違いますか？』

「うぐ……」

　しかし、奈巳は言いくるめられて、すぐに黙だまってしまった。

　確かに試すなら平和なうちに試してみる方がいいよな。

「でも万が一、暴走したらどうやって抑えるのよ？　またナギと戦う羽目になるし、下手したら、この家が壊れるわよ？」

『この御お札ふだを貼はって下さいませ』

　そう言って和服の袖そでの中から取り出したのは一枚の紙だ。

「何これ？」

『力に反応して身体を麻ま痺ひさせる御札です。暴走してもこれで押さえ込めるでしょう。心臓に近い肌に直接貼らないと効果がないので戦いにはなかなか使えないのですが』

　そう言って和服の中に手を入れて、その御札を貼った。

「……そこまで言うなら」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、奈巳は認めた。

　……俺は良いも悪いもまだ言ってないんだけどな。

「ただし、唇はダメよ！　おでこなんだからね！」

『……残念。では、おでこで妥だ協きようしましょう』

　そして、俺の意志は完全に無視である。

『では、お願いします。凪紗さま』

　にっこりと笑顔を向けられる。悩んでいるのが馬鹿らしくなってしまった。

　気付けば奈巳だけではなく、魅花も紗優も皿洗いを止めてこちらに注目している。

　……やりづらい。

　凜々さんはすでに目を瞑つむって準備万端だった。つい、と顎あごをつきだしているような気がするのは何故だろう……。

「で、では失礼して……」

　凜々さんの後頭部に手を添えて、俺は凜々さんの額ひたいにそっとキスをする。

　俺の血と、凜々さんの血。血に内包される力を融ゆう合ごうし、圧あつ縮しゆくし、加速させるイメージを形作る。

　白い光が凜々さんの額から湧き上がった。

　俺たちを光の粒子が包み始め、その粒子の群れは凜々さんを中心に急速に集つどっていく。

「来くる未みより二親が招まねきに応こたえよ。我らが血に導かれ、来たれ我が嗣し子し――」

　光が淡あわくなり、凜々さんの体に吸い込まれて消える。

　成功だ。今回はいきなり力が反転するようなこともない。

「どうですか？」

　凜々さんは熱に浮かされたようにぼーっとしている。

　ただ意識はあるようで、こちらに手を伸ばし、ちょっと待ってのポーズを作った。

「何してるのよ？」

「中に入った兄さんの子供と脳内で対話してるんですよ。おでこの方の〈一子相伝〉は、現世で受じゆ肉にくしない代わりに、母親の中に入るんです。だから、子供の力を使えるようになるんですよ」

　訝いぶかしげな目を向ける奈巳に、紗優が俺の代わりに解説してくれる。

　魅花も関心を寄せているような顔をしていた。

「紗優の場合もこんな感じだったな。天照アマテラスとは何度か会話しているし」

「……何度か？　ってことは、何。あんた紗優に何度もデコチューしてるの？」

　……やぶ蛇へびだった！

「妹にデコチューなんて、どの兄妹もやってますよ。私のクラスメイトたちも皆やってます」

「……マジなの？」

「マジです」

　信じ難いことに、奈巳が信じてしまった。いや、絶対に噓うそだろ。

　しかし、現世に召還すれば俺とも会話することが可能だけど、相手に子供の力を召喚した場合は、その相手と子供しか対話できない。父親は置いてきぼりだ。

　少しの間、見守っていると、ようやく凜々さんがスマホを操作し始めた。

『初めまして。お父さん、お母さん。ミヤビと言います。会えて嬉しいです。……と言ってます』

「ミヤビか。いい名前だな」

『凪紗さまがつけたと仰ってますよ』

　……未来の俺、やるじゃん。

『女の子のようですね。踊りが得意なようです』

「ふむふむ」

『凜々の音の力は継つがずに、まったく別の力になったみたいですね。でも、強い……と自信満々です。刀馬鹿のタケルや弓馬鹿のツクヨミやレーザー女のアマ公こうにだって負けないよ……と』

　その言葉を聞いて、室内が静まり返った。

　ちょっと口が悪いな、なんて考えてる場合じゃない。

　……なんでタケルとツクヨミ知ってるの？　どういうことなの？

『あ、もう時間みたいですね。お別れを言って消えてしまいました』

「……忙しなかったな」

　まあ、とりあえず、だ。

「無事に凜々さんと〈一子相伝〉できてよかった。これで憂うれいはなくなったかな」

　そう言って俺は立ち上がった。

「ちょっと」

「兄さん」

「ま、待ってください」

　……呼び止められた。

　彼女たちが一歩前に出る。俺を囲むように。

「なんで皆に子供がいるのか、ちょっと聞いておきたいんだけど」

「まあ、天照の名前も出てきたので安心は安心ですが」

「ど、どういうことなのか、聞いておきたいです！」

　……未来の俺に聞いてほしいんだけど。

　しかし、逃げる隙も隙間もなかった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「何。言い訳なら死んだあとに聞いてあげるけど？」

　奈巳の言葉がキツすぎる！　視線もキツい！

　でも、こっちにだって色々と言い分はあるんだ！

「そもそも、まず前提条件がおかしいことに気付いてくれ」

「前提条件……ですか？」

　魅花が不思議そうな顔をしている。

「力は長子しか受け継がないんだぞ。月夜見、月読、月弓の三つ子はともかく、これは絶対だ。だから、俺が複数の女の子に子供を産ませるわけないだろ？」

「そう言えばそうよね」

　奈巳はまだ納得はしていないようだが、新たな謎に少し考え込んでいる。

「じゃあ……なんで、月弓くんはタケルくんを知っていたんでしょうか？」

　そして、魅花は新たに出てきた疑問を口にする。

「そこだよなぁ。魅花の疑問はもっともだけど……」

「力はなくても、子供は作れますからね。奈巳さんの子供が産まれた未来で、兄さんは奈巳さんと子供を作ったあと、姉さんと子供を作ったのでは？　だから、月弓くんの未来ではタケルくんは力を持ってない、とか」

　……一番、筋の通る説明を紗優がしてしまった。

　そうなんだよなぁ。津見姉も言っていたけど、力はなくても子供は産まれるんだ。

「でも、レーザー女のアマ公って、たぶん私の天照のことですよね。レーザーって単語が出てきてるってことは、力使えてませんか？」

「まあ、そういうことになるんだが……」

　待ってくれ。妹と子供作ったのかよ、未来の俺。今すぐに出てこい、殴なぐってやる。

「……サイテー」

　奈巳が身を乗り出しつつ、俺をジト目で睨にらんできた。

「いや、それを今の俺に言われても……！　あ、あくまで可能性だから……」

「可能性を言い出したら切りがないですけどね」

　紗優も俺を助けてくれない……。どうしろってんだ。

『まあまあ、英雄色を好むと言いますし。むしろ、甲か斐い性しようがあるようで何よりです。元気な子を産みますから、愛してくださいね？』

「そ、そういう誤解を招まねく発言は避さけてください！」

　フォローになってない！　むしろ、めちゃくちゃ危ない発言だった！

「では、もう少し確かめましょうか」

「何をする気だ、紗優……」

「思えば天照の私生活は聞いていないので。聞いた方が早いんじゃないですか？　タケルくんたちはどうなのかと」

　それはつまるところ……！

「というわけで、キスしてください。兄さん」

「やっぱりか！」

　結局、そういう結論になるよな……！

「そんな軽々しく御業をだな……」

「謎を解明するためです。そして、私は最近兄さんからのキスがありません」

「……後半本音じゃないよな？」

「え、純度百パーセントの本音ですが？」

　俺の妹の発想が危険過すぎる。

　とはいえこれ以上、凜々さんにまたやるわけにもいかないし。

　奈巳と魅花にキスするのも恥ずかしいし。

　いや、紗優にするのも恥ずかしいけど……まだ慣れがある。

「まあ、紗優なら」「紗優ちゃんならしょうがないですね」「紗優さまなら納得です」

　紗優以外の皆も納得はしてるようだった。

　……できれば止めて欲しかった。

「さ、どうぞ」

　紗優が目を瞑ってしまう。もう俺は逃げられない。

「……はぁ。じゃ、行くぞ」

　諦めた。俺は紗優のおでこにそっとキスをする。

　白い光が紗優の額から湧き上がり、いつもと同じように、その光が俺たちを包んでから紗優の中へと吸い込まれていく。

「来ましたね」

　紗優の中に、天照が降こう臨りん中ちゆうらしい。

　頼むから、俺がハーレムを築いてるなんて未来になってないでくれ……。

「どう、紗優？」

「今、会話中です。少々お待ちを」

　紗優が心の中で今、対話をしているようで頻しきりに頷いたり、首を傾かしげたりしている。俺は針のむしろに座らされているようだった。

「……天照ってば『お父さん、かっこいいですよ』ばっかり言ってますが、ようやく色々とわかってきました」

　……嬉しいけど！　嬉しいけど！　でも、今はそうじゃない！

「困ったことになりましたね……」

　紗優が珍しく言い淀よどむ。

「え？」

「全員が、持ってるそうです。武士の力を――」

　そして、戸と惑まどいと共にそう告げた。




　あり得ない。とりあえず、俺が思ったのはそこだ。

「天照は何も訊いていないようで理由はわかりませんでしたが、タケルさんもツクヨミ三姉弟もミヤビちゃんも知ってました。全員力を持ってて、毎日のように切せつ磋さ琢たく磨ましていると」

　紗優が続けて説明してくれるが、どういうことだよ。

「呪いがなくなったのか？」

「普通に考えれば、そういうことになりますね」

　となると、俺たちが鬼神を倒すことで呪いが解ける？

　長子にしか力が発現しない呪いも、三十五歳になると力を失う呪いも。

　そして、鬼たちが持つ、身体に変調を来す呪いも……。

「鬼神打倒がイコール呪い解除とは限りませんが」

　確かに別の形で呪いを解除した可能性も考えられる。

「何でそんなに子供を作ってるんだよ、未来の俺は……」

　無む節せつ操そうにもほどがあるだろ……。

『あるいは、別の理由がある可能性もあります』

　凜々さんがスマホから人工音声を流す。

　だが、真面目な表情を見ると、その音声は妙に気持ちがこもっているような気がする。

「別の理由ですか。例えば？」

『倫りん理り観かんを捨ててでも、力に対抗しなければならない脅きよう威いがある――とかですね』

「つまり愛情云々を言っている場合ではなく、とにかく力が必要だから子供を作った、と？」

『はい。もし、凪紗さまの呪いが消え、すべての子供に力を受け継がせることができるとしたら、それは凄すさまじい力となるでしょうし……一いつ騎き当とう千せんです』

　突とつ拍ぴよう子しもない仮定ではある。

　ただ、俺が節せつ操そうなしに子供を作るというよりかは説得力がある気がする。

　はっきり言って、俺がそんな未来図を想像できないし。

「まあ、ナギがハーレムを作る――なんていうよりかは、納得はできるけど……」

『もちろん仮定の話ですから。絶対にそうとは言い切れませんけどね。脅威がなんなのかという疑問もでてきますし』

「ただ、兄さんが強固な倫理観を崩くずしたのなら、そういうことをせざるを得なかったという状況に追い込まれた可能性はありますね」

「でも、紗優ちゃん。だとすると、天照ちゃんはその脅威のことについて言ってたの？」

「いえ……。何故皆の子供がいるのか、自分たちは何故修行をしているのか、父も母――私ですけど――も言っていないそうです。口を噤つぐんでいるみたいで……。あと、追加の情報ですが、親――つまり私たちは全員がその状況に納得していると言ってました」

　部屋の中が静かになる。

　それは、ハーレムにありがちな喧けん嘩かとかそういう話も起こっていないということだ。

　全員が納得してなきゃ、どう考えても修しゆ羅ら場ばだろう。

　むしろ、刺さされててもおかしくない。

　くそ……。意味がわからない。

「ほ、他の誰かを召喚して聞いてみては……？」

　魅花がそんな凄いことを提案してくる。

　ただ、それでも解決するとはとても思えなかった。

「全員が聞いていないだろう。ひとりだけ聞いてるなんてことはないと思う」

「そうですよね……」

　どっちにしろ十数年後の未来まで、俺たちは何かしらの責せき務むは負おっているってことなのだろうか……。




　時間はすでに夜。万が一にも鬼が出てきた時に備そなえ、一旦〈一子相伝〉を控ひかえて、俺は風呂に入った。

　浴よく槽そうを見て驚いたが、以前のマンションとは設備が雲うん泥でいの差だった。

　まさかジャグジー付きで、四人まで入れる大浴槽とは……。

　凜々さん曰く、この家は民宿として使われていた時期もあるのだとか。

　それでこんなに部屋があるのかと納得した。

　客が離れて民宿として運営をやめたところで、凜々さんが生まれ、捨てられそうになったところをお婆さんが引き取って住まわせたということだ。それ以来、ずっとこちらに住んでいたらしい。

『お婆さまのこと以外、あまりいい思い出はないのですけど、凪紗さまが一緒ならきっといい思い出がいっぱい作れます』

　凜々さんは真顔でそう言ってきたので、少し恥ずかしかったが。

　でも、親への復ふく讐しゆうをやめて、楽しいことをいっぱいしましょうと言った手前、それは全力でやっていかないといけない。

　ぼんやりとどうするか考えつつ浴槽から出た。脱衣所で身体をタオルで拭ふいていると、突然ガチャッと音がして木製の扉が開く。

　開けたのは凜々さんだ。

「まあ」というように和服の袖で口を隠し、顔を赤くする。

「ひぇっ……」

　俺も思わず変な声が出てしまった。咄とつ嗟さにタオルで隠しながら身を翻ひるがえす。

　ところが、扉は閉まらず、ぽてぽてと入ってくる足音が聞こえてきた。

「ちょっと凜々さん!?」

『いえいえ、お気になさらず』

「気にしますよ！」

　急いでパンツを穿いて着替えを引っつかみ離脱する。

　脱衣所を出る間際、凜々さんの拗すねた表情が見えてしまって心が痛んだが、さすがに裸を見るのも見られるのもご勘かん弁べん願いたい。というよりも、ここに来たのは風呂に入るためだろうし。ちょっと考え事をして、長風呂しすぎたか。

　共同生活をするために、ちゃんとルールは決めた方がいいかもしれない。

「あれ？」

　ふと気付く。

「完全に共同生活が前提になってるな……」

　でも、なんだかんだで楽しいと思っている自分がいた。

　こういう生活も、賑にぎやかで面白い。

　急いで廊下で寝間着を着て、二階にある自分の部屋へと戻ろうとしたところで、二階の廊下で魅花と出くわした。以前にも見た寝間着姿だ。

　すでにお風呂に入った後なのか、シャンプーの残り香が微かすかに鼻び孔こうをくすぐった。

「下に行くの？」

「あ、はい。お水を飲みに」

「そっか」

　会話終了。

　いきなりの遭そう遇ぐうだと、どうしてもこんな素そっ気けない感じになってしまう。

　一応家族ということなんだし、もう少し砕くだけてもいいとは思ってるんだけど。

「そう言えばさ、お昼頃の話なんだけど」

「はっ、はいっ!?」

　魅花はビクリと身構える。

「い、いや、そんな大した話じゃないんだけど」

「は！　す、すいませんすいません」

　ぺこぺこと頭を下げる魅花。やっぱり、仕し草ぐさが小動物みたいだ。

「そ、それでお昼の話って？」

「いや、魅花、少し元気がなさそうだったからさ。どうしたのかな、って思って」

　尋たずねると、目を丸くされた。

「ど、どうしたの？」

「い、いえ……。よ、よく見てるんですね」

「そ、そりゃ、まあ……」

　好きな子を見てるのは当然だと思うんだけど……。

「でも、大したことじゃないんです。ただ……その……」

　言いにくそうに少しだけ言い淀よどむ。

「凜々さんや奈巳さんと仲がいいなーって思っただけなんです」

「え、そうかな？」

「そ、そうですよ。抱きつかれたりして、よく会話したりして……」

「ご、ごめん。不機嫌にさせてた？」

「え!?　い、いえ、不機嫌だなんて……た、ただ不安だっただけで……」

「不安？」

　そう聞き返すと、魅花はまたビクリと身を震ふるわせた。

「な、なんでもありませんっ！」

　慌てたように魅花は廊下を走って、階段を下りていってしまう。

　……何で慌ててたんだろう。

　凜々さんや奈巳と仲良くして、それが不安だった？

　他の女の子と仲良くして不安になる、っていうのは、もしかして嫉しつ妬と？

　しかし……。

『好きです！　付き合って下さい！』

『ごめんなさい……』

　不意に思い出してしまってグサリときた。勘かん違ちがいするなという楔くさびみたいだ……。

　嫉妬なわけがない。告白して振られているのに、嫉妬とかあり得ない。

　でも。

　だとすると、不安になっているのは何故だ？

　俺が気にするべきはそっちなのかもしれない。

　不安なのは、家族としてなのか。

　それとも……。




「眠れない……」

　自分の部屋に布団を敷いて真まっ暗くらにしたわけだけど、引っ越し直後だからなのか、いつもと違う環境に感覚が慣れないのか。

　でも、それだけが原因じゃない。

　魅花の不安そうな表情が妙みように引っかかっている。

　魅花があんな顔をし始めたのは、奈巳と凜々さんが来てからだ。

　他の女の子と仲良くして不安になるって、それは、まあ、一般的な答えとしては嫉妬なんだけど……。

　振られた時点で、それはない……と思う。

「ただ……」

　今思い出したけど、俺は重要なことを聞いていなかった。

　何故振られたのか、っていうことを、だ。

　いや、まあ、原因なんか腐くさるほどあるだろうけど。女め々めしいとか、顔がダメだとか。生理的にダメとか……これは言われたら、もう立ち直れそうにない。

　他にも振られる理由としては「友だちとしてはいいんだけど、恋人になるにはちょっと……」とか、「わたし、もう好きな人がいるから……」とか。

　ただ、それは勝手な想像ってだけで、俺は魅花から直接理由を聞いていない。

　例えば、実は俺を好きだけど、何らかの事情で断った……？

「……アホか」

　都合よく考えすぎだろう。妄想もいいところだ。

　だけど、父親がいなくなってすぐなんて時期に告白したのは、我ながらタイミングとしてどうなんだという気もする。

　まだ、自分自身が成長したという実感はないけど。

　そろそろ、もう一度話を聞いてみたい。

　振られた理由を聞ければ、脈みやくがあるかどうかもわかるし。その時に不安になった理由もそれとなく探ってみよう。

　方向性が決まってくると、精神的に落ち着いてきて少しずつ眠くなってきた。

　これなら眠れそうだ……。




　　　　　◇　◇　◇




　妙に眩まぶしかった。カーテンの隙すき間まから光が差し込み、顔に当たっている。

　そして、変に暑苦しい。寝汗を掻かいてるような……。

　身体を起こす。その時、支ささえにした手にふにょんとした感触が当たった。

　布団の感触ではない。

　嫌な汗が背中に流れた。

　恐る恐る、そちらを見る。

　そこには――下着姿の凜々さんが。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　反射的に飛び退いた。

　凜々さんは今起きたようで寝ぼけたようにのそのそと身体を起こしている。

「凜々さん、何してんですか!?」

　凜々さんは少し眠そうにしつつ、近くに置いてあったスマホを取って、

『同どう衾きんしたいと思いまして』

　しれっとそんな人工音声を流した。

「何を考えてるんですか！　男の布団に入ってくるなんて！　何されても文句言えませんよ!?」

『凪紗さまになら、何をされてもよかったのですが』

「そういうこと言っちゃいけません！」

　バタバタと足音が近づいてくる。

　ひとりじゃない。三人ほどだ。

「どうしたの、ナギ！」「何事ですか、兄さん」「ど、どうしたんですか、凪紗さん！」

　扉を開けて部屋に入ってくるなり、三人は沈黙した。

　主に下着姿の凜々さんを見て。

「ちょ、ちょ、ちょ、え、あ……ナギ、こ、ここ、これはどういうことよぉっ！」

「な、凪紗さん！　ど、どどどど、どういうことなんですか！」

「待って！　ふたりとも、絶対何か誤解してるから！」

「誤解も六階もあるかぁっ！」

　奈巳の怒りは怒ど髪はつ天てんを衝つくような勢いだ。

「た、た、確かに、凜々さんは適正者だけど……ふ、ふ、ふふふ、ふたりでこ、ここ、子作りなんて！」

「奈巳、だから誤解だって言ってるじゃん！」

「凪紗さん、手が早すぎます！」

「魅花も先走りすぎ！」

「下着姿の凜々さんがいるのに、誤解も何もないでしょ！」

　奈巳がちらちらと凜々さんに視線を向けながら言ってくる。

　いや、まあ、それを言われると、こっちも苦しいんだけど……！

　だけど、誓って言えるが、手は出してない！　……はず。

　とはいえ、寝ている時に粗そ相そうをした可能性はあるが……！

『夜の凪紗さまは、それはもう情熱的でございました』

「だから、そういうこと言わないで!?」

「やっぱり、やることやってたんじゃない！」

「凪紗さん、もう階段上ってしまったんですか!?」

　おおお……、収拾が付きそうにない。

　しかし、こういう時に真っ先に場を混乱させそうな紗優は――しゃがんで何やらごそごそとゴミ箱を見ていた。

　まあ、引っ越してすぐだから別に何も入ってないけど。

　そして、すっくと立ち上がって

「この場を綺麗に収められるようにならないと、一いつ夫ぷ多た妻さいなんて夢のまた夢ですよ、兄さん」

「……そんな願望は持ってないんだが」

「姉さん、それに奈巳さんも。とりあえず、何もないですよ。ゴミ箱に入ってるべきものが入ってませんし、部屋の匂いも普通ですし」

「そ、そうなの？」

　奈巳が間の抜けた表情で問い返す。

「ええ。安心して下さい。保証しますので」

「そ、そうなんだ。よかった……」

　奈巳と魅花の勢いも、それでようやく収束する。

　助かった……。さすが紗優である。

「……ん？」

　そこへ奈巳が何かに気付いたかのように声をあげた。

「待ちなさい。何もやってないのはいいわ。でも、一緒に寝てたってのは紛まぎれもない事実よね!?」

『あらあら。気付かれてしまいました』

「ふ、ふんだ！　そのぐらい。あたしだってナギと一緒に何度も寝たんだから！」

「……それ、幼稚園の頃の話ですよね。奈巳さん」

「さ、紗優は黙だまってて！」

『うふふ、愛は過去ではなく、現い在まですよ？』

　再び、火花を散らし始める奈巳と凜々さん。朝から元気だなぁ……。

　原因が俺だから何も言えないけど。

「………あ」

　そこでふと、魅花の姿が目に入る。

　彼女はまた不安そうな表情を浮かべていた。




　まだ登校する時間ではない。朝御飯を食べるような時間でもない。

　しかし、俺は居間で正座をさせられていた。

　もちろん、凜々さんと一緒に寝ていた件でだ。

「ナギ、ちょっと脇が甘すぎよ！」

「い、いや、だけどだな……」

「だまらっしゃい！」

　ううう、理り不ふ尽じんじゃないか、これ……。

　熟じゆく睡すいしてる時に布団に入られても、わからないよ。

「早くも正妻を狙ってますね、奈巳さん」

「ちょ、な、何言ってんの、紗優！　正妻って……」

「まあ、私としては大丈夫です。兄さんは全員を平等に愛してくれると思ってるんで。そうですよね、兄さん」

「さらっと同意を求めるな！　というか、正妻ってお前な……」

「まあ、本家の意向もありますし、今すぐ正妻を決めろというのは無理がありますよね」

「ちょっと待て、本家の意向はそうだけど、正妻を決めるのが前提のように――」

「兄さんは少し黙っててください」

　……俺の意見は早くも封殺されてしまった。検けん討とうもされないらしい。最近、妹の仕打ちが酷ひどくて悲しい……。

「現状、やはり平等でないと不公平ですから。まずひとつ、前提の規則を決めておきましょう。抜ぬけ駆がけは禁止ということでどうでしょう。監かん視しし合うのも面倒ですし」

　紗優が淡々とした口調で、他の三人に言い聞かせる。

「仕方ないわね」

『凪紗さまの許可を取って行うことにしましょう』

　奈巳も凜々さんもその話に納得したようだった。

「………」

　魅花も何故か控ひかえめに頷いている。やっぱり彼女の考えはわからない。

「ですので、今後、抜け駆けが発覚したら同じことをしてもらうことにしましょう」

「え、どういうことよ？」

「つまり、兄さんが誰かにハグしたら全員にハグ、キスしたら全員にキスということです。平等極きわまれり」

『それでしたら公平ですね』

　……次々とルールが決まっていく。俺の意志を抜きにして。

「そして、この平等は今回のことも含ふくめてです」

「つまり？」

「今日の夜から三日間、兄さんは、奈巳さん、姉さん、私とそれぞれ一緒に寝ることにしましょう」

「えっ」「えっ」

　奈巳と魅花の顔が真っ赤に染まる。

「……なんで凜々さんの行動に文句言ってるのに、いざ同じことをしようとすると赤くなってるんですか」

「い、いや……ナギと、そんなの、まだ早いかなーって」

「何言ってるんですか。奈巳さんは子供の頃からさんざんやってきたってさっき言ったでしょう。リバイバルですよ」

「うぐ……」

　何も言い返せず、奈巳は黙ってしまった。

「姉さんもいいですよね？」

「え、あう……その……」

「いや、紗優。百歩譲ゆずって――」

「兄さんは、黙っててください」

「はい……」

　うわっ。俺の家庭内ヒエラルキー、低すぎ？

「い・い・で・す・ね？　姉さん」

「は、はい……」

　そして、魅花も恐る恐る頷いた。

　魅花、それでいいのかなぁ……。無理に周りに合わせている感じにも見えるけど。




　奈巳の作った朝食を食べて、俺たちは学校へと向かう。

　平日に引っ越しをさせられたとはいえ、別に学校が休みになるわけではない。そもそも俺たち自身はほとんど何もせずに引っ越しも終わったからな。

　前に比べると学校からは少し近くなって、おかげで少し長く寝られる。

　といっても、奈巳か凜々さんか紗優に大体起こされるんだけど。

「あー、いい天気ねー」

　腕を伸ばしながら、何気ないことを呟く奈巳。

　実際、晴天で雲ひとつない。もうそろそろ梅つ雨ゆに入るはずなのに、もしかしたら今年は空梅雨なのかもしれないな。

「梅雨になると洗濯物が乾かわきにくくなりますからね。いいことです」

『水不足になるかもしれませんよ？』

「うちの県は九個もダムがありますし、そうそう水不足にはならないでしょう。この辺りが水不足になったら、首都圏自体が危険ってことですしね」

　水不足を懸け念ねんする凜々さんは、いつもの和服ではなく制服となっている。いつも和服の人だから制服は新鮮だ。上に真新しいシャツを着て、下にはピンクの生地に臙えん脂じ色いろのラインが入るチェック柄。学園指定の制服である。

　元々、凜々さんはうちの学校に入学していたらしい。今日が初登校になるのだとか。その上、お婆さんが手を回して進級もしていた。学力は相そう応おうにあるらしいので、授業に不安はないと自負している。

『学園生活は少し不安ですが、期待も大きいです』

「そうですか。クラスに馴染めるといいですね」

『ええ。でも、こうして学園に来る気になったのも凪紗さまのおかげですから』

「俺は何もやってませんよ。こうして進んでいるのは凜々さんの足です」

『くす。凪紗さまったら。ドキリとするじゃありませんか』

　俺、何か変なこと言ったのか？

「朝っぱらから口く説どくのはやめなさいよ！　あんたはっ！」

　奈巳に叱しかられた。

　……うう、自分の理解の及およばないところで叱られるのは納得いかないんだが。

　しかし、口答えするとまた怒られるし……俺にとっては手詰まりだ。

「口説いてるわけじゃないのに……」

「く、口説いてますよ」

　魅花にまで、不満そうにツッコミを入れられた。

　もう自分自身の意識というか理解を根本から変えていくしかないのか。

「凜々さんなら学校でも大丈夫だと思いますが……もし、何かあったら言ってくださいね。兄さん共々力になりますので」

　紗優がそう言って凜々さんを元気づける。

　最初から不安ではなさそうだったが、微かすかにあった緊張は解ほどけたようだった。

『ですが、年上というのは辛いですね。凪紗さまと一緒のクラスがよかったです』

「あ、わかります。私も年下ってせいで兄さんと一緒のクラスにずっとなれないんですよ」

「あははは……」

　まあ、こういうことが言えるんだったら大丈夫だろう。




　教室に入ると、みんな（主に男子）から舌打ちされた。

　奈巳と魅花と一緒に入っただけでこれだよ！

　ぼそぼそと聞こえてくる声が呪じゆ詛そに聞こえてくる。

「はぁ……」

　溜息しか出ない。

「まあ、しゃーないやん？」

　後ろの席に座る室むろ道みちが他ひ人と事ごとのように、ひそひそと声をかけてくる。

「可愛い女子、ふたりが凪紗のお手つきだなんて許されざる事態やで」

「お手つきゆうな」

「まー、言い方は悪いけどな。それに近いもんがあるで。伊澤は元々そういう感じやったからみんな遠慮してたし、転校生の鞍馬まで一ヶ月もしないうちになぁ。なあ、鞍馬？」

「ふぇっ!?　な、なんでしょう？」

　魅花は真面目に教科書の準備をしていた。いきなり水を向けられても、話を聞いてなきゃ反応できないだろうに。そもそも、こんな話を当人に聞かせたくない。

「んー、いい反応やなー」

「魅花で遊ぶな」

「へいへい。そんなわけで凪紗。授業始まるまでちょい時間あるし、ちとトイレにでもいかへんか？」

「何がそんなわけなんだよ。別にトイレになんて――」

「まーまー、ええやんええやん」

　室道は何故か俺の腕を摑んで強引に引ひき摺ずり始めた。

「ど、どうしたんだよ」

　やむなく俺は、引っ張られるようにしてついていく。

　で、連れて行かれた先はトイレじゃなくて、階段の踊り場だった。こちら側は昇降口からは遠回りになるせいかまったく人影がない。

「鞍馬のいる前でこんな話もできんしな」

「話がしたかっただけかよ。だったら別にトイレに行くとか言わなくてもいいだろ」

「ま、興味本位で誰かに付いてきてほしくなかったしな」

　ニンマリと笑う。

「で、何の話だよ」

「もちろん鞍馬のことやで。あれからまた告白したん？」

「い、いや。してないけど……」

「そっか、ふーむ」

　腕を組んで、室道は妙に奥歯に物が挟はさまったような様子だ。

「なんだよ」

「いや、ちょっと不思議な感じがしてるんや。で、前聞き損そこねたんやけど、お前鞍馬になんて言われて振られたん？」

「蒸むし返かえすのかよ、あの時の話題」

「ええ加減、慣れてるやろ。未いまだに傷が深いとか言わんとき」

　確かに傷も癒いえてきてるけど、室道に言われると微妙に釈しやく然ぜんとしないのは何故だ。

「ほれほれ、さっさと思い出せ」

「いや、理由とか聞いてない」

「はぁ!?」

「な、なんだよ」

　そりゃあ最近また改めて聞きたいとは思ってたけど。

「ほんま、詰めの甘いやっちゃなぁ。理由も聞かずして、どうやって自分磨みがきするんや」

「うぐ……」

　二の句が継つげない。

　ただ単にあの時は俺の男らしさとか、魅花の理想じゃないとか、そういう方向性で考えていた。とても曖あい昧まいな感じに。

「そー考えると、マジで断った理由がいまいちわからんで」

「いや、まあ、聞いてないし」

「あー、ちゃうちゃう。そういう意味ちゃう」

「じゃあ、なんだよ」

　室道の話がさっぱり見えてこない。

　はぐらかしているとかじゃなくて、どう言葉にしたものか悩んでいるみたいだった。

「あんま、こういうことはワイから言いたくはないんやけどな……。まー、これはあくまでワイの勘かんやけど」

　そして、室道は何事か語り始めた。

「たぶん、脈みやくあるで。あれ」

「え。いや、あ、うん。あれだ。そりゃ、動脈ぐらいあるだろう。静脈だってある」

「ふざけとる場合か――――――――――――――――――――――っ[image: ]」

　いや、うん、そっちの意味だと思ったよ！　でも、そっちの意味では信じられないし！

「い、いや、だけど、ありえないだろう……！　振られたんだし……」

「まー、告白直後のことを察さっするに断られたことは確かなんやろうから信じられんのも無理はないかもしれんが、断った男への態度とは思えんで。あれは、どう見ても」

「い、いや、魅花は優しいから普通に接して――」

「あほ――――――――――――――――――――――――――――――っ[image: ]」

　また叫ばれた！

　誰もこっちを覗のぞいてこないからいいけど……。

「あのな。鞍馬のお前への素そ振ぶりと他の男への素振り、見てみ。丸分かりや。わっかりやすいでー。ワイも最初は一緒に住んどるからか？　と思っとったけど、ありゃ家族とかそういうもんとっくに超こえとるわ」

「はぁ？」

「はぁ？　じゃねーわ。気付けや。その反応の方がはぁ？　やで」

「いや、断られて――」

「あー、もううざったいからそれＮＧワードな」

「えええええ……」

　室道が冗談で言っているようには思えないけど、そんな甘い言葉、信じられない。

　魅花は、俺に対して気を遣つかってくれてるだけだと思うんだけどなぁ……。

「少なくとも断ったとかいう情報聞いてなかったら、間違いなくワイは付き合ってるって思うわ」

「そこまでかよ？　お前の目が節ふし穴あななんじゃないのか？」

「ほー、じゃあ真ま城しろに聞いてみるか？　あいつもたぶんワイと同じ答えや」

「うんうん。あっしもそう思うわ」

　横合いからいきなり声が聞こえてきた。

「って、真城さん！　なんで、ここにいるのさ！」

「こんな面白話に、あっしが食いつかないわけないじゃん？」

「理由になってないから！」

「まーまー、いいからいいから」

　手をひらひら振って誤魔化された！

「まあ、じれったいからずばり言うけど、あっしも魅花っちがダンナに惚ほれてるとしか思えないよん？」

「真城さんまで……」

「クラスのみんなに聞いてみる？　同じこと言うと思うけど」

「やめて！　真城さん、マジやりそう！」

　この踊り場にクラスメイトたちが大たい挙きよして押し寄せてくる構図を想像して身み震ぶるいしてしまう。

「奈巳りんもずっと愚ぐ痴ちってたしねぇ。『ナギが魅花に告白してたー、どーしよう、もーダメかも』」

「あいつ、そんなことを？」

「あっしは噓は言わないぜい。まあ、察するにダンナが告白したのは確かみたいだねぇ。そして、何故か振られたと」

「そやで。で、振られた理由がわからんって話や」

「んー、直接訊かないとわからないわねー、それは」

「……おいおい、そこを女の勘とかで助言してやれや」

「女の勘を便利使いされても困るわ。んなこと言ってもねぇ。あっしにゃ好きな人からの告白を断る理由なんてわからないし？」

「……だわなー」

　室道だけだったら鼻で笑うところだけど、真城さんにまでこうも断言されると、信じたくなってしまう。

　魅花、本当に俺のこと――。

　頭が混乱してきそうなところで、ホームルーム開始のチャイムが鳴り響いた。

「時間切れかいな。さて、戻るとするべ」

「遅刻扱いされちゃたまんないしねー。ささ、戻ろうぜい、相坐クン」

「あ、ああ……」

　それでも俺はやはり半信半疑だった。




　結局、魅花が実は俺を好きかもしれない……なんて話をされたせいか、午前中は授業に集中できなかった。

　とりあえず、夜に魅花とふたりきりになった時、話をしてみようという結論に自分の中で落ち着いた。

　そして、午前中の授業もあっという間に終わって、昼休み。

　魅花のこととは別件で少し気になってることがあった。

「……ちょっと心配だし、見に行かないか？」

　俺がそう言うと、奈巳は俺を睨み付け、魅花は頰を膨らませる。

「ナギ。やっぱり、凜々さんが一番いいの？」

「凪紗さん、ああいう人が……」

「純粋に心配してるだけなのに！　……なぜこうも穿うがちすぎなの」

「冗談よ」

　いや、奈巳は絶対本気の顔だった。

　教室で話し続けるのも時間の無駄なので、すぐに三年生の教室へと向かう。

　すぐ隣の校舎に入って、三階へ上るとすぐに凜々さんのクラスがあった。

「む？」

　そこで凜々さんの双子の弟、御雷先輩とばったり遭そう遇ぐうする。

「相坐か。どうしてここにいる？」

　今日も相変わらずのモデル体型でイケメンだ。夏服になったことで、爽さわやかさが増している。廊下を歩いている女子生徒たちの視線が、それとなく集まっている。もっとも御雷先輩はそれを気にした様子どころか気付いた様子もないが。

「凜々さんの様子を見に。もしかして、先輩も？」

「偶然通りがかっただけだ」

「え、先輩のクラスって二階じゃ――」

「偶・然・だ。ちょっと上がってきた階をひとつ間違えただけだ」

　先輩、ちょっとその言い訳は苦しい気が……でも、これ以上突っ込むのも野や暮ぼか。

「姉貴なら上手くやっている。世渡りは上手い方だしな」

　そう言って、御雷先輩は階段を下りていく。

　その途中、振り返って俺の方を見た。

「そうだ、相坐。今日の放課後、部室に来い。姉貴はすでに呼んでるからな」

「あ、はい」

「じゃあな」

　そして、手をひらひらと力なく振りながら、御雷先輩は二階へと向かった。

　それから心置きなく凜々さんのクラスを覗くと、他の面々と一緒にお弁当を食べている。食べてはスマホを動かしてと忙しそうだが、その表情は心なしか楽しそうだ。




　そして、午後の授業も終わり、放課後。

　先輩に言われた通り、部室に向かおうと思っていたところで、

「相坐、鞍馬、伊澤。あー……お前ら、ちょっと職員室まで来い」

　ホームルームが終わったと同時に、担任の秋あき山やま先生にそう通達された。

　クラスメイトたちに訝しげな目で見られている！

「三角関係に教育的指導か？」「三角どころじゃなくね？」「不純異性交遊とか？」

　……思いっきり反論をしておきたいところだが、今は秋山先生に早くついていかないと。

「行きましょ？」

「は、はい、行きましょう」

　奈巳と魅花を伴って、秋山先生の後ろを歩く。

　そして、連れて行かれた先は――。

「生徒指導室だ」

　秋山先生がその扉を前に、不敵な笑みを浮かべていた。嗜し虐ぎやく的てきな笑みで、奈巳も魅花も一歩引いている。

「ほら、入れ」

　開かれた扉から俺たちは中へと入った。

　長机と六つの折りたたみ椅子がある。

「そっちに座れ」

　と、促されたので、向かって左側に座った。

　そして、秋山先生は向かい側に座る。

「さて。何で呼び出されたか。心当たりはあるか？」

「いえ……」

　まさか本気で不純異性交遊云々ではあるまい。

　俺が否定すると、先生は深い溜息を吐く。

「お前らさ。同どう棲せいし始めただろ」

「いや、同棲とか言わないでくださいよ。そもそも魅花……じゃなくて、鞍馬とは……」

「あー、鞍馬じゃない。そっちはもう聞いてる。そうじゃなくて、伊澤。お前だ」

「えっ、あたしですか？」

「今朝方、相坐と伊澤の親御さんから揃そろって電話があった。引っ越しました、とな。で、住所を聞いてみたら、両方同じと来た」

　うっ……そういう形からバレたのか。

　脇が甘いってことなのかなぁ……。

「まったく。相坐、学生の身でハーレムとか、ろくな死に方しないぞ」

「ちょっと!?　勝手にハーレムって決め付けないでくださいよ！」

「親のいない家で同世代の血の繋つながらない男一人に女三人なんて、ハーレムに決まってるだろう！」

「さ、三人って……」

　まさか、凜々さんまでバレているのか？

「鞍馬に伊澤、それにお前の妹だ」

「ナチュラルに妹をハーレム要員にしないで下さい！　そもそもハーレムじゃないです！」

「……先生が学生だった頃の話だ」

　なんかいきなり語り始めたぞ。長くなりそうだ。

「似たような男がいて、やっぱりそいつはハーレムだったぞ。だからお前もハーレムを作るに違いない」

　思った以上に短かった。

「というか、根こん拠きよ、それだけですか！」

「あー、まあもうどうでもいい。行き遅れと言われ始めた先生に、お前が精神攻撃を与えていることはわかったしな」

「全然わかってないと思うんですが……」

　そして、先生は力を抜いてだらしなく背もたれに寄り掛かっていた姿勢を少しだけ正した。

「同棲云うん々ぬんはまあ、実際事情があるなら仕方ない。だが、学校としてはあんまりそれを表に出されても困るってか面倒なんだよ、倫理的にな。鞍馬だけならまだしも、伊澤までが一緒となると、変な噂うわさだって出かねない」

「それはわかりますけど……」

　というか、もう噂されてるような。

「そんなわけで長くなったが、本題に入るぞ」

　長くなったのは主に先生が原因の気がするけど。

「お前らが同棲をしているとバレないように、差し当たって連絡網をどうにかしないとマズい。親御さんは同じ電話番号を教えてきたからな。このまま載せたら間違いなくバレる」

　俺の母さんも、奈巳のおばさんも、ちょっと適当すぎだなぁ……。

　その辺りの考えに至いたらなかった俺たちも俺たちだけど。

「お前ら、携帯は持ってるよな？」

「あ、はい」

　奈巳と魅花も揃って携帯を取り出した。

「お前らの番号は諸事情によりといって携帯番号にしておいてやる。連絡が回ってきた時にバレるようなヘマはするなよ。ほら、番号教えろ」

　そう言って、奈巳と魅花のふたりは番号を先生に伝えた。それを先生がメモに書き込んでいく。

　ちゃんと生徒のこと考えてるんだなぁ、秋山先生。

　いつもは結構適当なのに……。

「まったく……恋人がいる奴とか爆発すればいいのに……」

　……これさえなければ良い先生なんだけどなぁ。本当に……。




　生徒指導室での話も終わって、遅ればせながら俺たちは先輩に言われた通り、部室へと向かっていた。今回は紗優にも声をかけてあるし、奈巳もいた。

「今回はコソコソしないで済むわ」

　そう言えば、前に先輩と部室で話してた時は隠れて聞いてたんだったな。

「お疲れ様です、兄さん。姉さんと奈巳さんも」

　鞄かばんを提さげて紗優がやってくる。中等部から急いで来たようだった。

「中等部から悪いな」

「いえ、兄さんになら、いつ呼ばれても準備万端ですので。今度、夜にも呼んでください」

「お前は一体、俺に何をさせる気だよ……」

「やっぱりナギ、紗優に毒牙を……」「い、一番身近な相手ですもんね……」

　奈巳と魅花は相変わらず想像力たくましい。だけど、俺の倫理観とか一般常識というものをまったく考こう慮りよしてくれてないが。

　未来の俺が全員と子供を作っているなんて結果がある以上、仕方ないのかもしれないけど……！

「絶対してないから！」

　信じてもらえるかどうかはともかく、言っておかないと誤解が加速してしまう。

　紗優も否定しようとしないし……難儀なものである。

「さて、兄さんたち。遊んでないで行きましょう」

「いや、元々の原因はお前のような……」

　そんな俺の抗議もスルーされ、紗優たちはさっさと歩き出す。

　体育館の横に併設された文化部棟へ入り、三階まで上り、そこから廊下を歩いて一番奥へ。

　前回と同じく〝日本神話研究部〟とネームプレートが掲かかげてある。

　それを確認してから鉄製の扉をノックした。

「入れ」

　奥から声が聞こえてきたので、扉をスライドさせて中へと入る。中には御雷先輩と、そして一足先に来ていたのか凜々さんもいた。

　テーブルに着いて、嬉しそうに手をひらひらさせている。

『お待ちしておりました』

　椅子も人数分、増えていた。

　御雷先輩は俺たちをひとりずつ眺ながめて、奈巳で視線を止める。

「伊澤だったか。以前聞かれた双子産みの件については、すでに婆ばば様さまから聞いたのだろう？」

「はい」

「ならいい。あとは婆様に聞けばいい」

　そういえばあったな、そんなやり取り。「産みたい」「下ろせ」で勘違いをしてしまったけど……。

　俺たちがテーブルに着くと御雷先輩が立ち上がり、テーブルの端はしへと移動する。

「さて。まずは入部についてだが」

「……持ってきましたよ。入部届」

「わ、わたしも持ってきました」

　俺と魅花は鞄から一枚の紙を取り出す。以前渡された入部届だ。

　入るべきかどうかは迷ったが……御雷先輩を信用することに決めた。

　姉の凜々さんを心配する姿とかもそうだし、この人はたぶん噓をつけない人だ。誤解を受ける人ではあるけど。

「じゃあ、あたしも書くわ」

「私も書きますね」

　奈巳と紗優も、先輩に手渡された入部届にボールペンで自分の名前やら志望動機などを書いていく。

『凜々はすでに部員ですので書く必要はないですね』

　幽霊部員になってもらったって言ってたな、前。

　奈巳と紗優から入部届を受け取り、計四枚。御雷先輩はどこか満ち足りたような顔をしていた。

「やっと、集まった……」

　しみじみと呟く。

　生徒会から部室の退去を申し渡されそう、とか言ってたしな。

　部活と認められるだけの人数が集まって感慨深いのかもしれない。

　その紙を自分の鞄に仕し舞まって、先輩は改めて俺たちへと向き直った。

「さて。もうオレたちの目的は共有されていると思うが、今一度確認する」

　先輩は厳げん然ぜんたる声で続ける。

「オレたちがやるべきことは、鬼神を滅ほろぼすことだ」

　以前、持ちかけられたのだ。

『オレと共に、鬼神を討うたないか』と。

　本来、鬼は鬼神の封印を解くために動く。

　夜な夜な人を攫さらい、その生き血を捧ささげることで封印は弱まり、鬼神は復活する。

　俺たち武士は、それを防ぐために戦っていた。

「オレと姉貴には、鬼神のために動かなければ身体に変調を来す呪いがない。婆様のおかげで、オレたちは気き兼がねなく鬼神を攻撃できる」

　俺も最近知った事実だけど、鬼が鬼神封印解除のために動くのは呪いがあったからだ。

　脂あぶら汗あせを浮かべてしまうほどの苦しみが襲う呪い。そのために、鬼は鬼神のために動かざるを得ないのだ。

「だからこそ、武士と鬼とで協力し合い……鬼神を倒す」

　俺は力強く頷く。

「この千年以上続く下らない運命を――蹴け散ちらそう」

　そして、口を衝ついて出た俺の言葉に、みんなが頷いてくれた。




「では、鬼神の倒し方を説明しよう。流れは覚えているな？」

「ああ。俺が封印を解き、復活した鬼神から先輩が核かくを取り出して、その後、俺が鬼神を滅ぼす……」

「そうだ」

　先輩は満足そうな表情だ。

「核の取り出し方だが、儀式をすればいい。元々は力を失った鬼が力を得るための儀式らしいがな」

　力を失った鬼が力を得るための儀式か。

　ふと魅花の父親、煉獄さんのことを思い出した。あの人もまた鬼神の呪いに踊らされて、最強になるべく鬼神の力を取り出している。

「それって……例の霧きりの巨人が出た時のような？」

「そうだな。近いことは近いんだが……」

「だが？」

「この儀式は鬼の筆頭である御雷家にしか伝でん授じゆされていないはず。それを闇くら山やまの家がどうやって知ったのか。それがわからん。鞍馬、貴様も知らない、と言っていたな」

　水を向けられた魅花は慌てて答える。

「は、はい。ただ、母と話し込んでる中で、鬼神のことについて話していました。それが、例の儀式と繋がっているのかどうかはわからないんですけど……」

「貴様の母は、鬼だったのか？」

「いえ、違う……と言ってました。そもそも日本人ではなかったですし……何かしらの力を持ってるとは父から聞きましたが」

「そうか。だとしたら、ここに解はなさそうだ。話を進めよう」

　先輩はテーブルに手を置いて再び説明を始める。

「その儀式はいつでもできるわけではない。皆かい既き月げつ食しよくの日、それが、行われる日でないとならないのだ」

「皆既月食の日の夜？　なんでまた」

「おそらくは月の力だろうな。古来より月には不思議な力があるという。月の光を標しるべに核を取り出し、完全に隠れた闇の中で力を引き出すという話だ」

　月か。奈巳との子供は月読、月夜見、月弓と全員が月の文字を冠かんしていたな。何か関係があるのだろうか。

「月食の日。そこで核を取り出し、核からの力の供給を失った鬼神を倒す。それは武士である貴様の役目だ。相坐」

「了解」

　俺自身に力はないけど……子供たちは強い。

　特にタケルはあの鬼神擬もどきの霧の巨人を一撃で斬きり伏ふせた。きっと、倒すことができるはずだ。ツクヨミ三姉弟も強かったしな。

　いざとなれば、俺も〈始祖覚醒〉を使うことも覚悟しよう。奈巳がいれば元に戻せるってことだし、以前に比べれば危険度も減っている。

「核を取り出した状態で鬼神を倒せば――もはや、その身体を支える力はない。それで、消滅だ」

　思わず身震いする。

　今まで成し得なかった鬼神の打倒。

　千年以上、ずっとできなかった不可能を可能にする。

　それを成せば、俺たちはもう鬼神に怯おびえることも、平和を脅おびやかされることもない。

「次の皆既月食は二週間後だ。それまでに準備を整えておいてくれ。鬼神の封印解除の手て筈はずとかな」

　……それが一番ネックだ。

　封印の解除。

　できないわけではない。

　ただ、本家の許可がいる。

　鬼を退治するべきモノとして見ている本家に、鬼の提案で封印解除をしたいなんて話をどう伝えるべきか。

「………」

　いや、ストレートに伝えるしかないよな。

　誠せい心しん誠せい意い、俺たちのやるべきことを伝えよう。

　それでわかってくれなければ、また別の方法を考えればいい。




「むう……」

　御雷先輩の話も終わり、自宅への帰り道。

　後ろで学園生活について会話している奈巳、魅花、凜々さんの声をＢＧＭに俺は少し悩んでいる。

「悩んでますね、兄さん」

　少し悩んでいたのがバレて、紗優に指摘された。

「まあ、さすがにな。鬼神退治の話を、どう本家に伝えたもんかと。誠心誠意伝えるにしても、何かしらの保険は用意しないといけないし」

「封印解除ですからね。今までになかったわけじゃないらしいですけど……」

「だなぁ……」

　それで今までのご先祖様は返かえり討うちに遭ってるんだけど。

「意図的に封印解除してからダメだった時は再封印しかないんだけど、これはこれで準備しておかないといけないしな」

「そうですね。どちらにしろ、本家の協力も必要ですよ」

「……なし崩しにやってるところはあるけど、紗優。お前はいいのか？」

「何がですか？」

「鬼神を復活させることに賛成か？」

「私は兄さんの意志に従います。それが私の役目であり、フォローするためなんですから」

「……そうか。ありがとうな」

「いえ。何かやれることがあれば言ってください。協力は惜おしみませんので」

「じゃあ、晩ご飯、ハンバーグで」

「わかりました。では、帰りに挽ひき肉にくを買っていきましょう。みなさーん、スーパーに進路変更しますよー」

　……明後日あさつてはもう休日だ。

　早ければ早いほうがいい。




　窓の外を見ると、すでに星々が燦きらめく夜となっていた。

　お風呂に入って、俺は地下に下りて古文書を漁あさっている。

　鬼側の古文書というのは新鮮ではあったが、書いていることは武士への恨うらみ辛つらみが多くて、読んでてさすがに申し訳なくなるぐらいだ。

　少し新しい情報と言えば、鬼自身も武士と同じく血を使って力を発動させているということ。

　俺たちの場合は肌に血管のように紋もん様ようが浮かぶが、鬼の場合はそれが光の角という形で表れる。

　その角のせいで人から鬼と呼ばれるようになり、武士たちもそれに準じゆんじた。

　それ以外に有ゆう益えきな情報は今のところない。

　鬼神の来歴なども特に書かれていなかった。

　そもそも鬼神はどこから来たのか、国を滅ほろぼして何をしたかったのか。

　あるいは前に読んだ古文書のように、何かしらの自然災害的なものの喩たとえだったのか。

「記憶とか、過去ってのは、薄れていくものなのかなぁ……」

　繋がっているのは血筋だけ――いや、それすらも薄まっている。

　始祖の力はもっと凄すさまじいものだったらしいしな。

　古文書から顔を上げたところで、地下に誰かが下りてくる足音が聞こえてきた。

　階段から顔を覗かせたのは魅花だ。すでに寝間着姿である。

「古文書、読んでるんですか？」

「あ、うん。何か隠かくされた真実がないかって思ってね」

「ここ最近、ずっと熱心ですね」

「そりゃあね。もしかしたら、自分の代で鬼神のしがらみを断ち切れるかもしれないし……」

「そ、そうですよね。でも、身体の方は大丈夫ですか？　無理はいけないですよ」

「大丈夫だよ、そこまで無理してはいないから」

　そんな会話をしつつ、頭の片かた隅すみを「思いがけずふたりきりになってしまった」という考えが過よぎる。

『たぶん、脈あるで。あれ』

『まあ、じれったいからずばり言うけど、あっしも魅花っちがダンナに惚れてるとしか思えないよん？』

　室道と真城さんの言葉が脳裏を過る。

　確かめるなら、このタイミングしか――。

「兄さーん」

「ナギー」

　紗優と奈巳が地下へと下りてきた。なんと間の悪い……。

「何？」

「朝の話の続きなんですが」

「続き？」

「兄さん、今日は誰と一緒に寝ますか？」

「は!?」

「朝の話、忘れたわけじゃないですよね？」

　忘れたわけじゃないけど、やっぱり本気だったのか。あんまり信じたくなかった……。

「い、いや、誰かを選べといわれても……」

「ですよね。兄さん的にも困るのはわかってました」

　物分かりのいい妹で助かる。

　これで一緒に寝るとか、そういうふしだらな真ま似ねは――。

「というわけで、ここは公平にジャンケンで」

　いや、うん。わかってた。たぶん、こんなことだって。

「「「最初はグー、ジャンケンぽん!!」」」

　魅花まで参加して、結局、この日は奈巳が勝った。

　やっぱり、俺と一緒に寝ることに抵抗がないってことは、そういうことなのかなぁ……。




「も、もうちょっと、そっち行ってよ」

「いや、これ以上は凄く寝にくいんだけど……」

　布団の中でもぞもぞとお互い寝るべき位置を整える。さっきから身体を動かしっぱなしで位置が決まらない。というか、奈巳が傍そばにいるとか、寝られる気がしないんだが……。

　結局、少しだけ向かい合う形に落ち着いた。

「ナギの鼻息が気になって眠れないんだけど」

「普通に呼吸してるだけだろ!?」

「息、荒くない？」

「だから、普通だって！」

　平常心を保たもちつつ、息を荒くしないように気を遣ってはいるけど！

「普通とか言われると、あたしの身体に魅力がないように言われてるみたいで気に障さわるわね……」

「八はつ方ぽう塞ふさがりじゃねーか……」

　興奮しないように気をつけていたら、今度はこんな物言いが付くなんて！

「……昔は何の気兼ねもなく寝てたのにね」

「こ、子供の頃な？」

「あんた、子供の時、おねしょしてたよね」

「ぶっ！　いきなり何言ってんだ……。お、お前だってしてただろ。掛け布団で必死に隠して」

「し、してないし！」

「いーや、覚えてるぞ」

「ち、違うわよ。あ、あれはあんたが漏もらしたから、あたしが隠そうと……」

「そんなことをする必要ないだろ」

「うぐ……」

　一旦黙る。

「とりあえず、黒歴史の暴ばく露ろはやめよう」

「そ、そうね……。お互いダメージが大きいし」

　遮しや光こうカーテンで月の光すら入らない暗闇で、時計の音がカチカチ鳴るだけの空間となる。

「でも、本当に子供の頃に戻ったみたい……」

「そ、そうか？」

「うん。ナギはそう思わないの？」

「あ、あんまり。昔と比べたら、お前、全然違う感じだし……」

　当たり前だけど、女の子から女になってるって印象がある。

　俺の場合……奈巳と違って離れていた時期は、ほとんど思い出すこともなかったからな。

　奈巳は、ずっと覚えててくれたらしいけど。

　だから、少し罪悪感を覚えてしまう。

「昔のままだった方がよかった？　もしかして、そういう趣味？　だから、凜々さんみたいな人が……」

「穿ちすぎだ……！」

　想像力を働かせるのはいいが、勝手にレッテルを貼るのはやめて欲しい。

「大丈夫だよ。お前は充分魅力的だから」

「えっ……」

　暗闇の中でもわかるぐらいに奈巳の頰が真まっ赤かになる。












「ば、ば、ばか。お世せ辞じなんて言ってんじゃないわよ!?　矯正するわよ!?」

「お、お世辞じゃねーよ！　そんなもん言えるほど余裕ないっての！」

「あ、あう……」

　奈巳は頷くようにして首を下げて、俺から顔が見えなくなった。

「そ、そういうのは、その、心の準備が整ってから言ってよ」

「……何を言ってるんだ、お前は」

　これから褒めるから覚悟しておけよ、と言えってのか。

「あううううううううううううううううううううううううううううううう……」

　唸うなっている。こんなんで本当に寝られるのか。

　明日も学校あるんだけど……授業中、寝不足で寝そう……。

「ご、ごめん！　やっぱ、今日はナシ！」

　奈巳はそう言って布団から脱出し、バタバタと俺の部屋から出て行った。

　……結局、こっちの気持ちが乱れただけだったな。

　でも、俺としてもちょっと心に余裕がなかったし、心のどこかでホッとしていた。




　　　　　◇　◇　◇




「うわ、ヘタレですね」

　次の日の朝。朝御飯を食べている時に、事の顚てん末まつを聞かれた奈巳が正直に答えると、紗優の容よう赦しやない指摘が入った。

「ううう、仕方ないじゃない」

「まあ、一回は一回です」

「わかったわよぉ……」

　奈巳は肩を落として妙にしょげている。

「兄さんも兄さんで逃げるなよ、とか言って抱だきしめるべきでは？」

「無茶言うな」

『ああ、憧あこがれますねぇ。凪紗さまにはもう少し強引になっていただけると凜々としても嬉しいんですが』

「いや、凜々さんも無茶言わないでください」

『早く凜々も唇にキスが欲しいのですけど。これは不公平ではないでしょうか？』

「確かにそうですね。さすがは凜々さんです。では、兄さん。公平に私にもキスしてください」

「食事中にする話じゃないだろ。早く食べなさい」

「……食べた後、絶対逃げますね、これは」

　完全に行動を読まれている。

「あ、あの……。そ、そういうのは凪紗さんが、したいと思ってからの方が……」

　俺がどう逃げようか考えていると、珍しく魅花が横から口を出した。その表情は妙に怯えているように見える。

「正論ですね。無理矢理するのもさせるのも、ロマンがありませんし、これは私と凜々さんの今後の課題ということで」

『早くしていただけるよう努力しますね』

　紗優と凜々さんは魅花の話に納得したのか、早々と食事へと戻った。

　魅花は魅花で、なんかすっごいホッとしたように溜息を吐いている。

　やっぱり、彼女の表情の意味は俺には読み解けない……。

『それはそうと。本日のお弁当は凜々の番ですね』

「ええ、そうですね。準備は？」

『もちろん万ばん端たんです。皆様の鞄の中に入れさせていただきました』

　こうして毎日、美味い食事が保証されてる。

　それだけで幸せだし、これ以上を望んだら罰ばちが当たりそうだ。




　うららかな陽気の中、午前中の授業も終わって昼休み。四時間目の数学が凄まじいほど眠かった。

　そもそもわからないところが多いもんだから、理解するのに時間がかかる。とりあえず、ノートに写してはいるけどさっぱりわからないから、これはあとで復習するしかない。

「凪紗ー。今日はどうするー」

「あー、俺弁当あるから」

「チッ」

　室道まで舌打ちしてくるようになった！

　凄い顔をして室道は「ったく、第一食堂でからあげやなー」とか言って、教室を出て行く。

「悪いな」

　約束をしているわけではなかったが、ばつの悪さを感じたので謝るように呟つぶやいた。

　そして、鞄を開けて弁当を取り出そうとして――ない。

　弁当の袋がなかった。

　おかしい。凜々さんは確かみんなの鞄に入れたと言ったはず。

「俺のだけ忘れてたのかなぁ？」

　奈巳と魅花は弁当を取り出して、真城さんたちと食べてるし。

　うん、入れ忘れらしいな。まあ、こういうこともあるだろう。

「仕方ない。食堂にでも……」

　立ち上がったところで、開いている扉からひょこっと凜々さんが顔を覗かせた。

　そして、俺の顔を確認するなり、ぽてぽてと歩いてこちらに向かってくる。下級生の教室だというのにおかまいなしだ。居い心地ごこちの悪さとか感じないのだろうか。

『旦那さま。お弁当、入れ忘れていたので届けに参りました。凜々ったらドジで。てへっ』

　そして、スマホの人工音声でそう伝えてくれた。音声に合わせて照れ笑いを浮かべつつ、自分の頭をコツンとやる。そんな仕草が姿と相あい俟まってとても可愛い。

　だけど、クラスメイトたちの視線と注目を集中させた。視線がとても痛いです……。

『ささ。どうぞどうぞ』

　凜々さんは構うことなく室道の席――つまり俺の後ろの席に座る。そして、持ってきた弁当を広げた。持ってきただけでなく一緒に食べようと暗あんに要求されている。

　もしかして、入れ忘れたのわざとなんじゃないだろうか。俺の教室に来るための口実とか。さっきの凜々さんの発言、妙にわざとらしかったし。てへっ、とか普段言わないだろうに。

『一緒に食べたかったんです』

　そんな風にスマホの音声を流しながら、自分の分の弁当箱も取り出して、ふたつの弁当箱の蓋ふたを取り外す。

　そこにはとても色取り取りで美味しそうなおかずたちがあった。

　ひそひそとあらぬ話がされているが、気にしないことにしよう。

「ちょっと！」「あっ、あのっ！」

　そこへ奈巳と魅花がやってくる。そして、凜々さんの耳に口を寄せて、周りに聞こえないようにひそひそと話し始めた。

「抜け駆け禁止でしょ!?」

　そんな奈巳の言葉に、魅花もうんうん頷いている。

　すると、凜々さんはスマホに文字を入力し、それを奈巳と魅花に見せた。

　俺にもちらりと見えたが、そこには

『独ひとり占じめするなら連れ出してますよ。お二人とも、ご一緒にどうぞ。もちろん、クラスメイトたちの好奇の目に晒さらされてもいいのなら、ですが』












　変に感心してしまった。

　抜け駆けをしているわけではない。ここで食べる勇気があるかとふたりに問うているのだ。

　やっぱり、凜々さん、こういうところが少し怖いな。そして、ぶっちゃけると俺はこの教室から今すぐ逃げ出したい。

「…………くっ」「……むむ」

　しばし何も言えなかったふたりだが、覚悟を決めたのか、俺の隣に座った。隣の魅花の席を俺の机にくっつけて。

　そして、面白がって「行ってきなー」と囃はやし立てる真城さんに謝りながら弁当箱をこちらに持ってきた。ふたりの弁当も俺と変わらない。全部同じだった。

「改めていただきます」

「い、いただきます」

　奈巳と魅花が揃って箸でおかずを摘つまみ始める。

　もう逃げられない。俺はそう悟さとった。

「いただきます」

『いただきます』

　俺たちも弁当に手を付ける。

　肌に纏まとわり付くような視線は剝はがれない。

　こっちが見ると、みんなして露ろ骨こつに目を逸らすし！

　一旦、深呼吸。周囲のことを意識から切り離す努力をして、俺はおかずを口の中に放り込んだ。

　アスパラのベーコン巻きだ。口の中にベーコンの香ばしい油とアスパラの瑞みず々みずしいエキスが滲にじみ出でる。弁当だから当然冷えているのに、とても美味い。味がまったく落ちていなかった。

「美味しいです」

『まあ。ありがとうございます、凪紗さま。こちらも美味しいと思いますよ』

　スマホで音声を流しつつ、凜々さんは自分の弁当箱から卵焼きを摘んだ。

　そして、ニコニコと笑みを浮かべながら、俺の口へと近づけてくる。

「えっ」

　と、口を開けた一瞬の隙を衝かれ、おかずが口の中へと入った。

　甘い、卵焼きだった。

「な、何してるのよ!?」

『あら。手が滑すべりまして』

「そ、そんなに都合よく手は滑りません！」

『持病です』

「そんな持病あるわけないでしょ！」

『カッテニ・アーン病と言います』

　奈巳と魅花が凜々さんへと苦情を言い始める。

　そして、言うだけ言って納得したのか、その口を閉じた。ところが次にふたりは、俺を睨み付けるように見てくる。

「な、何？　さ、さっきのはさすがに不可抗力だと……」

「はい、あーん」

　おもむろに奈巳が箸で自分の弁当箱からおかずを摘んで近づけてきた。

　おい、周り見えてないのかよ！　みんな見てるぞ！

「な、凪紗さん……」

　ふと見れば魅花までもが対抗するように、おかずを俺に近づけている。

「ふ、ふたりとも冷静に……」

　まあ、そんな言葉が届くわけもなく。

　結局俺はふたりから差し出されたおかずを食べざるを得なかった。

　女子の生暖かい目と男子の恨みがましい視線が、俺を精神的にいたぶってるようだった。

　これが、女の子にお弁当を作ってきてもらう代だい償しようだというのか……。




　この日の授業も終わり、特に用事もないので帰ろうとしたところで俺の携帯にメールが届いた。

　差出人は……御雷先輩か。

『ひとりで部室に来い。話がある』

　文面は素っ気ない。

　なんでひとりなんだろう……？　魅花とか奈巳、連れてっちゃダメなの？

「ナギ、どうかしたの？」

「御雷先輩に呼ばれたから行ってくる」

「あ、あの、わたしたちもついていった方がいいでしょうか？」

「いや、魅花。それがひとりで来いってあるから」

「そ、そうですか」

「長くなりそうなの？」

「いや、何の話だかも見当がつかないから先帰ってて」

「……ん、わかった。じゃあ、あたしたちは凜々さんと一緒に帰ってるわね」

　そして、魅花と奈巳は仲良く教室を出て行った。

　俺は先輩に言われた通り、部室へと向かう。

　部室の扉をノックすると、

「入れ」

　と端たん的てきな返事が返ってきた。

　扉をスライドさせて中へと入る。

「適当なところに座れ」

　そう言われて、俺は先輩の対面に座った。

「話って、なんです？」

「戦力強化の話だ」

　なるほど。順当に行けば、鬼神との戦いも近いからな。

　……あれ？　でも……。

「じゃあ、なんで俺ひとりなんですか？」

　魅花や奈巳がいたって、別に構わないと思うのだけど。

「貴様の〈一子相伝〉についてだ」

　……ずるぅりと、胃の中に嫌な予感が落ちてくる。先輩の目に描かれた雷の紋章が一ひと際きわ輝いたような気がした。

〈一子相伝〉は俺と相手の子供を召喚する武士の御業だ。親父が完成させた、適正者の資質を直接的に知る代物である。

　ただ、キスってやり方がちょっと……。女性との接触に抵抗のない親父と違って俺としては、非常にやっかいだった。

「オレも適正者なのだろう。どうにかできないのか」

「何でこだわるんだ!?」

　まさか、ここで蒸し返してくるとは。理解に苦しむ。

「鬼神退治では、オレと貴様が最前線に赴おもむくんだ。そこで戦力がひとりでも増強できれば、それに越したことはない」

　冗じよう談だんや酔すい狂きようで言っているわけじゃなさそうだ。

　言ってることはもっともと言えばもっともだけど……。むしろ、俺にどんなことをしてでも鬼神を倒すのだという覚悟が足らないような気すらする。

　ただ……。

「キスするんだぞ？　できるかどうかもわからないし……」

「まずそこだ。〈一子相伝〉の理屈をオレとしては訊きたいんだが。オレだって、別に男と接吻したいと思ってるわけじゃない」

　俺だって思わない。

「何故、接吻をしなければならない？」

「えーと……。あれは性交から出産、教育までを一瞬でやるものだから……」

　親父からの受け売りだけど。

「だから、なんで接吻をする必要があるんだ？」

「いや、ほら、だから……性交前に、気分を盛り上げるとか、そういうために……」

　言ってて恥ずかしくなってきた。

　そもそもやったことがないのに、そんなんわかるか！

「つまりキーとなるのは性欲辺りか？」

「ま、まあ、そんな感じ。あとは生存本能」

「なるほど。人は死に瀕ひんすると、その手の感情が昂たかぶるという話だしな。死の間際でこそ、盛り上がると聞く」

　ホントかよ。というか先輩、そんな情報、どこで聞いたんだよ。

「接吻しなくても気分が盛り上がってれば、できるということじゃないのか？」

「ま、まあ、そうかもしれないけど。あと、唾だ液えきとか汗とかを舐なめて血液の情報を知る必要があるから」

「血液の情報か」

「遺伝子情報を読み取らなきゃならないし。そうじゃないと子供を呼び出せない。厳密にはノイズの少ない血液の方がいいんだけど、唾液や汗でもできないわけじゃない」

　血液、唾液、汗の順で読み取りやすい。少しでも遺伝子情報が含まれる物質があれば、あとはこちらでどうにでもなる。

「つまり必要なのは相手の唾液か血液、そして性欲か」

　御雷先輩が立ち上がる。

　そして、本棚からおもむろに大きなカバー付きの図鑑を取り出した。

　中身はエロ本だった。

「学校の部室に何を持ってきてるんだ、あんた！」

　しかも、御ご丁てい寧ねいにカバーの偽ぎ装そうまでして！

「仕方ないだろう！　家に置いておくとお袋が捨てていくんだ！　どこに隠しても見つけるんだ！　わかるか、貴様にこの気持ちが！」

　ああ、わかる。俺もどこに隠していようと紗優に見つけられるしな。

　幸いなことに捨てたりはしないが。机の上に置いておくだけである。

「というか、なんでエロ本を取り出した！」

「性欲なんて相手から得ずともいいだろう。あとは、オレの唾液から情報を読み取ればいい」

「お、おい……。本気でやるつもりなのか？」

「ぶっつけ本番でやるよりは全然いいだろう」

「い、いや、やめようぜ？　だって、男同士だぞ？　子供できるわけない」

「オレだってやりたくはない！　だが、鬼神打倒のためだ。鞍馬が言ってたが、確かにｉＰＳ細胞があれば男同士でも、その遺伝子を継いだ子供はできる。男の方の細胞から卵子を作って、相手の精子と掛け合わせればいい。受精卵は作れる。子宮だけは男だけじゃどうにもならないからな」

「詳くわしいな!?」

　背筋が薄うすら寒くなってきた。この人、実はそっちのケがあるんじゃ……。

「そんな目で見るな！　こっちだって少しでも鬼神を倒す可能性を上げようと必死なんだ！」

　必死なのはわかるが、それ以上に焦あせっているようにも見えるな。

　早く鬼神退治をしなければならない事情でもあるのか？

「やるなら、さっさとやってしまおう。ここでやれなかったら、もう一生やれない気がする」

　一生やりたくなかったんだけどなぁ……。

　しかし、これも鬼神打倒のためか。

「……じゃあ先輩、どうすればいい？」

「確か貴様、ナイフを携けい行こうしてるはずだな？」

「あ、ああ。持ってるけど」

「貸せ」

　ズボンの中からナイフを取り出して手渡す。

　すると、先輩はおもむろに指を小さく切り裂いた。

　滴のような血液が指に膨らむ。

「これでいいだろう。ここでも経けい口こう摂せつ取しゆが必要とか言うんじゃないだろうな？」

「じ、実は……」

　先輩が苦虫を嚙みつぶしたような表情へと変わった。

「ま、まあ、直接舐めとる必要はないし……」

　先輩の指にぷっくりと膨らんだ小さな血溜まりを、俺は指ですくい取る。

　……覚悟を決めよう。

「あとは感情の昂ぶりを識しるために、身体が接触してないとダメで……」

　キスをしないとなると、非常に手間だった。

　そう考えると、キスは唾液からの遺伝子情報入手と、身体の接触の両方を満たせる最善の行動なんだなぁと親父に感心する。

「要求の多い代物だな……！　手にでも触れてろ！」

　先輩からの愚痴が絶たえない。

　指についた先輩の血を、舐める。

　御雷先輩はエロ本に目を向けていた。他人には見せられないシュールな絵面だ。

　先輩の遺伝子情報が流れ込み、その根源を理解する。

「あ……」

　自分の遺伝子と掛け合わせて――――――――――――――ヤバい。

　俺は咄とつ嗟さに先輩の手を放した。

「ど、どうした？」

　先輩が訝しげな目を向けてくる。

「い、いや……。その……」

　今、呼び寄せる段階までできそうだったぞ!?

　というよりも、ここまでできてしまえば、呼び寄せることは簡単だった。

　適正者でなければ、ここまで行かない。

　変な喩えだが、適正者が可燃物で、それ以外の人が不燃物だ。今、御雷先輩という薪たきぎに火を付けたところ、燻くすぶって火が付きそうだった。このまま燃やせば燃焼する、というように。

「う、うん。た、たぶん、できる。先輩と〈一子相伝〉……」

　男の適正者は湿し気けってる薪とかだと思ったのに……。

　信じたくはなかったが。

「だったら、そのまま呼び寄せればよかっただろう」

「先輩は俺と自分自身の子供、見てみたいか？」

「……いや、それは。うん、そうだな。できることが確認できただけでも充分か。別に絶対に必要になるかどうかはわからないからな」

「お、おう……」

　まさかできてしまうとは。ｉＰＳ細胞、凄すぎだろ……。いや、それのせいかどうかはわからないけど。

　というか、先輩とやってできるということは、もうひとりの男の適正者である室道ともできるってことに……。

　そんな考えに至ったところで、俺は思考回路を無理矢理断ち切った。




　心的外傷トラウマになりそうな先輩との出来事を経て、俺は無事帰宅した。

　あー、男とできちゃうのかー。

　新しい発見だなー。

　できちゃうんだー。

「家に帰ってくるなり何を全力でヘコんでるんですか、兄さん」

　居間で制服のまま俯せになっていたら、紗優が「邪魔ですよ」と言わんばかりに横腹を足でちょいちょい突っついてくる。

「いや、人間の科学ってすげぇなって思って」

　ｉＰＳ細胞の可能性って凄まじいな。

「？　武士の力も負けず劣おとらず凄いですよ」

「そうだよなぁ。凄いよなぁ……」

　未来から子供、召喚しちゃうしなぁ。

　理論的に男と男で子供ができるといっても……というか、ｉＰＳ細胞云々で子供ができるっていうんなら、別に性欲とかいらないんじゃね？　って思う。もしかして、子供が召喚できるのは別の原理なんじゃなかろうか。

「はぁ……」

「なんだか男として大事な物を失ったような顔をしてますね」

　まさにそんな感じだ。さすが紗優、鋭い。

「元気を出してくれないと困りますよ。今日は私と一緒に寝るんですから」

　そういう約束だったな。この歳としで、それは気が重い。

「この歳で妹と一緒に寝るのは……。というか、元気を出してくれないと困るって何でだ」

「だって、精力がないとできないじゃないですか」

「何がだよ！」

「兄さんが想像しているようなことです」

　仰あお向むけになって紗優の表情を見てみると普段と同じ無表情だ。本気か冗談か、判断が付かない。いや、本気だったら困るけど。

「お願いしますね？」

　うっすらと笑みを浮かべながら、そんなことを言ってくる。

　それからご飯も食べ終わり、風呂も終わり、ついに寝る時間がやってきてしまった。

　できれば来ない方がいいよなぁ、と思いつつ部屋に古文書を持ち込んで読んでいると、こんこんと規則正しいノックと共に紗優が中へ入ってくる。

「兄さんは最近本当に変わりましたね。古文書とか、今まで全然読もうとしなかったのに」

「むしろ、今までの考えが甘かったというか、な。親父や本家に言われて流されるままだったし、もう少し自分で真実を見み極きわめてみたいんだよ」

「いい傾向ですね」

　紗優が俺の布団の上で正座する。

　早く寝ましょう、と誘われているようだった。

　確かにもう眠くなってるんだけど……。

　紗優が自主的に自分の部屋に帰ることはないだろうし、覚悟を決めるか。

　机から立ち上がって、部屋の電気を消してから布団の中へと潜る。紗優も無表情ながら嬉しそうにいそいそと入ってきた。

　風呂上がりの髪から漂うシャンプーの匂いが鼻孔をくすぐってくる。

「どうかしましたか？」

「い、いや？」

「欲情しましたか？」

「してねぇよ！」

　兄をどれだけ堕とす気なんだ、この妹は……。

　ふたりで寝る位置を整える。紗優は主張することなく、俺の体勢に合わせてくれた。

「寝にくくないか？」

「まったく。それに兄さんと寄り添えるのなら、四十秒で寝られますよ」

「ホントかよ」

「兄さんがこれから夜の営みに入るというのなら、私も心の準備を整えますが」

「しないよ！」

「そうですか。残念です」

　ホントに冗談がキツい。

「でも、兄さんの温もりをこうして感じるのも、本当に久しぶりです。兄さんってば中学生になったら、布団の中に入れてくれなくなりましたし」

「いや、兄妹でおかしいってことに気付いてくれよ」

「……兄妹で愛し合うってそんなにおかしいことですかね？」

「そりゃおかしいだろ……」

　すると、闇の中で紗優は眉まゆ根ねを寄せた。間近なのでよく見える。

「そんなの、男と女なのに悲しすぎます。愛に歳の差なんて関係ないとか、障害があるほど燃え上がるとかいうのに、なんで兄と妹はダメなんですか」

「紗優……。いや、法律で禁じられてるし」

「だけど、明確な根拠なんてないじゃないですか。世論的に駄目だって言われてるだけで……」

「そういう見方もできるかもしれないけど、近親婚が続くと子孫を残しにくいってことは他の動物で証明されてるからだろ。絶滅危惧種が個体数を減らして、近親婚ばかりになって弱い子が生まれるってさ」

「でも、一代だけでそんなことにはなりません。確かに弱い子供が生まれる可能性はありますが、もう兄さんと私の間にはちゃんと天照って元気な子供が生まれるって、ほぼ決定してるじゃないですか……」

　天照――紗優と俺の子供、か。

　紗優にはまだ〈一子相伝・深しん業ごう〉を使ったことがない。おでこへのキスによる〈一子相伝〉は子供の力を相手が使えるようになるだけだからな。力の源となる子供の意識は相手の中へと入るから、紗優は天照と話したことがあるはずだけど、俺はまだ天照と直接話したことがなかった。

「でもな、紗優。天照はあくまで可能性だ。産んでみたらまったく違うなんてこともあるんだぞ。確かに一代だけだったら身体の弱い子供を産む確率は低いのかもしれないけど、可能性があるんだったら――」

「可能性を言い出したら、兄妹じゃなくても身体の弱い子を産む可能性はあるじゃないですか。ここはダメ、ここはオーケーって線引きは人間が決めたものですよ。結局は社会に認められるかどうかです……」

　紗優が珍しく熱く語ってくる。

　いつもなら、適当なところで引き下がるのに……。

「どうしたんだ、紗優」

「姉さんも、奈巳さんも、凜々さんも羨うらやましいです……。私は心の奥底では兄さんに適正者が現れなければいいのにって思ってたのかもしれません……」

「………」

「私だって……、兄さんと……一緒にいたいです……」

　うっすらと涙を浮かべて――少しして寝息が聞こえてくる。

　紗優も、悩んでるんだな。

　そりゃ、元々俺の血を繋ぐための保険なんて言われて育てられてれば……そういう考えになるかもしれない。

　結局はここまで恋人ひとり作れなかったから、紗優の保険なんていうものを引ひき摺ずってしまった俺の責任でもある。

「ごめんな、紗優……」

　頭を撫なでながら、目尻に浮かぶ涙を拭ふき取る。

「お前をここまで追い込んだ責任はちゃんと取るから……」

　紗優の頭に手を載せながら、俺も少しずつ眠りに落ちていった。




　　　　　◇　◇　◇




　この日も学校が終わり、四人と一緒に帰宅途中、携帯が着信音を鳴らした。

　ディスプレイに表示されている名前は――親父だった。

　珍しいな。そんな想いを抱きつつ、俺は通話ボタンを押した。

『おーう、元気かバカ息子』

「ああ、元気だよ。バカ親父」

『まったく。久々に電話したら馬鹿呼ばわりとは親不孝なやっちゃなぁ』

「そっちが言わなきゃこっちも言わねぇよ」

　何がおかしいのか、親父は電話口の向こうで抑えるように笑っていた。

「で、何の用だよ」

　こっちも聞きたいことがあって連絡つかなかったけど、向こうからかかってきたのなら渡りに船だ。

『ま、近況報告を聞きたくてな。例の魅花ちゃんだっけか。その子とはどうなのかとか、新しく入ってきた凜々ちゃんとか。あとは奈巳ちゃんとかな』

「……奈巳のことで思い出したけど。親父、奈巳の紋章のこと、絶対知ってたろ」

『まーな。あのまま行ったら、引き離そうとしてもお前らの力で抵抗されて無理になったろうし。強引に引き離そうとして、小学生で駆け落ちでもされたら困るしな』

「駆け落ちって、いくらなんでも」

『それを鬼に利用される、ということもあり得る』

　そう言われて、背筋に薄ら寒いものが走った。

『納得いったか？　その上で、だ。もう聞いただろうが、お互いの血統が保ほ持じされなきゃならんわけだ。一卵性の双子が都合よく生まれる可能性なんて、０・４パーセント。そんな確率じゃ、許可なんて出せるわけがない。それはわかるよな』

「そりゃ、まあ……」

『実際のところ、今のお前の相手は全員訳わけありすぎて、嫁にするにはリスキーなんだよな。本気で紗優が一番安全なんだよ』

「……親が兄の嫁に妹を宛あてがうなんてどうかしてる」

『それが嫌なら一般人の適正者を見つけろ。俺だって馬鹿息子に可愛い娘を嫁に出したくなんかねーよ』

「でも、〈一子相伝〉で問題なかったら、別にいいだろうに」

『よかねーよ。お前、数学のテストで答えだけ書いて点数貰もらえるか？　解法を書いて貰えるもんだろ。〈一子相伝〉は答えだけを導くものだ。その上で問題なのは、数学と違って方程式が狂う可能性があるってことだな』

「………」

『何故、〈一子相伝〉で大丈夫だったのか。本家を使ってでも解法を見つけろ。母さんを嫁にした時だって、お前が産まれることは〈一子相伝〉でわかっていたが、ちゃんとそのために必要なことをやったんだからな』

　気楽だったわけじゃないってことか。

『ま、俺としちゃもう相手が鬼だろうと、武士だろうと、確実に遺伝してくれる相手なら構わんけどな』

　いきなりおちゃらけた口調になる。

「ひとつ聞きたいんだけど」

『お、なんだ。真面目な口調で』

「親父も〈一子相伝〉で何人かの子供を召喚してたはずだよな」

『まーな。実際に話したりとかして……最終的には別れを告げたけど』

　嫌な思い出だったのか、親父には珍しく最後の方は尻すぼみだった。

　でも、少し考えればわかる。子供に対して、「お前は産まない」なんて言うのは凄まじいほどの罪悪感を覚えるだろう。

　とはいえ、今の本題はそこじゃない。

「召喚した子供は、別の召喚した子供のことを知ってた？」

『いや、あくまで未来の可能性だからな。全員、別個の未来だったはずだ。……その言い様ようだと、お前の召喚した子供は他の子供のことを知ってたのか？』

「知ってたよ。全員、力も持ってる」

『お前、重婚とかサイテーだな』

「十股以上してた親父に言われたくねぇよ!?　というか、『力を持ってる』の方は聞こえなかったのか!?」

『軽い冗談だ。長子にしか遺伝しないはずの力を全員が持ってる、ねぇ……』

　少し考え込んでいるのか、電話口は沈黙している。

『まあ、考えにくいことではあるが、長子にしか遺伝しないって呪いが未来で解けてるって可能性はあるな』

「そういうことになるよな……」

『呪いは見えにくいからな。実際、どういう理屈でそうなっているのか、そこまでわからなかった。八嶋の奴も解析できていないはずだ』

　おそらく、解析ができていれば上手いこと呪いを外はずしたり、呪いの干かん渉しようを受けなくしたりすることが可能なのだろう。凜々さんのお婆さんが、凜々さんと先輩の呪い外しをしたように……。

　そこまでいくと遺伝子学とか生物学とか、そっち方面の知識も必要になるのだろうか。

「どっちにしろ、鬼神を倒したら別にもうその辺り関係ないってことだよな？」

　そう言うと、親父はまた黙った。電話口の小さなスピーカーからは小さな息遣いだけが聞こえてくる。

『……ま、できりゃあな。とはいえ、そんなことをやってから語ってくれ』

　冗談めかした口調でも、叱るでも呆あきれるでもない。

　ただ、どう言ったものか……そんな困惑を微かに感じ取った。

『ま、お前も大変そうだが、こっちも大変なんだ。そのうち、そっちに土産みやげのひとつふたつ行くかもしれんから、楽しみに待ってな』

　そう言い残して、親父は通話を切った。

　結局、俺が未来で重婚をするかもしれない未来を否定できる情報は出てこなかった。




　その夜。ついにその日が来てしまった。

　古文書を読んでいても、気もそぞろだ。内容が頭に入ってこない。

　というか、そもそも来るのか？

　今日の添い寝は魅花の日ということなんだが……。

　そして、いつも通りの控えめなノックが響いた。心臓の鼓動が跳はね上あがる。

　間違いなく魅花のノックだ。

「こ、こんばんは……」

　静かに扉を開いて中へと入ってくる。ピンク色の寝間着姿で、白くて大きめの枕を手に抱いて持参していた。

　というか、本当に来てしまった……。

　部屋に入った魅花は静かに布団の上に正座する。掛け布団を捲まくって本気で誘われているみたいだ。だらしなく喉のどが鳴ってしまう。

「ね、ねえ。魅花、いいの？　別に奈巳や紗優に合わせて無理することなんてないんだよ？」

「い、いえ。無理なんてしてないです。わ、わたしも、その、凪紗さんと一緒に寝てみたいです！」

　冗談や酔すい狂きようで言っているとは思えない。

　魅花が俺を振ったという事実が、実は俺の幻聴だったのではないかと思えてくる。

　例えば、振られたと思ったのは俺だけで、実は魅花はあの時オーケーしていてくれたんじゃないか？　で、オーケーしてくれたのに奈巳や凜々さんと仲良くしているから、不安がって――いやいやいや、こんな都合のいい妄想はやめよう。

　でも、せっかくふたりきりになったんだ。

　やっぱりあのことを聞いておかないと。

「あ、あのさ。み、魅花は、お、俺のこと、どう思ってる？」

「ひゃ、ひゃい!?」

　魅花は顔を真っ赤にして身み動じろぐ。

「ど、どう思ってるかと言われますと、なんと言いますか……」

　その上、しどろもどろだ。

「わ、わたしは、その……な、凪紗さんのことが……その……！　あの……」

　困ったように言葉を探している。

　いや、探しているというよりも、言おうかどうか迷っているのか？

「お、俺の答えは……あれから変わってない。奈巳や凜々さんとああいうことになってて、ふざけるなって思うかもしれないけど……」

　真っ赤だと思っていた顔が、さらに紅色に染まっていく。

　……あれ？　これ、もしかして、熱があるだけなんじゃ……。

「ちょっと、ごめん」

「ひあぅ！」

　魅花のおでこに右手を当てる。左手を俺のおでこに当てる。やはり右手の方が微かに熱い。

「魅花、もしかして熱ある？」

「ち、違います！　こ、これは凪紗さんが触れてるからで……！」












　そう言えば、前に立場が逆でこのシチュエーションがあった気がする。魅花が不用意におでこをくっつけてきたことが。魅花も緊張しているということだろうか。

　手をおでこから放すと、魅花は胸に手を当てて深呼吸をし始めた。

「すぅーはぁー……すぅーはぁー……」

　そして、十回ほど深呼吸したあと、きりっとした表情で俺に向き直る。

「よ、ようやく落ち着くことができました」

「そ、そう……。よかった」

「そ、その……わ、わたしは凪紗さんのことが……」

　魅花の口が「す」という形に窄んだような気がした瞬間――ピリリリリリと、部屋に着信音が響き渡った。

「うわぁ！」「ひゃあっ！」

　くそ、なんて間の悪い！　しかも、これは緊急でもなんでもない、ただのメールだ。

「ど、どうぞ！」

　メールなんて無視してもよかったが、魅花が全力でそう促してくるので仕方なく俺は置いてあった携帯を手にとって内容を確認する。

「え……」

　魅花はなんて言おうとしてたんだ。きっと「す」か「う」とか言おうとしていたはずで……なんて浮ついていた心が、メールの文面を見て一気に冷えていく。急速にすべてが凍りつく。

　魅花が不思議そうな目で俺を見ていた。

「なんで……」

　そのメールは――。

『明日、夜九時。ひとりで橋に来られたし　相坐八嶋』

　本家当主、八嶋兄からのものだった。
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『明日、夜九時。ひとりで橋に来られたし　相あい坐ざ八や嶋しま』

　メールアドレスは八嶋兄にいのもので間違いなかった。今まで変えたこともなかったし、俺の携帯にもちゃんと登録されたままだ。

　まさか行方不明の八嶋兄からメールが届くなんて……。

　今まで決してこの手の代しろ物ものでは連絡が取れなかったのに。

「ふん縛じばれって？」

『ええ。凪なぎ紗さ君の力なら隙すきを衝つけばできると思うのですけど』

　電話の相手は本家当主八嶋兄の妹である津つ見み姉ねえ、本家当主代行である。

　メールが届いた後、深夜ではあったが、俺はすぐに本家と連絡を取ったのだ。この件についての判断を仰あおぎたかったからだ。

「隙を衝ければ、ですけどね。そもそも力を封じることはできませんよ。俺の力はあくまで防衛本能をなくして自じ爆ばくさせるだけに等しいですし」

『どうにかしてください』

「……どうにか、つったって」

『前回、凪紗君からいただいた報告から、兄さまが不可解な状況に陥おちいっていることは理解しています。今はわからないことが多すぎるので、話を聞かなければなりません。連れ帰って話を聞くことができれば、それが最善なのですけど』

「前と同じ状況だったら、話すどころじゃないんだけど」

『ええ。ですので、捕ほ縛ばくが第一目標ですね』

「捕縛用の道具とか、なんかあったっけ？」

『兄さまが行方不明になった折、全部持ち出されています』

「じゃあ、俺ひとりでそれをやれと？」

『メールでそう指示されている以上、そうするしかないでしょう。紗さ優ひろなら力も持ってませんし、近くに潜ひそませておいてもバレないかもしれませんが』

「紗優を荒あら事ごとに巻き込むのはごめんだ」

『あら。荒事になる、とお考えで？』

「前回、荒事になったし……」

『……まあ、やり方はお任まかせします。こちらにできることがあれば連絡を下さい。すぐに対応致いたします』

　それで津見姉との会話は終わった。

　八嶋兄を捕らえるとか、どんな難なん易い度どのミッションだよ。

　そもそも、八嶋兄は何をしているんだ。

　何かしらの推測を立てるべきではあるんだけど、その取っかかりがない。なぜ、どうして……そんな疑問を抱いても考えられる答えは見えてこなかった。

　溜ため息いきを吐ついて居間に戻る。すると、みんな起きていた。

「みんな、寝なくていいの？」

「本家の八嶋兄のことなんでしょ？　重要なことだろうし、何かしらの話し合いなら今のうちにしておかないと」

『明日の二十一時なんてあっという間ですし』

　奈な巳みと凜り々りさんが揃そろって、そう言ってくれる。

「あふ……。鬼おに神がみ退たい治じのために、憂うれいはすべて取とり除のぞいておきたいですからね……。ふあ……」

　紗優は眠そうだが、頑がん張ばって起きていた。

「少しでも凪紗さんの役に立ちたいので……」

　魅み花かもやる気満々だ。

　……一緒に寝るという約束は一いつ旦たん保ほ留りゆうになってしまったけど。

「とりあえず、八嶋兄には俺ひとりで会いに行く」

「あたしとか凜々さんがついていった方がいいんじゃない？　ひとりじゃ危険だわ」

「ダメだ。どんな罠わながあるかわかったもんじゃないし」

　どんな目的があるのかはわからないが、今の八嶋兄を味方と楽観的に考えるのはさすがに無理だ。

　罠が張ってあってもおかしくないしな。

「じゃあ、あたしの式しき神がみ使う？　監かん視しにも使えるし、いざとなればナギを守ることもできるわ」

「八嶋兄にはバレるだろ、確実に。ちょっとリスクが高い」

「そっか……」

　奈巳が腕を組んでうんうん唸うなっている。

「そういうことで、罠があることも考えれば紗優もダメだ」

「むう……」

「では、わたしならどうでしょう？　物理的な罠でない限りは、わたしは〈霧む散さん〉で無効化できますし」

　単純に危ないから誰も連れて行きたくないんだけど……こう言われると反論しづらいが……。

「……いや、物理的なトラップもあり得るかもしれないし。向こうがひとりで来いと言っている以上、向こうの意に添そわないことはしたくない」

「そうですか……」

　魅花はしゅんと落ち込んでしまう。

　少し罪悪感が湧わいてしまうが、こればっかりは仕方ない。

「でも、ノコノコとひとりで行くのも危険すぎますよ。それにどういう会話がなされるのか、その証拠も残さないといけませんし」

　紗優の指摘通り、証拠を提出する必要はあるよな。八嶋兄の様子も含ふくめて。

　こういう時、俺と紗優のふたりで説明すればちゃんと信じてもらえるんだけど、ひとりだけだと説得力に欠かけることはままある。

『では、こういうのはどうでしょう？』

　凜々さんがスマホの人工音声で説明をし始めた。

『凜々たちは待ち合わせ場所の一キロ圏内に待たい機き。何かあればすぐに急行できる場所がいいですね』

「え、でも凜々さん。一キロでは私たちは兄さんたちの状況を見守ることもできませんよ？」

　もっともなことを紗優が指摘する。

　ただ、監視可能な場所では間違いなく八嶋兄は気付くだろう。一キロというのは、八嶋兄が気配に気付かないであろう限界ギリギリの範囲だ。

『大丈夫です。そのために便利な物があります』

　凜々さんは立ち上がって居間を出て行く。

　部屋から戻ってきた時には手に何かを持っていた。

「それは？」

『小型のネットワークカメラです。このカメラからの映像をパソコンの方で受信できます。凪紗さまはこれを持っていって下さい』

　確かに目立たない。胸ポケットにでも入れておけばまずバレることはないだろう。

　いくら八嶋兄でも機械には気付けない。ましてや待ち合わせの時間は夜だしな。

『もちろん声を録音することもできますから、何を話したのか保存しておくことも可能です』

「おお……」

　文明の利器、凄すごい。

『もし、凪紗さまに何かあればすぐに向かいます。幽ゆう徒とにも同行してもらいましょう。あの子なら一キロ先でも最速で現地に行けます』

「そうなんですか？」

『あの子の力は雷ですから。少しの間なら雷と同じ速さで移動できますよ』

　思ってた以上に凄い人だった。

　霧きりの巨人とも戦えていたし、やっぱり強い人なんだろうな。普段見ている姿が、少しぶっきらぼうで姉に逆さからえない弟って印象だから、そう見えないのだけど。

「では、それで行きましょう。ありがとうございます、凜々さん」

『いえいえ。旦だん那なさまのお役に立てて嬉しいです』

「いえ、その旦那さまは……」

　クスクスと笑う凜々さん。

「はいはい、もう眠いので寝ましょう」

　紗優がぱんぱんと手を打って居間を出て行く。相当眠いらしい。

　そして、俺と魅花だけが残った。

「……あ、あの。どうする？」

　一応、添そい寝ねの件について聞いておきたい。

「い、いえ……。その……。きょ、今日はもう無理ですし、凪紗さんも考えることが多いでしょうから、また別の機会に……！」

　魅花も恥はずかしそうにして出て行った。

　結局、魅花が俺をどう思ってるか、聞き損そこねてしまった……。

「仕方ない。また次だ！」

　今は八嶋兄と会ってどうにかする方に注力しよう。




　　　　　◇　◇　◇




　学校を終え、夕飯を軽く済すませてから俺たちは家を出る。

　皆とは途中で別れた。御雷先輩とは待機場所で合流する手て筈はずとなっている。

　俺はそこから離れた場所――八嶋兄に指定された場所へと向かった。

「カメラの画像、見えてるか？」

　ナンパする時に使っていた小型のイヤホンを使って、紗優と連絡を取る。

『はい、兄さん。見えてます。凜々さんも問題なしって言ってます。予あらかじめ待ち合わせ場所でも通信できることは確認済みだそうです』

　凜々さん、頼もしいな。

『これ以降は不意にこちらの音が漏もれないよう、音声を切りますね。何かあればすぐにでますので』

「了解」

　それから二十分ほど歩いて、到着。

『明日、夜九時。ひとりで橋に来られたし　相坐八嶋』

　八嶋兄が橋という単語を使った場合、それは今いる場所を示している。

　目の前を大きな川が流れており、今日の仕事を終えたのであろう船も幾いく艘そうか停てい泊はくしている。

　頭上にはその川を渡るための橋がある。

　ここは、橋の下だ。特に整備もされておらず、地面は剝き出しの土。柵さくもないため、川に飛び込もうと思えば簡単に飛び込める。

　人気もない場所。誰かを襲うにも、あるいは秘ひ密みつ裏りに話すにも絶好のロケーションだ。ぽつんと置かれた一本の街灯が頼りなく光を放っている。

　時間を携帯で確かめると二十一時ちょい前。

　魚の跳ねた音がして――八嶋兄がやってきた。

「きて……くれたか……凪紗……」

「八嶋兄……」

　だが、来たはいいが……八嶋兄の様子が明らかにおかしい。

　いや。前、不意に遭遇した時も様子は変だったが――前回ほどじゃない。

　今回は凄まじく苦しそうだ……！　呼吸もとても荒い。

「八嶋兄、どうしたんだ！　何があったんだ!?」

　八嶋兄に駆け寄って肩を貸そうとするが、手で制された。

「聞け、凪紗……」

　八嶋兄は苦しみながら、呻うめくように語る。

「俺をもう武士もののふと思うな……！　いや、武士そのものを疑うたがえ……！」

「い、いきなり何を……」

「頼む、今は黙って聞いてくれ……！　ぐ、ぐ……」

　頭を押さえ、額ひたいに脂あぶら汗あせを流して苦しんでいる。

　なんだ？

　俺はこの苦しみ方を以前にも見たような……。

『すまない。時とき折おり、頭痛が襲ってくるものでね。持病のようなものなんだよ』

　そうだ、煉れん獄ごくさんだ！

　でも、あの人は鬼だったからじゃないのか？

「―――――、―――――、――」

　八嶋兄が口を開く。

　だが、パクパクとさせているだけで声が聞こえない。

　そして、まどろっこしそうに顔を歪ゆがませる。

「くそ……！」

　八嶋兄が何を言っているのかわからない。

「凪紗……！　俺たちは……千年以上も間違いを犯おかしていた。ずっと奴に力を蓄たくわえ――ぐうっ……！」

　八嶋兄に何を聞けばいいのかもわからなかった。

　ただ、今は話を聞くべきだと察さつした。

「俺はもうダメだ……！　もう、抵抗できない……！　今すぐ……俺を殺せ、凪紗……！」

「何を言ってるんだよ、八嶋兄……！」

「考えるな、躊躇ためらうな、このままじゃ……」

　そして、八嶋兄は突然力を失ったようにふらりと倒れ込む。

　俺は地面に倒れる前に、八嶋兄の身体をしっかりと支えた。

「八嶋兄!?」

　返事がない。完全に意識を失っているようだった。

　さっきまでみたいに凄く苦しそうな表情ではないけど、眠りで安らいでいるという表情ではない。

『兄さん、どうしたんですか？』

「俺にもよくわからない。とにかく家に運ぶ。俺が担かついで帰るから紗優は戻りながらでいいから、本家に連絡を取ってくれ」

『了解しました』

　わけがわからないことだらけだ。

　今は八嶋兄が目覚めるのを待つか……あるいは本家の人が何かを知っていることに期待するしかないな。




　家に戻り、空き部屋に布団を敷いて、担いできた八嶋兄を寝かせた。

　俺はそのすぐ隣に腰を下ろして一息吐く。

　八嶋兄の表情はまだ苦しそうで、息も荒いがどうすることもできない。抱えた時、身体はがっしりとしていたが、頰ほおがかなりやつれている。こうして明かりの下で見てみると一いち目もく瞭りよう然ぜんで、人にん相そうが変わっているようにも見えた。

　八嶋兄の言った言葉を思い出す。

『武士そのものを疑え』

　武士そのものを疑えとは、まったくもって穏やかではない。

『凪紗……！　俺たちは……千年以上も間違いを犯していた』

『もう、抵抗できない……！　今すぐ……俺を殺せ、凪紗……！』

　仮に八嶋兄の言っていることを信じるとすれば……。

　千年以上も間違ったことをしていた――というのは鬼神封印のことだろう。

　鬼神封印が間違っていたことだった？

　世界を滅ほろぼすはずの鬼神の封印が？

　だとすれば、世界を滅ぼすのが正しいということになる。

「馬鹿らしい……」

　あり得ない。

　世界を滅ぼすことが正しいなんて、世界の破壊と再生……ウロボロスじゃあるまいし。

　だけど、何かに気付いたのは確かなのだろうな。

　それが何なのかは…………………………………ダメだ、わからない。

　情報が少なすぎるんだよ。八嶋兄がこんなことになった理由もわからないし。

　何とか正気に戻って目を覚ましてくれるといいんだけど。

「ぐ……」

　八嶋兄は小さな呻き声を上げるが、そこまで苦しそうではない。

　病院に連れて行ってもどうにもならないし、本家の人たちに見てもらうなりなんなりするしかないだろう。

　寝ているはずの八嶋兄がゆっくりと手を上げた。闇の中で探し物をしているかのように、宙を彷徨さまよわせている。

「カグツチィ……！　カグツチィ……！」

　カグツチ。

　その名は、始祖が倒したとされる鬼神の名前だ。軽々しく呼ぶのもタブーとされていた。

　夢の中で鬼神と戦っているのだろうか。

「カァグ、ツチィ!!」

　いきなり、八嶋兄の手が俺の腕を摑んできた。

　強い力で握にぎられていたが、振り解けないようなものでもない。

　その顔に汗が湧き出ていた。摑んでいる手を外して、俺は八嶋兄を再び寝かせた。近くにあったタオルで額を拭くが、汗水は止とめ処どなくあふれてくる。

「ただ今帰りました」

　そうしているうちに紗優たちも家へと帰ってきた。

　それからすぐに扉が開かれて、紗優が入ってくる。奈巳も魅花も、凜々さんも御雷みかづち先輩もいた。

「本家は何だって？」

「八嶋兄さんをこちらで預あずかる旨むねをお伝えしました。映像に関しては無加工で本家の方に送信してあります。そのうち電話が来ると思いますよ」

「お疲れ様、紗優」

「いえ、この程度、どうってことないです」

　ホントに手抜かりのない妹で助かる。

「でも、褒ほめてください」

「へいへい」

　頭を撫でると、少し嬉しそうな表情に変わった。微び妙みようなさじ加減だが、なんとなくわかる感じだ。

「ゴホンッ！」

　わざとらしい咳せき払ばらい。見ると奈巳が呆れたような半目でこちらを睨にらんでいる。

　いや、妹の頭撫でてただけなのに……。

　真面目な話に戻ろう。

「あー、紗優はどう思った？」

「私の感想ですか？　そうですね。少なくとも私には言っていることの意味はわかりませんでしたよ」

「そうだよな……。今さっきの八嶋兄は八嶋兄だと思ったか？」

「姿も声も間違いなく八嶋兄さんだったかと。相当苦しんでいて、あんな姿を見たことはありませんでしたが」

　以前現れて俺に血をぶっかけてきた八嶋兄と、さっきの八嶋兄、どっちがらしかったかと言えば間違いなくさっきの八嶋兄だ。

　実は以前会ったのは別人だった？　いや、それはない。似すぎている。この人は双子じゃないしな。

　誰だれかに操あやつられている……というのが、一番それっぽいが。

　では、誰に？

　俺よりも遙かに強い八嶋兄が、誰に不覚をとった？

　八嶋兄が失踪する前の行動を洗った方がいいのかもしれないな……。

　確か……封印の地に行っていたという話だけど。

「こいつが話に聞く本家の相坐八嶋か」

　御雷先輩が興味深そうに、寝ている八嶋兄を見ながらそう言った。

「ああ、以前とは随ずい分ぶん変わっている姿だけど……」

「そもそも、こいつの目的は何だ？　鬼神打倒の障害となるなら、日程を考え直す必要があるかもしれない」

「皆かい既き月げつ食しよくの日しか無理って話だけど、今度の月食を逃したら次は？」

「三年後だ」

　……三年後か。

　長いと言えば長い。

　そもそも、鬼神を退治するというのは俺や先祖たちからすれば先輩の手前勝手な目的でしかない。

　倒せるのならば倒したいというスタンスだ。

　だけど、それを失敗したら？　という不安もある。

　前例通り、八十年後の封印を確実に行えば大きなリスクを負おうことなく、ずっと平和でいられるのだから。

　もっとも……それは先送りにしているだけでもあるのだけど。

「話が長くなりそうですし、ちょっとお茶用意してきますね」

「あ、手伝うよ、紗優ちゃん」

　紗優と魅花のふたりが部屋から出て行く。

　それを合図にしたわけではないだろうが、凜々さんが八嶋兄に近づいて顔を覗き込んだ。

　しげしげと眺めている。

「凜々さんのことを治してくれた人で間違いない？」

　凜々さんは、重々しくこくりと頷いた。

『間違いありません。凜々のことを治してくれた人です』

「そっか……」

　凜々さんの身体を治し、かつ、彼女の髪の中に〝裂さく磐いわ〟を仕込んだ。

　凜々さんにとっては、恩人であり、敵とも言える人。

　どちらが本当の顔なのか……。いや、そもそもそれは本当に八嶋兄だったのか。

「お待たせしました」

　少ししてお茶を載せたトレイを持った紗優と魅花が戻ってくる。

『ありがとうございます』

「頂ちよう戴だいする」

　御雷姉弟が揃ってトレイからお茶を手に取った。先輩、意外に礼儀正しいな。そこを冷やかす余裕はないが。

　八嶋兄を寝かせた布団の横で、全員で円になって座る。テーブルも何もない殺さつ風ぷう景けいな部屋だが、八嶋兄を放っておくわけにもいかないしな。

「さてと。全員、俺と八嶋兄の会話は聞いてたと思うけど……」

「はい」

　紗優が率そつ先せんして手を上げる。

「特に武士を疑え、というのはかなり耳に残ってしまいました」

「俺もだ……」

　もっとも武士というものを体現しているのが、本家の当主と言っていい。つまり今代だと八嶋兄だ。

　それが疑えというのは穏おだやかではない。

『まずは色々と仮定して考えてみるのがいいかもしれませんね。それが突拍子のないものだとしても、何か取っかかりは摑めるかもしれません』

　凜々さんが手を上げて提案をしてくれる。

「仮定ねぇ……」

　奈巳が後ろに手をついて天てん井じようを見上げながら、考え始めた。

「そういう時はまったく逆の発想をしてみるといいかもしれませんね」

　今度は魅花が意見を出す。

　逆の発想、か。

「武士と鬼の役割が逆、とか？　武士が封印を破るために動いていて、鬼が封印を守るために動いているとか」

　とりあえず言ってみたが、皆の反応は薄い。「いくらなんでもそれは」と言わんばかりだ。

「封印は意図的に解けるのだろう？　武士に封印を破る目的があるなら、普通はそうするはずだ」

　御雷先輩に鋭するどい目つきで指摘された。確かに、そう言われると何も言えない。

　でも……。

「意図的に解ける方法は書いてあっても、事例そのものがないからな」

　古文書に意図的に解いたという記載はない。

「恐らくだが、武士も鬼神を倒そうとしたことがあるのだろう？　そのために封印を解いたことはないのか？」

「いや、倒そうとした記述はあるけど、それは封印が自然に解ける時にやっただけで、封印を解いて倒そうとした例はない」

「存ぞん外がい、武士は保守的だな」

「そりゃ、失敗したら世界滅亡だから……」

　慎重にもなるだろう。

「でも、ナギの考えに近いぐらいの衝撃的な秘密はあるんじゃないの？　八嶋さんの様子は凄くおかしいし……何かに怯おびえてるみたいだった」

「焦あせっているようにも見えたな……」

　何かに支配されているようにも見えたよな。

　操られているというか……。

「相坐。ひとつ聞きたい」

　先輩が俺に視線を移す。

「鬼神の存在をお前たちは知覚できるのか？」

「え……？」

「つまり、あの封印の地に鬼神が封印されているかどうかということだ」

「知覚はできないけど……なんで？」

「実は封印は破られていて、すでに鬼神がいないという可能性は？」

「さすがにそれはないんじゃないかな。二十年前、親父たちが封印をした時、俺が〈一子相伝〉で呼ばれて火を纏まとった巨大な鬼神を抑えるために、一緒に戦ったし……」

　もちろんそのまま消滅させることはできなかったけど。親父と俺は鬼神封印の儀式を執り行うための時間稼ぎをしただけだ。

　だが、俺の言葉に引っかかることでもあったのか、先輩は目つきを鋭くする。

「……火を纏った？」

「あ、ああ」

「古文書の鬼神にそんな記述あったか？」

　思い起こしてみると、そんな記述はまったくない。

「あまりにも強大な力だから、そちらに気が回らなかったんですかね？」

　紗優が自信なさげに意見を出したが、皆はなんとも言えない表情だ。

「言われてみれば……記述がない、というのは少し変な気がするな」

　あの姿は火の化身と言ってもよかった。

　それが記述されていないというのは、少し違和感を覚える。あの派は手でな姿は真っ先に記述されそうな気もするし。

「ただ、それでも鬼神は封印されているだろう。煉獄さんが〝裂磐〟であそこから力を抜き取ったわけだし」

「確かに……あの場に力があるのは感じる。だが、あそこにはそれを扱あつかう意志というか、力以外のすべてを感じない」

　意志か。俺も感じないけど……それは封印によるものだと思っていた。

　だけど、それは俺の想像でしかない。封印は力を封じるだけのものなのか、あるいは封印の中では鬼神が意志を持って復讐の機会を狙ねらっているのか。

「……考えることが多すぎる。やっぱり古文書を漁あさってみるしかないか。何かあるかもしれないし」

「でも、今日はさすがに遅いです。明日に回した方がいいのでは？　明日には本家から八嶋さんの話も来るでしょうし」

　もう二十四時を過ぎている。明日も学校だ。こういう事態とは言え、日常には溶け込んでおかないといけない。

「相坐よ。次の月食で必ずやらなければならないというわけでもない。鬼神打倒は次の月食が来る三年後を待っても構わないし、最悪オレたちの代でできなくても構わないだろう」

　先輩は慎重に考えろと言っているようだった。

　八嶋兄という不確定要素が増えた以上、慎重にならざるを得ないのだ。

　鬼神を倒すという目的自体が大それているからな。

「そうだな。鬼神退治はあくまで第二目標ってことか。俺たちの第一目標は血を繋ぐことだし」

「その認識で構わない。オレたちも呪いを解く方法を少しずつ浸しん透とうさせて、鬼でも味方になる奴を増やしていくとしよう。名めい誉よが得られるわけでもないんだ」

　御雷先輩が立ち上がる。

「さて。そろそろオレは戻る。親父殿に疑われても困るしな」

「無駄足踏ふませてすいませんでしたね」

「いや、無駄足なんてものはない。すべては何かしらの意味を持つのだからな」

　俺たちは先輩を玄関まで見送った。

　先輩が出て行くのを見送ってから、俺たちは寝る準備を整える。

「さて……明日からまた古文書漬けだな」

　地味で眠くなるのだけど、やるしかない。




　　　　　◇　◇　◇




　朝方。まだ早朝と言える時間帯に呼よび鈴りんが鳴った。

　カーテンから差し込む光はまだ弱い。携帯の時計を見ると朝五時前だ。

　紗優がすでに起きていたのか、玄関まで行って相手を出迎える。少しだけ漏れてくる話し声からすると知り合いのようだ。

　この時間に訪ねてくる知り合いなんて限られてる。

　紗優以外はまだ皆寝ているだろう。

　できる限り音をさせずに着替えて、部屋から出るとやはりというか、予想通りの人と遭遇した。

　隣となりにはここまで案内してきた紗優がいる。ぱっと見わからないが、妙に不機嫌な表情をしていた。

「おはようございます。凪紗君」

「おはよう、津見姉。早いね」

「遅かったぐらいですよ。本当なら昨日のうちに来たかったのですけど、先代たちと緊急の相談とかもありましたからね」

　そして、津見姉だけではない。

　他にも津見姉を守るようにスーツ姿の三名の男性たちが立っている。本家の遠縁から選せん抜ばつされた選えりすぐりのエリートたちだ。ある程度、こちらの事情を知らされており、古文書の解析や呪いの研究などに勤いそしんでいる。

　彼らは俺を見て「朝早く、申し訳ありません。凪紗様」と、礼儀正しく会え釈しやくしてきた。こういうのは慣れてないのでむず痒がゆい。

「で、凪紗君。八嶋兄さまは？」

「この部屋で寝てる」

　念のため、俺は八嶋兄の寝ている部屋で寝ていた。

　夜中、特に何の問題もなかったけど……。

「では、会わせていただきます」

　そう言われ、俺が扉を開けると、津見姉とその付き添いの人たちは部屋の中へと入る。

「私たちも入りましょうか」

　紗優もそれに続いた。俺も中へと戻る。

　寝ている八嶋兄を囲むようにして、そこに全員が座った。

　少しだけ苦しそうな八嶋兄を見て、津見姉が心配そうな表情を作る。

「……兄さま……ご無事で何よりですわ」

　それでも会えたことが嬉しいのか、珍しく笑みがこぼれていた。

「津見姉。八嶋兄がどうなったかわかるの？」

「いえ、さすがにわかりません。それを調べに来たというのもありますが。皆さん、よろしくお願いします」

　付き添いの人たちが津見姉に指示されて、手に持っていた鞄かばんから札や石を取り出して、八嶋兄を調べ始める。

「まずは、これが呪いかどうかを調べます」

「わかるの？」

「あの札や石はそのためのものですよ。作ったのは八嶋兄さまですけど……」

　そして、津見姉は立ち上がった。

「どうしたの、津見姉？」

「内ない密みつにお話があります。兄さまが呪いに冒おかされているかどうか調べるのは彼らに任せて、わたくしたちは少々席を外しましょう」

　紗優を見ると、兄さんに従いますと言わんばかりに小さく頷く。

「じゃあ、居間に行きましょう」

　俺たちは一旦部屋を出て居間へ。

「今日は眠気覚ましにコーヒーにしましょう」

　紗優がコーヒーを用意して俺たちがローテーブルに着くと、津見姉はさっそく切り出してきた。

「単刀直入に。あのビデオで言っていた武士を疑えという言葉、凪紗君はどう思いましたか？」

　……ビデオって。津見姉、妙に古いな。まあ、そんなことはどうでもいいが。

「どうもこうも……今は突とつ拍ぴよう子しもない仮定しかできないよ」

「そうですよね……。わたくしもそうでしたが、先代たちも、とんと意味不明だと仰おつしやっておられました。本当に……兄さまはどうしてしまったんでしょう……」

　津見姉に、普段は見せないような悩みが垣かい間ま見みえた。

「呪いだとわかったら……どうするつもり？」

「解呪、といきたいところですが、こればっかりは……。一番詳くわしい兄さまがこういう状態な以上、どうすることもできないですね」

　呪いが簡単に解けるようなら、ここまで津見姉も悩んでいないだろう。

　三十五歳になると力を失うのも長子しか力を受うけ継つがないのも呪いだけど、千年以上も経たっているのに、未だに解呪できる気配がない。

　……そう言えば、あの凜々さんのお婆さんは呪いを解呪していたな。あの利り敵てき行為を働くと身体に不調を来すって鬼の呪いを。

　少し詳しく聞いてみよう。武士と鬼で、呪いが同じものかどうかはわからないけど……でも、どちらも鬼神がかけてきた呪いだ。

　突とつ破ぱ口こうはあるかもしれないのだから。




「津見様」

　しばらくして、お付きの人のひとりが神しん妙みような顔をして居間へとやってきた。

　津見姉の耳に口を寄せて、何かを喋しやべっている。

「わかりました。では、あなたたちはここで待たい機きしていなさい。わたくしと凪紗君で行きます」

　お付きの人は「了解しました」と重々しく呟くと、一旦戻り、他のふたりを連れてきた。

　戻ってきた人たちに「粗そ茶ちやですが、どうぞ」と紗優がお茶を用意して、付き添いの人たちが「恐縮です」と言って受け取っている。

　そんな光景を待っていたわけではないだろうが、津見姉が立ち上がった。

「では、凪紗君。行きますよ」

「はいはい」

　津見姉についていく。

　部屋に入って八嶋兄を観察するが、変わった様子はない。

「呪いが何なのか、わかったんですか？」

「いえ。そういうわけではありません。ただ、兄さまが凪紗君の名前を呟いているようです」

「俺の名前を？」

　依然、八嶋兄は微かすかに呼吸を荒くしているのみだ。

　だが……。

「……な、ぎさ……？」

　八嶋兄の口が微かに動く。

　そして、重々しい声が響いた。

「八嶋兄!?」

「……〝蠶こ影かげ〟を。……持って、くる、のだ」

　少しゾクリとする声だったが、紛れもなく八嶋兄の声だ。

「〝蠶影〟？」

　問い返したが、八嶋兄の口は再び動かなくなった。

「〝蠶影〟ってなんです？　津見姉、知ってる？」

　すると、津見姉は神妙に頷く。

「……以前、兄さまに聞いたことがあるような気がします。確か、繭まゆ玉だまで……厄やく払ばらいの効果があるとか。それを持ってこい……ということは、それがこの状態を解く鍵ということでしょうか」

「……そう、だと思いますけど。津見姉、今、八嶋兄の声、変じゃなかった？」

「確かに普段とは違う感じでしたけど、苦しんでいたからじゃなくて？」

　一番聞き慣れているであろう津見姉にそう言われるってことは、やっぱりただの気のせいだったのか。

　妙に背筋がぞわっとしたけど……なんだったんだ？

「とりあえず、思わぬ成せい果かでしたね」

　津見姉がすっくと立ち上がった。

「凪紗君。わたくしたちは神社に戻り、〝蠶影〟を調べ、捜索してみます。八嶋兄さまも連れて行きますので、もし、あなたも〝蠶影〟がどこにあるのかわかったら教えてくださいませ」

「う、うん。わかった」

　津見姉が部屋から付き人たちを呼ぶと、ひとりが八嶋兄を持ち上げて背せ負おう。

　玄関を出ると、用意してあった車に八嶋兄を乗せた。

　続いて津見姉が乗って、車の窓が開く。

「では、朝早くからごめんなさいね。何かわかり次第、またこちらからご連絡致します」

「了解」

　そして、窓は閉まり、付き人たちが乗り込むとエンジン音を響かせて、車は発進した。すぐに車は見えなくなる。

「ふー……。まさか、こんな早朝に来るとはな」

「まったく朝から嫌な気分です」

「ホントにお前は津見姉大嫌いだな」

「不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵ですから」

「そこまでなのか……。まあ、それは置いといて家に戻ろう。そろそろ皆も起きてくるだろうし」

「はい。朝食の準備もまだ終わってませんでしたしね。洗濯機も止まってるでしょうし」

「洗濯ぐらいなら、俺がやるぞ」

　せっかく早起きしたわけだしな。

「兄さん、私の朝の楽しみを取らないでください」

「洗濯、そんなに楽しいのか？」

「ええ。兄さんのシャツとか下着を触ってると、こう胸に来るものがあります」

　……冗談なのか本気なのか、判別しづらい。

「お前がそう言うならいいけど……。じゃあ、俺は地下の書庫行って、古文書でも読んでる」

「はい、兄さん。ご飯の時間になったら呼びますので」

「了解。頼むな」

　そして、俺は地下の書庫に向かった。

　まあ、さしたる情報は見つからなかったけど……。




　朝ご飯の時間になって、全員が居間に集まった。

「朝、誰か来てたー……？」

　奈巳が眠気を追い払えてないような顔で声を出す。

　最近わかったことだが、奈巳は妙に寝起きが悪い。起きられないのか、枕元に十個ほど目覚まし時計を置いているという強者だ。

　それでも完全に目が覚めないらしいが、学校へ行く時になるとシャキッとし始める。スイッチがあるのかもしれない。

「本家の人が来てましたよ。八嶋兄さんを引き取っていきました」

「あー、そうなんだー……。気配は感じたけど敵意がなさそうだったから、すぐに寝ちゃったけど」

　そう言いつつ、こっくりこっくり船を漕こいでいた。かと思うと、おもむろに箸はしを取って「いただきまーす」なんて気楽に言っている。

　魅花が一旦箸を休めて、俺に顔を向けた。

「それで、どんなお話をしたんですか？」

「ああ、皆にも聞こうと思ってたんだけどさ。八嶋兄が少しだけ呟いたんだよね。〝蠶影〟って名前、聞いたことない？」

「〝蠶影〟……ですか。すいません、聞いたことがないです……」

　ふるふる首を振る。魅花は思い当たることがないようだった。

「奈巳は？」

「聞いたことないわね……。何なのそれ？」

「どうも繭玉ってことらしいけど」

　奈巳も知らないということだった。

『あの』

　そこへ凜々さんがスマホの音声と共に手を上げた。

『〝蠶影〟という名前かどうかはわかりませんが』

　と前置きして、

『それ。もしかしたら、うちの――御雷家の家宝かもしれません』
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「〝蠶こ影かげ〟か。よく知ってるな」

「いや、凜り々りさんに聞いたというか」

　八や嶋しま兄にいから〝蠶影〟のことを聞いてから、その日の学校での放課後。俺たちは全員部室に集まっていた。

　凜々さんの言う御雷みかづち家けの家宝のことを、先輩に聞きたかったからだ。

「というか、姉貴もよく知ってたな。親父殿やお袋は一言も姉貴には伝えてないと思ったが」

『聞いたのはお婆ばあさま経けい由ゆですよ。昔話のような形で聞いた記憶があります』

「婆ばば様さま経由か、それなら納得だ。だが、それなら婆様に聞けばいいだろう」

　もっともな話である。

　とはいえ、それを俺から頼むのは少々軽けい率そつすぎるのだ。

「それもやるよ。ただ、武士もののふの俺から無む警けい戒かいに連絡するわけにもいかないから、先輩に渡りを付けて欲しかったんだ。先輩が知ってれば、それでいいし」

「ふむ。それもそうか。オレも存在を知っているだけだからな……」

『それに〝蠶影〟がある場所をお婆さまが知らなかった場合、父と母から情報を得るためには幽ゆう徒とに聞いてもらうしかありませんからね』

「確かにどこにあるかは聞いてはいないな。ただ、家宝だからな。おいそれと出せるとは限らないぞ。その上、父と母はどこかに出かけてるのか、今は家にいない。携けい帯たいを持ってないから連絡も付かないしな」

　そもそも、と言って先輩は続けた。

「なぜ、武士の当主が〝蠶影〟――鬼の家系に伝わる秘宝を求める？」

「それがまったくわからないけど……厄やく払ばらいの力を求めてるんだと思う……」

「厄払いだと。〝蠶影〟はそんな力なのか？」

「効能はわからないのか？」

「昔ガキの頃に少し聞いただけで、詳くわしく覚えているわけじゃない。ただ、厄払いではなかったと思うんだが……」

　御雷先輩は記憶を探るようにしておでこに指を当てる。

『なんにせよ、凪なぎ紗ささまが欲しいと仰おつしやっているので、持ってきてください。幽徒』

「簡単に言わないでくれ、姉貴。持ち出したことがバレたら大目玉を食らう」

『いい加減、親離れしてはどう？　あんな両親に付つき従したがっていては、鬼おに神がみ退たい治じもままなりませんよ？』

　凜々さんの言葉に、先輩が口を引き結ぶ。

「凜々さん、親を悪く言うのはやめておいた方が……恨うらみ辛つらみが溜たまるだけですよ」

『あら、はしたなかったですね。申し訳ないです』

　手で口を隠しながら、決まりの悪そうな顔をした。

「まあ、まずは婆様から話を聞くようにしてみよう。オレの方から連絡を取ってみる。夜には会えるだろう」

「よろしくお願いします」

　そんな話をして、この日の部活は終了した。




　お婆さんとも連絡が付き、家に来てもらうことになった。

　お婆さんが御雷先輩と一緒に家へとやってくる。

「ふぇっふぇっふぇっ、お邪じや魔まするぞい」

「いや、元の家の人にそう言われるのは、ちょっと違い和わ感かんが……」

「何を言っとるか。もうこの家はお前さんの持ち家じゃて。油断していると登とう記き済ずみ証しようを盗まれて足をすくわれるでな」

「はぁ……」

　一応、金庫の中に仕舞ってあるけど。

　お婆さんと一緒に居間まで行くと、すでに皆は座っていた。

「ふぇっふぇっふぇっ、壮そう観かんじゃな。幽徒もこれぐらい甲か斐い性しようがあれば安心なんだけどねぇ」

「冗談はよしてくれ……。相あい坐ざが異常なだけだ」

「俺をさらっとディスるのはやめてほしいんだけど」

　テーブルの空あいている場所に着く。ちょうど武士と鬼で分かれることになった。

　お婆さんが上座に座る。

　目の前のお茶を手にとって一口飲む。

「おや、こりゃ美お味いしいね」

「それなりにいい葉っぱですので」

　紗さ優ひろが謙けん遜そんする。

「ほっほっほ。これは葉っぱがいいだけでは出せん味じゃて」

「ありがとうございます」

「礼儀も正しい。いい妹さんだでな」

「自じ慢まんの妹ですから」

　俺がそう言うと紗優は居い心地ごこちが悪そうに俯うつむく。珍しいな。照れてるっぽいぞ。

「さて。本題に入ろうかの」

　お婆さんがそう言うと、居間の空気が変わる。

「〝蠶影〟についてじゃが、この古文書に書かれてるんじゃがな」

　一冊の本がテーブルに置かれた。ボロボロで少しでも乱暴に扱あつかったら、バラバラになってしまいそうだった。

「我が家の古文書では一番古い。専門機関に調べてもらったのじゃが、恐らくは飛鳥あすか時代から平安時代の間――紙の製法が伝わってから間もない時代じゃな」

「……なんて書いてあるのか、読めない」

　割と古文が得意な奈な巳みにも手が出ない。顔を顰しかめ、口を真一文字にして悔くやしそうに文字を追っている。

「それを現代語に翻ほん訳やくしたものが、こちらに」

　もう一冊、本がテーブルに差し出された。まるで用意してあった料理の材料のように。魅み花かや奈巳が呆あつ気けに取られた。

「あるならそっちを最初から出してくださいよ！」

「まあ、古い方を見せんと、古さは信じてもらえんじゃろ？」

　お婆さんはそんな反応を見て、満まん更ざらでもなさそうな表情を浮かべている。お茶ちや目めな感じだ。なんとなく、凜々さんがああいう性格になった理由がわかった気がした。

　俺がその本を受け取って、中を読む。

「〝蠶影〟について……あった」

　そこには御雷家に鬼神が遺した遺物であることが書かれていた。

　ただ効果については……書いてない。

「効果については？」

「古文書からは完全に解読できんかった」

　お婆さんは少しだけ口くち惜おしそうにそう漏もらした。

「見比べてみい」

　そう言われ、同じであろうページを読む。

　ところどころの古語が、現代語訳された文章と同じだということはわかるが……やはり、その効果についてはなんて書いてあるかわからない。

　というよりも……。

「擦かすれて読めない……」

「そうじゃ。ここだけは昔から擦れて読めなくなっておる。じゃから、〝蠶影〟がどんな効果を持つのか。それは誰だれもわかっておらん。文脈からは、その身に真なる力を宿す……というようにも読めるがの」

「……それをどうして、八嶋兄が知ってたんだ？」

「それはわからんがの。わしは彼にそんなことを教えておらんでな。そもそも彼奴きやつが相坐本家の当主だったなど寝耳に水じゃ。武士は間近で見れば、ほとんど雰ふん囲い気きでわかるもんなんじゃがなぁ……」

　不可解だという表情を作るお婆さん。

「八嶋兄さんはその手の気配を消したり、変えたりするの、得意ですからね」

　紗優がそう説明する通り、実際、八嶋兄はその手の技能が高い。昔、修行と遊びを兼かねて山で隠かくれん坊ぼうをやっていたのだけど、俺は八嶋兄を捜し出せた記憶がなかった。

　逆に俺は気配の遮しや断だんが僅わずかにできておらず、八嶋兄によく見つけられたな。

「……〝蠶影〟を貸してもらうわけにはいきませんか？」

　何にせよ、八嶋兄がそれで救えるのなら、貸してもらいたい。

「さて……。ふむ、幽徒、お主が決めるんじゃ」

「オレが？」

「すでに御雷家の当主はお前じゃ。家宝も含めて、お主に決める権利がある。もちろん、責任も伴ともなうがな」

「……親父殿やお袋にも聞くべきじゃないのか？」

「そこも含めて、じゃよ」

　諭さとすように言われ、御雷先輩は口を噤つぐむ。

　しばしの間、考えているようだったが、覚悟を決めるのは早かったらしい。

「……わかった。オレの一いち存ぞんになるが貸してやろう」

「いいのか？」

「必要かどうかわからない家宝だ。役に立つというのなら構わない。ただし、だ」

「ただし？」

「オレがこれを貸すのは、八嶋とやらが役に立つと思っているからだ。そいつを回復させた後、鬼神退治に協力してもらおう」

　なるほど。確かに八嶋兄が回復すれば大きな戦力になる。少なくとも俺よりかは全然安心できるだろうしな。

　ただ、本家には未いまだに鬼神退治をするという目的を持っていることすら言ってない。

　だとすれば、俺に求められているのは……説得か。

「わかった。それで回復するようなら、協力してくれるよう説得する」

「交渉成立だ。では、オレの家に行くとしよう」

　その後の話の結果、先輩の家に行くのは、俺と先輩とお婆さんの三人ということになった。




　俺は御雷先輩とお婆さんと駅前で合流する。先輩の家は、俺たちの家の最寄り駅から駅を一駅挟んだところだった。

　先輩と挨あい拶さつもそこそこに、歩いて先輩の家へと向かう。

　そして、しばらくして闇の中に見えてきた。

　そこは俺たちが今住んでいる家と同じような、日本家屋だった。

　ただ、それよりも遙はるかに規模が大きい。何人住んでるんだと言いたくなるような、そんな豪ごう邸ていだった。

「お金ってあるところにはあるもんだなぁ……」

「わしらの祖先は先見の明があったようでな。武士の追撃から逃れつつ、不動産を押さえたのよ。室むろ町まちの辺あたりから戦果をあげて知ち行ぎようを獲かく得とくしていたらしくての。今の不動産はその名残じゃな。バブルの時にきっちりと売り抜けたわい。あれは痛つう快かいじゃった」

「は、はぁ……」

　バブルと聞いてもピンと来ない。そんなに景気がよかったのだろうか。

「……む。親父殿とお袋が帰ってきてるな」

「マジか。……というか、俺ついて来なくてもよかったんじゃ」

「その場で確かめてもらう必要もあったから仕方ないだろう。とにかく、様子を見てくるから、お前はここで待機してろ。婆様は相坐の話し相手にでもなってやってくれ」

「ふぇっふぇっふぇっ。あい、わかった」

　御雷先輩は門を開けて、堂々と中へと入っていく。自分の家とはいえ、やましいことをこれからするのに、肝きもっ玉たまの太いことだ。俺も見習いたい。

「さて、凜々の具合はどうじゃ？」

「凜々さんですか？　楽しそうですよ、毎日。奈巳とはよく口くち喧げん嘩かしてますけど、それも含ふくめて面白がってそうです」

「わしが聞きたいのはそういうのじゃないんじゃがなぁ。具合と言ったら、ほれ」

「……なんですか」

「夜の、に決まっとるじゃろ」

「いえ、そういうのは……」

「なんじゃ。お主は身体が小さいとダメか？　そっちの教育もちゃんとしたから、アレの知識もちゃんとあるぞ」

「急ぎすぎですよ！　というか、こんな時にそんな話題振らないでください！」

　真剣にやってるはずなのに！

「こんな時も何もあるかい。初めて話した時から思っとったがお主はクソがつくほど真面目じゃねぇ。真剣だろうと不真面目だろうと、やるべき時にやるべきことをやっておかないと人生損そんだでな。真剣にやらなきゃいけない時ほど、一度気を楽にして馬鹿なことを言っておけばええ。気が紛まぎれるってもんだ」

「……それは実体験ですか？」

「ふぇっふぇっふぇっ、秘密だでな。まあ、年寄りの戯ざれ言ごとと思って頭の片かた隅すみにでも入れておけ」

　……真面目すぎ、か。

　親父にもよく言われてた気がするし、紗優にも言われてた気がする。

　もっとも紗優の場合、

「妹と結婚するぐらいいいじゃないですか。兄さんは真面目すぎます」

　とか、そんな感じなんだけど。

　いや、真面目でもいいじゃん。悪いことじゃないと思うんだけど……。

　そうこうしているうちに、先輩が戻ってきた。その表情は浮かないというか、焦しよう燥そう感かんに満ちている。

　もしかして、バレたのか？

「……おかしなことになった」

「どうしたんです？」

「親父殿とお袋が倒れてる。息はあったが、目を覚さます気配がない」

　その言葉にお婆さんはさすがに表情を硬かたくした。

「ほう……。まずは家の中に入るとするかの」

　俺たちは三人一緒に家の中に入る。そこには広く見事な石庭が広がっていた。

　しかし、今は絶景に気を取られている場合ではない。横開きの戸を開いて家の中へ上がらせてもらう。

　そして、その居間で大人ふたり――御雷先輩の両親だろう――が床に倒れていた。倒れているというよりも、放り出されたような感じだ。

「ふむ……」

　お婆さんが冷静にふたりに触ふれ、表情を見る。

「これは……利り敵てき行為の呪いがかなり強く働いたらしいの」

「利敵行為の呪いって……頭が痛くなる、あの？」

「そうじゃ。酷ひどくなるとこうして気き絶ぜつすることになるでの。まあ、気絶できる方が幸運という気もするがの」

「婆様。しかし、利敵行為の呪いはよほどのことをしない限り、気絶するほど発症しないと聞いていたんだが」

　先輩が不ふ可か解かいそうに言う。

「確かにそこは気になるの。幽徒、ふたりはいつから外出していた？」

「一週間ぐらい前からいなかった」

「ふむ……。その間、一度も見ていないのかの？」

「ああ。何をしていたのかも知らない。ただ、出掛けてくると言って出て行っただけだ。特にいつもと変わった様子はなかったが……」

　お婆さんは難しい顔をして考え込む。

「ともかく掛かり付けの病院に連れていくとしようかの。目が覚めてから聞けばよかろうて。幽徒や、〝蠶影〟の場所はさっき教えた通りじゃ。頼んだでな、幽徒」

　お婆さんは携帯電話を取りだして、どこかに電話をしていた。車云うん々ぬん言っているので、おそらく運転手か誰かを呼び出しているのだろう。

「相坐。行くぞ」

「了解」

　俺は先輩についていこうとしたところで、

「少年」

　その前にお婆さんに声をかけられた。

「真面目もいい。じゃが、気を楽にしておくといいぞ。すべて自分のせい、だなんて思わんことじゃ。お主はそういう傾けい向こうがある気がするでな」

　俺はその言葉に頷きで返す。

　そして、先に行った先輩を追いかけた。




　先輩は庭の奥で待たい機きしていた。

　俺が来たことに気付くとおもむろに中腰となり、そこに鎮ちん座ざしていた三メートル四方はあろうかという巨大な石を軽く持ち上げる。

　人の身では持ち上げられないであろう重さの石。鬼の力を使っているんだろうが、さほど苦労もせずに重いものを持ち上げている姿を見ると凄い違和感を抱いてしまうな。

「子供の頃とか、結構制せい御ぎよに苦労しました？」

「まあ、それなりにな」

　先輩は石を別の場所に下ろしながら、そう返してきた。

「変な時に力が漏れると、誤ご魔ま化かすのが大変だった。貴様もそうだったんじゃないか？」

「まあ、そうですね」

「鬼も武士も、子供の頃は似たり寄ったりだろう。迫はく害がいされた祖先だっているだろうしな。伝承にある鬼の昔話や逸話は知り合いの祖先が大元だったなんて話はザラだ」

　そこで何かを聞きたそうに視線を向けてくる。

「鬼は角つの、武士は血の紋様。どちらも力を使えば迫害されるに足る理由がある。だが、人間たちに迫害されたのは鬼だけだ。そこは何な故ぜなのだろうな」

　確かに武士は迫害されていない。

　むしろ、昔は政治の中ちゆう枢すうにいたという話だ。それが長い年月を経て、陰に隠れるようになったが、迫害などはされていない。

　ただ、古文書を読んでわかったが、鬼は武士だけではなく、一般の人たちにまで迫害されていた。

　鬼が封印の地から離れ、全国に散ちり散ぢりになり、あるいは血が薄まって一般人になったというのは武士だけが原因ではなさそうだった。

　煉れん獄ごくさんの一族、闇くら山やま家けだったっけか。彼らも海外に逃げたと言っていたしな。

「まあ、今の時代に関係ないだろう。変な話をしたな」

　そう言って、先輩は話を止め、顔を俯うつむかせた。

　そこは石を退けた場所で巨大な鉄板が置かれている。さらにその鉄板を持ち上げるとその下に階段があった。石造りの階段だ。

　なるほど、地下に置いてあるのか。

「行くぞ」

「ああ」

　先輩を先頭にふたりで地下に下りる。ひとりずつ下りるのが限界という狭さで、高さも俺の身長ギリギリだ。俺よりも背の高い先輩は少し中腰になりながら進んでいる。

　周りはすべて石造りで、夏も近いというのに妙に冷えていた。

　備そなえ付つけられたいくつかの古く頼りない電球が周囲を照らしているため足下はよく見える。しかし、どこか奇妙な感覚を肌に感じた。

　鬼の隠れ家だからだろうか。

「……ここは元々、オレたち鬼が武士から逃れるために作ったものだ。戦争中は防ぼう空くう壕ごうとしても使われてたらしいがな。力が漏もれて、武士に気付かれないように処置が施ほどこされてる。居心地が悪いとしたらそのせいだろう。本来、貴様のような武士が入るべき場所じゃないからな。少し我が慢まんしろ」

「いや、居心地が悪いわけじゃないんだけど」

　実際、むしろ馴な染じむぐらいだ。なんでだろうか。

「……そうか。じゃあ、先に進むぞ」

　そして、数分ほど下りて、ようやく目的地らしき場所が見えてきた。

　部屋の中は暗い。先輩はすぐに地下室の電気を付ける。明るくなって、部屋の全体像がはっきりとわかった。

　八メートル四方ほどの部屋だった。高さは三メートル弱といったところか。教室を少し大きくしたような広さだ。

　また石が剝むき出だしで、カーペットやそういったもので装そう飾しよくなどされていない。

　無ぶ骨こつで、また、物もあまり置かれていない寂さびしい部屋だった。

　ただ、部屋に唯ゆい一いつある祭さい壇だんだけは妙な凄みがある。華美ではないし、石と木材だけで作られているであろう、この部屋の主のように鎮ちん座ざしている祭壇だ。

「その中に、ある」

　先輩が目で指し示したそこには、厨ず子しがあった。食器の棚のような置物で、両開きの扉がついている。

　先輩を見ると、静かに頷いた。開けて出せ、ということだろう。

　俺は恐る恐る扉を開く。

　小さく軋みを上げた扉は、あっさりと開いた。

　その中に、繭玉は……あった。

　手の平に収まるサイズの、ふわふわな繊せん維いの塊かたまり。

　手を伸ばして、取り出してみる。

「……これが、〝蠶影〟？」

　持ってるだけで、妙な気配を感じた。

　判然としないが、持っているだけで俺の中の血が騒さわぐというか……。

　これで、八嶋兄が回復するというのは、なんとなくだけど感覚でわかる。

「オレも見たことはないから、なんとも言えんが……力があるのはわかる」

「じゃあ、これ、貸してもらいます」

「ああ、約束は守れよ」

　当然だ。

　八嶋兄に協力してもらう。

　それは心強いし、八嶋兄ならきっとわかってくれるはずだ。




　　　　　◇　◇　◇




〝蠶影〟を先輩から貸してもらって、次の日。

　俺たちは〝蠶影〟を手に入れた旨むねを本家に連絡した後、その本家へと向かっていた。今は電車に乗って四人席ふたつにそれぞれ座っている。

　俺の隣に魅花、対面に凜々さんと御雷先輩がいた。もうひとつの四人席には奈巳と紗優が座っている。乗客はほとんどおらず、奈巳と紗優の席にはふたり以外座っていない。

　魅花と凜々さんと先輩に話があるので、こういう組み合わせにしてもらった。

「向こうに着いたら、先輩と凜々さんと魅花はホテルで待っててもらえるかな？　今のままだと魅花はまだしも、先輩たちの安全が保証できないからさ。三人のことも鬼神退治のことも向こうで話すつもりだけど、いい顔しない人も多いと思う。話が付き次第、すぐに呼ぶから」

「わかった」

　先輩が代表して頷く。

　先輩になら引いん率そつを任まかせられるし、安心だ。

「魅花はいいんじゃないの？　もう向こうには言ってあるんでしょ」

　隣の席で、奈巳は訝いぶかしげな顔をしていた。

「言ってあるし、母さんと津つ見み姉ねえは許してくれてるけど、中には認めてない人もいるから」

「武士の先代の人たちね」

「ああ。二十歳になる前に子供を作る人が多いから曾ひい々ひい々ひい爺じいさんまでいるし、長生きなもんだから親族がたくさんいるよ。力を持ってない方の家系の人たちもいるし」

　津見姉が当主代行とはいえ、その決定には彼らの認可も必要だ。力がなくても、彼らには武士としての知識がある。

　分家であるうちの親父や爺さんたちもここに入るはずなんだけど、みんなして「なんであんな薄暗いところで生活しなきゃならん」と外に出てしまっている。親父は海外だし、爺さんは東北で山に籠こもってるし、曾爺さんは海の近くで釣つりしながら生計立ててるし。入ってるのが、母さんだけとかフリーダムすぎる。

「鬼神退治、認めさせないといけませんね」

　静かに紗優が囁ささやいた。

「そうだな……」

　電車は力強い音を立てて進んでいった。




　奈巳と紗優を引き連れて、俺は本家のある山へと入った。

　相も変わらず辺へん鄙ぴなところである。

「はぁはぁ……」

「大丈夫か、紗優。しんどいなら、背負うぞ」

「いえ……嬉しい申し出ですが、ここの階段は自分で上ります」

「ホント長いわよね、この階段。何か意味があるのかしら……」

　俺と同じく、力を持つ奈巳は余裕そうな表情で階段を上っている。

　前々から身体能力高いなぁ、と思ってたけど、武士の力を持っているなら納得だ。

　一段一段上っていくと、少しずつ霧が濃くなっていった。

「珍めずらしいわね。霧なんて」

「まあ、時々あるけど……」

　さらに階段を上っていくと鳥居が見えてきて、さらに本ほん殿でんの屋根が見えてくる。

　上りきって、鳥居をくぐって俺たちは境内の中へと入った。

「さて、到着だ。一旦社しや務む所しよに行こう」

「そうね。八嶋さん、そこで寝てるでしょうし――って大丈夫、紗優？」

「だ、大丈夫です。社務所に行くぐらいは……」

「あとちょっとだから頑張れ……」

　三人で社務所に向かう。

「お帰りなさーい」

「お帰りなさい」

　玄関から中に入ると、母さんの他に珍しく津見姉がいた。

　普段はこっちにはおらず、寝る時以外は本殿にいることが多いんだけど。

「津見姉がこんな時間に社務所にいるのは珍しいね」

「〝蠶影〟のことがありましたから。早くそれを兄さまに」

「了解。すぐ行こう」

　俺と奈巳は八嶋兄の部屋へと向かう。

「紗優ちゃんはこっちねー。ちょっと渡すものがあるから」

「渡すもの？　なんですか、母さん？」

　母さんと紗優はうちの家族用の部屋へ行った。紗優の面めん倒どうは母さんに任まかせよう。

　俺たちは二階に上がって、八嶋兄の部屋へと入る。

　八嶋兄は布団の中で、以前と変わらない様子で寝ていた。苦しそうな表情もあの時のままだ。

「それで〝蠶影〟というのは？」

「ここにあります」

　木箱に封をして、この中に入れてある。

　俺は蓋ふたを外した。

「……う……」

　八嶋兄が呻うめく。反応した？

「これをどうすればいいんでしょう？」

　津見姉が繭玉を見ながら、不安そうに呟く。

「触れさせてみましょう」

　俺は木箱の中から繭玉を取りだし、八嶋兄の手に触れさせた。

　その瞬間――繭玉はふんわりと黒く染まる。

　だが、その反対に八嶋兄の苦しそうな表情は和やわらいでいった。先程までの苦しそうな表情が噓うそのように平へい穏おんだ。

　事の重大性に比べると、すごくあっさりと終わった気がする。

「……これでよかったのか？」

　黒くなった繭玉は、八嶋兄から離れると再び白くなっていた。

　木箱の中に戻して、また蓋をする。

「呼吸も安らかになりましたし、ひとまずはこれでよさそうですね」

　津見姉が安心したように言う。

　そして、大きくホッと溜息を吐いた。

「あとは八嶋兄の目が覚めるのを待てばいいかな」

　起きれば色んなことが明らかになるだろう。

　もっと手間がかかるかと思ったが、無事に終わってホッとした。

　あとは……鬼神退治についてだ。

「津見姉。鬼神について、相談があるんだけど……」




　先代武士たちやその親族たちのほとんどが本殿に集まり、壁に添そうようにして座っている。本殿にいるその数、二十二人。うち、先代武士が四名。八嶋兄の父、祖父、曾祖父、高祖父だ。その兄弟や妻が十七名。

　そして、残りのひとり――八嶋兄の妹、津見姉が祭壇の前に正座で座っていた。

　俺は、その真正面――というか部屋の中央にあぐらをかいて座っている。

　親父から当主を引き継いだ時もそうだったけど、物々しい雰囲気だ。

　もっとも俺が目的を報告したら、もっと物々しくなるだろうけど。

「さて。鬼神についての相談があるということですが？」

　津見姉は八嶋兄の不安もどこへやら、無表情を顔に貼り付けている。扇せん子すを広げて、ぱたぱたと仰あおいでいた。

「単刀直入に言うけど、鬼神を倒したい」

　何のモーションもなし。全力の直球だ。

　最初はシーンと静せい寂じやくに包つつまれたが、すぐにざわつき始める。

　ほとんどは「何言ってんだ、こいつ……」といったような反応や呟きだ。

「裏でコソコソとやっていると思えば、そういうことでしたの。その目的が達成可能かどうかはともかく、本家に相談すればいいでしょう」

「そういうわけにもいかなかったんだよ。元々俺も八十年後に備そなえて子供を作ればいいや、ぐらいの気持ちだったけど……」

「子供を？　童どう貞ていなのに？」

「そこはほっといてよ！」

　話の腰を折られた！　周りの人たちもがっはっはと豪ごう快かいに笑ったり、笑いを堪こらえていたりする人もいる。く、屈くつ辱じよくだ……！

「と、ともかく。鬼神が不死身である秘密を、教えてもらった。他ならぬ……鬼に」

　鬼という単語が出ると、一時の笑いは失せ、本殿内の騒がしさはより一層増した。

　鬼と言えば敵であり、討うち滅ほろぼすものという前提のある本家なら当然の反応だ。

「分家の小僧、お前、鬼と手を組むというのか？」「信用できるわけがない！」「これは重大な裏切り行為ぞ！」「後ろから刺されて終わりだ！」「血を途と絶だえさせる気か」

　やんややんやと言いたい放題だ。まあ、分家はいつも軽かろんじられるから仕方ないんだけど。

「静まりなさい」

　津見姉が厳おごそかにそう告げる。相手が年上だろうと、父親だろうと物もの怖おじしない。

　沸騰しかけていた室内は、少しずつ静かになっていった。

「決して、軽く告げたわけではないと信じておりますが……裏切ったら容よう赦しやはしないとも伝えたはずです。その鬼は信用できるのですか？　力のない鞍くら馬ま魅花とはわけが違いますよ？」

　そう告げる津見姉の声は暗く、目は鋭い。

　噓は許さないという、目つき。相坐本家を護まもるために、僅わずかな齟そ齬ごすら認めないという強固な意志を肌に感じる。

　ただ、武士の血族としての責任感がそうさせているのか、無理をしているようにも見えた。

「裏切るつもりはない。そもそも俺たち武士は鬼のことについて知らなすぎた。例えば、鬼にも呪いがあったこと。長子しか力を受け継がない呪い、利敵行為で苦痛を与えられる呪い……俺たちは鬼と戦うだけで、対話をしてこなかったから、今の鬼についてまったく知らない」

「当たり前だ！　鬼は倒すべきものだぞ！」

　ヤジが飛んでくる。

「相手は言葉の通じる人間だ！　俺たちと変わらない。ただ、今まで目的が――見ている場所が違っていたから敵対していただけだ。今代のある鬼の当主は呪いが外れて、鬼神を倒そうとしている。鬼神退治を持ちかけてきたのも彼だ」

「信用できるものか！」

「それだったら、そもそも鬼神退治を持ちかけてくる必要すらない。俺を倒せば済むことだ。だが、彼はそれを一切しなかった」

「静かに」

　再び場を津見姉が制する。

「どのように倒すのか。それはすでに目め処どが立っているのですか？」

「月食の日に、鬼神を復活させる」

　俺の言葉に場が沸き立ちそうになるが、津見姉が再び一いつ喝かつする。

「続きを」

「不死身の鬼神の秘密は、核にあるとその人は教えてくれた。そこから無限のようなエネルギーを供きよう給きゆうされて鬼神は不死身を保たもっている。だから、鬼神を倒すには、その核を奪うばえばいい。そして、その核は鬼にしか扱あつかえないからこそ、鬼の協力が必要だ。そして、核を失った鬼神を俺たちが――倒す」

「……鬼神の、不死性を消せるのですか」

「ああ。歴代の武士は鬼を倒せる力を持っていた。だけど、倒すことはできなかった。それはすべて、この不死性によるものだ。それさえなければ……討ち滅ぼすことは可能なはず。千年以上続くこの因いん果がを、止めることができる！」

　本殿の中は静まり返る。

「それができるという確証はあるのか？」

　ぽつりと、誰ともなくひとりが呟いた。

「そうだそうだ」「確証がなかったらどうしようもない！」「失敗したらどうするんだ」

　ヤジまで飛んでくる。

「もし失敗したら、封印の儀をすればいい。だから鬼神退治の準備と鬼神封印の準備をして欲しいんだ！」

　そんな保険を提案しても、やはりまったく俺の意見は通らない。

　確証がないから動きたくないのは当然だし、俺は彼らに実じつ績せきを示していないからな。当然だ。

　だけど、〝蠶影〟を貸してくれた先輩に報むくいるために、石にかじりついてでも説得しなきゃいけない！

「お願いします！」

　頭を下げる。

　しかし、それでも皆の反応は鈍にぶかった。

　長なが丁ちよう場ばになるかもしれないな――。

「面白いこと考えてるじゃないか、凪紗。話は聞かせてもらったぜ」

　扉を開ける音と共に、しっかりとした声が聞こえてくる。

　この聞き慣なれた声は……。

「よう、迷惑かけたな」

　頑がん固こそうな髪をオールバックにし、後ろで小さく結ゆわいている。愛あい嬌きようのある顔だが、その表情はきりりと引ひき締しまっていた。

　神社の野や暮ぼったい作さ務む衣えへと着替え、以前と同じ雰囲気を醸かもしている。

「八嶋兄！」

「よっ、凪紗。こうして落ち着いて会うのは久々だな」

　八嶋兄は手を上げながら軽く応こたえる。

　すでに表情には活力が満ちており、先程とは見違えるほどだった。武士の回復力か、体調は万全になっているらしい。

　そして、扉を閉めてずかずかと入ってきた。俺の隣にどっかりと座り込む。

　いきなり眼前に現れた八嶋兄に、津見姉が仕方のなさそうな、困った顔をしていた。

「まったく、雁がん首くび揃そろえて臆おく病びようなこった。鬼神を倒せるかもしれないんだから、藁わらに縋すがってでも実行するべきだろう。それでも元武士か。力を失って、気き概がいも失ったのか？」

「し、しかしだな、八嶋よ！　失敗したら、人々にどう責任を……」

「失敗したら再封印。凪紗が言った通り、保険だってあるだろう。何をビビる必要がある？　やることは変わらないさ。ちょっと封印の時期がずれるだけだ」

　気楽そうに、だけど、それが正しいというような説得力を持つ言葉だった。

　やっぱり八嶋兄だと、反応が違う。これまで築きずいてきた信用ってものだろう。

「俺は協力するぜ、凪紗。助けられた恩おんもあるからな。今度は俺がお前を助ける番だ」

「八嶋兄……。ありがとう」

　以前と同じように頼たのもしい。やっぱり、相坐家の当主は八嶋兄しかいないな。

「退治を失敗した時の封印も俺が責任を持って請うけ負おおう。俺は封印の準備をするから、万が一に備えて鬼神退治は状況を見定めつつって感じになるだろうが……お前たちのサポートはいくらでもするぞ」

　本家当主である八嶋兄がそう断言してしまって、他の人は何も言えなくなってしまったらしい。黙ってしまった。反対意見も出てこない。

「兄さま。いいんですの？」

「ああ、今回、凪紗には借りもできた。それに相坐家の当主なんてもんを背負わせちまった責任もある。今度は俺が返す番だ」

　こうして八嶋兄の鶴つるの一声のおかげで、すべてが決まった。




　話が決まってから俺たちは神社を出て、御雷先輩たちのいる場所へと向かった。

　神社の方に呼ぶことも考えたが、ほとんどの人が鬼が神社に入ることをよしとしないため、刺激しないようにすることになった。

　今は俺の隣に八嶋兄、さらにその隣に津見姉がいる。紗優と奈巳は俺たちの後ろを付いてきていた。

「八嶋兄、身体の方は大丈夫なの？」

「平気だよ。本当にどうなることかと思ったけど、お前のおかげで助かった。サンキューな」

　歩きながら軽く尋ねるが、本当に調子がよさそうだ。

「にしても一体、行方不明になってから何があったのさ」

「話すと長いんだけどな……。まあ、道すがら話しておくか」

　そして、八嶋兄は「簡単に言えば……」と前置きして訥とつ々とつと語り始めた。

「鬼神の意識が入り込んだんだよ」

「鬼神の意識が？」

「ああ。奴は封印前に様々な罠を仕し掛かけていたんだ」

「俺たちにかかってる呪いとか、だよね？」

「そうだな。それもある。ただ、俺たちにはひとつ特別な呪いがあった。それが鬼神による意識の支配だ」

　つまり、その呪いのせいで八嶋兄は精神を乗っ取られた……ってことか。

「でも、なんで今、その呪いが発動したの？　鬼神からすれば、そんなの別にいつでもよかったんじゃ」

「いつでもいいわけじゃなかった。奴は待つ必要があったんだよ」

　そこに奈巳が横から口を出してきた。

「待つ必要って……？　もしかして、鬼神は力を失ってたからですか？」

「その通りだよ、奈巳ちゃん。冴さえてるね」

　八嶋兄は頷きながら話を続ける。

「力を取り戻しても、それを扱あつかうための身体が必要だった。鬼神は身体を滅ほろぼされていたからな」

「それで八嶋兄の身体が乗っ取られたってことか」

「そういうことだ。奴にとって、俺の身体は相性もよく、扱いも楽だったらしい。いつも通り封印の地で異常がないか調べていた途中で、俺は奴に支配されることになった」

「じゃあ、あの〝蠶影〟はその呪いを打ち破るものなの？」

「いや、違う。あれは武士の力を一時的に強くするものというか……。呪いを直接打ち破るんじゃなくて、打ち破るべき者を強くして呪いを打ち破らせるものだ。喩たとえるなら、風か邪ぜに対する免めん疫えきを高めるものだな」

「そんなのよく知ってたね」

「色々と古文書も調べたし、日本書紀も古事記も全部読み漁ったからな」

　八嶋兄は暇ひまがあれば読んでたもんなぁ。

　本家に来た時は、大体書庫にいた気がするし。

「じゃあ、鬼神に操られてた時の行動の意味は？　凜々さんのこととか、俺に血をかけたこととか……」

「さすがにそこまではわからないが……恐らくは〝裂さく磐いわ〟で力を回収していたのだろうな。俺を乗っ取った奴の力は、本来の力に比べれば弱かった。だからこそ、俺も抵抗できたんだよ」

「凜々さんの身体を治したりとかしてたけど」

「ああ、それは抵抗ができてた時の俺だな。気付けば鬼が住んでるところに倒れていたからなぁ。あの御雷家の婆さんと話して、鬼にも話のわかる奴がいるってのがわかったし、無む駄だにはならなかった」

　結局、凜々さんにしたことはわからないまま、か。

　ただ、〝裂磐〟を扱ってた以上、力を取り戻そうとしていたのは確かだろう。

「凪紗も気をつけろよ。呪いはお前にも及およんでいるかもしれないぞ」

「いや、俺は武士としては弱いし」

「誤魔化すなよ。親父さんに聞いたぞ。呼び出された時は強かったんだろ？」

「そう、らしいね……」

　微かすかに残る、親父に呼び出された時の記憶。

〝伊い都つ之の尾お羽は張ばり〟を手に、俺は鬼たちを圧倒していた。

　でも、生まれてこの方、刀を……俺は上手く扱うことができていない。刀を扱うに相応しい力を持っていないのだ。

「そもそも俺の力は〝天あまの羽は々ば斬きり〟で……いや、この話はやめておこう」

「う、うん。そうして欲しい」

「それに……あの場では避さけていたが、俺の呪いのことなんかよりも、もっと重要な話がある」

　そう言う八嶋兄の表情は無表情で、そこから先は何を言おうとしているのか、まったく想像がつかなかった。




　そして、しばらく歩いて俺たちは先輩が待機しているホテルのロビーで落ち合った。

「君が御雷幽徒か、初めまして、よろしくな。凜々さんも久しぶり」

「御雷幽徒だ。御雷家の当主をやっている」

『お久しぶりです。以前はお世話になりました』

「凜々さん、逆に迷惑をかけたみたいですまなかったね」

『いえ、それでも身体が治ったことと、声が出るようになってきたのは感謝しておりますよ』

「それならいいんだけど……この件については改あらためて償つぐなわせてほしい」

　そして、八嶋兄が一いつ拍ぱくおいてから、

「鬼神を、退治した後でね」

　そう小さく言った。

　それから俺たちはホテルの庭園に出る。小こ雨さめが降っているためか人はいないが、東屋があったので、そこに座った。

「先程の言葉の意味……鬼神退治に協力してくれるというわけか」

　すぐさま、御雷先輩が切り出す。

「ああ、相坐家は全面的に協力させてもらう。凪紗からチラッと聞いた限りでは、君が核を取り出して凪紗が倒す――ということでいいんだな？」

「それで構わない。あとは万が一、倒せなかった時に再封印をしてもらえればいいだけだ」

　そう言うと、八嶋兄は少し顔を顰しかめた。

「今のまま、再封印は……できない」

　そして、重々しくそう告げる。

「なぜだ？　できないというわけではないだろう？」

「できないわけじゃない……だが、問題はある」

　御雷先輩の目も鋭くなった。それは新たな難問があるのだと覚悟した表情のように見える。

「ひとつ、ここで真実を明かしておきたい」

　もったいぶっているわけではないだろうが、事の重大さがそうさせるのか、八嶋兄の口は重い。

「凪紗。俺が言った『千年以上間違いを犯していた』という言葉の意味はわかるか？」

「いや、俺たちにはまったく……」

　首を振る。俺以外も答えを言える者はいなかった。

「俺は鬼神に強く支配されそうになって、その時に鬼神の記憶が入ってきた。すぐには信じられないかもしれないが、ここにいる皆には、心して聞いてほしい」

　そして、八嶋兄は重々しく、口を開き、

「あの封印というのは――」

　ゆっくりとそう告げた。

「鬼神に力を与える儀式だったんだ」

　場が静せい寂じやくに包つつまれる。

　八嶋兄が何を言っているのか、皆すぐには理解できなかった。

「厳密には、封印機構に力を込めることで、封じ込められている者がその力を吸い取っていると言ってもいい」

「……待て。何故武士が、鬼神に力を与えている？　逆ではないのか？」

　御雷先輩が睨み付けるようにして問う。

「……何もかもが逆なんだ」

「逆？　八嶋兄、どういうことなんだ？」

　俺も我が慢まんしきれずに問い質ただす。

「俺たちが鬼神と言っている軻カ遇グ突ツ智チと、始し祖そと崇あがめていた伊弉諾イザナギ――それの行っていたことが、すべて逆だったのさ」

　八嶋兄の言葉に、誰もが無言だ。

　誰もがその言葉を信じることができないような表情をしていた。

　八嶋兄は俺たちの反応に構うことなく説明を続ける。

「東北に鬼神が現れ、武士の始祖がそれを倒した。それは恐らく俺たちの古文書も君たちの古文書も変わらない」

　俺と御雷先輩を交互に見ながらそう語る。

　先輩は頷いて、八嶋兄に先を促うながした。

「鬼神とされている軻遇突智が出てきた理由も目的もわからない。ただ、軻遇突智は人々に何もしなかった」

「何もしなかった？」

「むしろ人々と平へい穏おんに暮らしていたという。そこに現れたのが――俺や凪紗の始祖である伊弉諾だ。この伊弉諾と軻遇突智は親子なのだが、ふたりは反はん目もくし合い、そして争いあった」

　その戦いの様子は善悪の逆の違いはあれど、古文書の通りらしい。

「軻遇突智は伊弉諾を無力化することに成功したが、いずれ回復することが目に見えていたんだ。そこでまず、自身の身体を媒ばい介かいに自身を封印機構と化して、伊弉諾の封印を行った。それと並へい行こうし、自身の血と身体の欠片かけらを当時の民たちに渡すことで力を与え、その封印を護れと言い残した」

　……鬼神には自らの血肉で作り上げたと言われる鬼が多数存在しており、人の生活に溶け込みながら、日夜封じられている鬼神を復活させるために暗あん躍やくしている。

　子供の頃、鬼について親に教えられたのはそんな話だ。

「血と身体の欠片で力を与えられた――もしかして、それが鬼と言われてる人たち？」

　俺がそう問うと、八嶋兄は静かに頷いた。

「だから、俺の意識を乗っ取った鬼神も……軻遇突智ではない。伊弉諾なんだ」

「まったく……逆じゃないか……」

　思わずそんな言葉が、口を衝ついて出る。

　八嶋兄が冗談で言っているわけじゃないことぐらい、皆が察さつしていた。

　噓だの勘かん違ちがいだのと反論することは簡単だ。何しろ、証明手段はないのだから。

　だけど、八嶋兄の話はそれを感じさせないほど真に迫せまっている。そして、俺たちはこの人が冗談でもそんなことを言わないことを知っているのだ。

「だが、俺たちの祖先たちは封印を破るために動いてきたはずだが……」

　先輩が腕を組んで、八嶋兄に疑問を呈ていした。

　先輩の言う通り、鬼たちはその誰もが封印を破るために動いていた。それは確かのはず……。

「そこで出てくるのが、呪いなんだ。君たちの鬼が持つ呪いは、使命を歪ゆがめたのさ」

　八嶋兄が端的にそう返す。

　呪いや使命に関わる信じ難がたい話はさらに続いた。

「鬼神――いや、伊弉諾への利敵行為による頭痛。長年の呪いが、少しずつ自分たちの使命を失わせていったのさ。それも当然だ。封印を護ることが伊弉諾への利敵行為となり、身体に変調を来す。当然、鬼たちは惑まどう。少しずつ少しずつ、この行為は間違っているんじゃないかと。そして、いつしか封印を破るという行為へ反転したんだ。もしかしたらだが、この辺りでも伊弉諾の介かい入にゆう、干かん渉しようがあった可能性も高い」

「しかし、鬼は封印を破るために動いていた。力が溜たまっていないうちに破られても、鬼神――伊弉諾としては、意味がないのではないか？」

「例の、人の生き血を流すことで、封印を弱めるというのも偽いつわりさ。生き血は、封印の中で力へと変換される。俺たちが封印と言っていたモノが、本当は力を溜めていたのと同じように……。実際、百年単位で俺たちは封印を施ほどこしていたが、その時期が大きくズレたことは過去なかったはずだ」

「なぜ……そんなことに……」

　先輩が呻くように言う。いや、信じられないというように。

「俺たちも封印の儀が力を与えるものと知らなかった。皆、知らなかったんだ。千年以上も騙だまされていた。俺とて鬼神の意識が入らなければ、知らないままだった。そもそも、俺たち武士が三十五歳になると力を失う呪い、それと鬼が死ぬ一年前に力を失う呪い……失われた力はどこに行くと思う？」

「まさか……」

「そのまさか、だよ。凪紗。失われた力はすべてあの封印の中にいる伊弉諾が吸い取っていた。それらを含ふくめた違和感にもっと疑問を抱いていれば、もしかしたらおかしいことに気付いていたかもしれないが……武士は封印を護るものという先入観と固定観念が、それを邪魔した」

　すべてはあの封印の中にいる伊弉諾が、力を取り戻すために……。

「御雷。君が取り出そうとしている核は、その力を溜めるための、最も純度の高い〝裂磐〟なんだ。伊弉諾が用意した、ね……。あの中で封印されているのは、ただ意識もない純然たる力のみ。不死身なはずさ」

　そのために、武士と鬼は手の平で踊らされていたのか……？

　煉獄さんはあそこから力を取り出して、その力を手中にしようとして、それを拒否されていた。

　それは伊弉諾の力だから、軻遇突智の眷けん属ぞくだった煉獄さんには得ることができなかったということだろうか……。

「待ってください。八嶋兄さん」

　そこで紗優が手を上げる。

「私たちの始祖は鬼神を封じて、そして血を繋げたと古文書にはあります。でも、今の説明だと、軻遇突智は自分の身体を媒ばい介かいにして封印機構を作って、伊弉諾を封じたんですよね？　では、私たちの血はどうやって繋がったんですか？」

　確かに伊弉諾は封印されているのだから、おかしな話だ。

　だが、八嶋兄はそれも知っているようだった。

「鬼と似たようなものだ。封印間際に、自分の血と力をある女性に与えたんだ。そういう意味では、与えられたその人が我々の始祖ということになる」

「そこから血筋を繋げてきたのが……俺たち？」

　八嶋兄は小さく頷く。

「産まれた双子が俺たち本家と分家の始祖となった。だからこそ、後々のために強い者が産まれた時にその精神を乗っ取る――なんて呪いがかけられたのだと俺は踏んでいる。始祖の血を継ついでいるからこそ、身体の相性がよいのだろう、とな……」

　再び静寂が訪れる。

　当然だろう。

　今まで俺たちは武士として。あるいは鬼として。使命に従って生きてきた。

　それがすべて覆くつがえったのだ。

　本来、鬼が鬼神の復活を阻止する側で。

　武士が、鬼神の血筋を引いて、鬼神のために力を蓄たくわえていたというのだから。

「………」

　八嶋兄は俺をちらりと見た。何かを言え、と言うように。

　少し冷静に考えて……すぐに答えは出た。

「……やることは変わらない」

　俺がそう言うと、皆の視線が集中する。構わず言葉を紡つむいだ。

「仮に鬼と武士が逆の立場だとしても……俺たちの目的は変わらない。鬼神を倒すこと。軻遇突智を倒すことが、伊弉諾に変わった。それだけのことだろう？」

　そうだ。昔はそうだったのだとしても、今の俺たちは違う。

「核を取り出して、そこに眠る鬼神――伊弉諾を倒せばいい」

　全員が鬼神を倒すために集まったのだ。

　すると、皆が頷き始める。

「そ、そうですよね！　仮令たとえ、どうあろうと凪紗さんの言う通り、皆の目的は一緒です！」

　魅花が強く強く、俺に同意してくれる。

　普段自己主張しない彼女の肯定が、皆に勇気を与えたのか。

「そうよね。ナギの言う通りだわ。倒せばいいのよ」

「元々、オレの目的は最初からそれだけだ。過去など関係ない」

　奈巳と、先輩が。

「私はいつでも兄さんに従したがいますから」

『凜々も同じくです。凪紗さまに従います』

　そして、八嶋兄も安心したように笑った。

「それなら、俺から言うことは何もない。俺も封印の儀の御み業わざを改善し、本来の封印ができるようにしておく。鬼神を倒せるに越こしたことはないがな」

「できるの、八嶋兄」

「当たり前だ。俺を誰だと思ってる」

「そうだったね。じゃあ、よろしくお願いするよ」

　皆が気落ちせずに、同じ目的へ向かうことができるのを実感できる。

　真実がどうあろうと――俺たちは、この続く血の因果を断ち切るだけだ！




　　　　　◇　◇　◇




　鬼神退治が決定したものの、生活は今までと変わらない。俺のやるべきことは、困ったことにない。

　御雷先輩に手伝えることはないか聞いても、

「正直、邪魔だ」

　と、邪じや険けんに扱われる。

　八嶋兄に聞いても、

「いや、こっちは任まかせてくれ」

　と、ほぼ役立たず状態だ。

「兄さんの今の役割は、体調を整えておくことですよ。風邪で鬼神が倒せませんでした、なんてことになったら目も当てられませんし」

　居間でくつろぎながら、紗優がそんなフォローをしてくれる。

　まあ、それももっともな話なんだけど。

『こんな時間も嫌いではないですよ。お天気もいいですし』

　居間から見える縁えん側がわに座りながら、凜々さんはお茶を飲んでいる。

　普段は和服ということもあって、とても落ち着いているように見えた。まあ、身体が小さいからミスマッチに感じるのだけど。

　身体の弱い時期からこの縁側でお茶を飲むのが好きだったらしい。御雷家ほど豪ごう奢しやな庭ではないけど、ここも池があったりして風ふ情ぜいがある。

　お婆さんの計はからいで庭の管理も業者が定期的にしてくれて、至いたれり尽つくせりだ。というよりも、凜々さんの好きなこの庭を守りたいってことなのかもしれない。

「………すぅ………」

　そして、その縁側に近い居間の隅すみで、魅花が寝ていた。珍しい。

　夜遅くまで古文書を読んでいたらしいから寝不足なのだろう。気持ちよさそうな寝顔なので動かすのも忍びなく、タオルケットを掛けておいた。

「兄さん、姉さんをニマニマと眺ながめてると変態みたいですので自重して下さい」

「ニマニマとなんて眺めてないよ……！」

　あらぬ誤解だった。

「ウバの紅茶を淹れてみました。どうぞ」

「サンキュ」

　一口飲むと、芳ほう醇じゆんな香りが鼻の奥に広がった。癖くせのない味で美味い。紗優の淹れ方が上手いのかもしれないけど。

「ふぅ……。平和だ」

　落ち着くな。

　最近の慌ただしさが噓のようだ。

　八嶋兄と御雷先輩には悪いけど、この際さいだし休ませてもらおう。

「暇そうね」

　そこへ部屋から下りてきたのか、奈巳がやってきた。

「まあ、古文書読むことぐらいしかやることないしな」

　ずっと細かい文字を読んでて、さすがに目が疲れてきたので今は休憩中だ。

　普通の勉強をする気にもなれないし、デスクワークはそもそも目が疲れる。

　武士の力を使った修練を積もうにもこんな時間からはなかなかやれない。あれは本家の神社か、夜じゃないとできないし。

「じゃあ、デートに行きましょ」

　いきなりである。さらっと、買い物にでも出掛けようみたいな気楽さで言ってきた。

　奈巳がそんなことを言った瞬間、

『あら、奈巳さま。抜け駆けですか？』

「別にそんなつもりないわよ。行くかどうかはナギが決めることだもん」

　俺に選択権だけ押しつけやがった！

「……デート、ですか？」

　そして、気持ちよく寝ていたはずの魅花まで起き出して、何やら話に加わり始めた。

「私をのけ者にされては困りますね」

　それが当然というように紗優まで混ざる。

「また、ひとりずつ？」

「いえ、なんというか、それは時間がもったいないような」

「鬼神退治の日からすると、最後の休日ですからね」

『ここはやはり平等に行くべきでしょうか』

　わいわいと話し込んでいる。

　ここで「家でゆっくりしようぜ」なんて言おうものなら、「兄さんは黙だまってて下さい」「ナギは黙ってて」なんて返されること請うけ合あいだ。

　黙って推すい移いを見守っていると、少ししてようやく話はついたようだった。

「皆でデートしましょう」

　……と紗優がまとめた。

「まあ、いいけどさ」

「兄さんもデートと言われて照れなくなりましたね。父さんに似てきたんでしょうか」

「人聞きの悪いことを言っちゃダメです！」

　覚悟を決めた……というのはある。

　魅花はさすがにまだわからないけど、奈巳と凜々さんからははっきりと好意を向けられているからな。

　本家の意向もあるし、鬼神を退治した後はどうなるかわからないが、それに応えられる理想の男にはなりたいし……理想は遠いが。

「で、どこに行くんだ？」

「ここに温水プールのチケットが六枚ほど」

「……どこから出したんだ、お前。というか、なぜ持ってる」

「まあ、細かいことは気にしないで下さい。クラスメイトの父親がそこの施設の株主のようで、こうして有り余った優待チケットを譲ゆずってもらっているというわけです」

　紗優のクラスには、ホントに妙な人材が揃そろってるな。

　チケットを受け取って見てみると、有名なウォーターパークのチケットだった。

「サッカースタジアムの近くだな。だったら、交通費もそんなにかからないし、行くとするか」

『でも、凜々たちは五人しかいませんよ？　六枚のチケットでは一枚余ってしまいます』

　確かに凜々さんの言う通り、一枚余ってももったいない気がする。

「誰か誘さそった方がいいですかね？」

　紗優がそう提案してくるので、

「御雷先輩でも誘おうか？」

　そう言った瞬間、凜々さんと奈巳が手で×マークを作った。

『幽徒は絶対に来ませんよ。女の子、苦手ですし、水着の女の子なんて見たら鼻血噴き出して倒れるかもしれません』

「マジで？」

『多少誇こ張ちようしてるところはありますが、事実です』

　先輩のイメージがどんどん崩くずれていく。

　噂うわさなんてホント当てにならないな。女の子をとっかえひっかえしてる先輩はどこにいるんだよ、室むろ道みち……。

「んー、じゃあ、真ま城しろでも誘ってみる？」

「あ、いいですね！」

　奈巳の提案に、魅花が手を合わせて嬉しそうに賛成する。

『真城さんとは？』

「俺たちのクラスメイトですよ。面白いことには目がない女の子です」

　それで凜々さんは納得したらしい。

　……真城さんか。散々弄いじられそうな気がしてならないけど、奈巳と魅花がいいって言うなら、反対する理由もないよな。

「真城さんがいいならいいんじゃないか」

「オッケー。じゃあ、ちょっと誘ってみる。あ、あと水着とかタオルの準備しないと！」

　慌ただしく部屋に戻る奈巳。嬉しそうな表情で魅花も続いた。

『そう言えば、凜々は水着を持ってないのですが』

「行く途中にデパートとかもありますし、買っていきましょう」

『ありがとうございます。では、凜々の水着は凪紗さまに選んでもらうことに致いたします』

「え、いや……！」

『よろしくお願いしますね？』

　ニッコリとした笑顔で言われてしまって、二の句が継げなかった。

　……女の子の笑顔は卑ひ怯きようだ。




　ウォーターパークの最寄り駅、行き交う人の多い広場で待ち合わせし、真城さんと合流した。

「やっほー！　お誘いいただき、恐きよう悦えつ至し極ごくですよ」

　各おの々おの挨あい拶さつを済すませてから、真城さんは俺に身を寄せてくる。

「ふっふっふ、花まみれですなぁ、ダンナ」

「そういう言い方、やめようよ……」

「女の子苦手とか、もしかして噓だったん？」

「噓じゃないよ！」

「ふっふっふ。まあ、そういうことにしておいてあげよう！　ほんじゃ、行きますか！」

　真城さんが歩き出すと、それに皆もついていく。

　いつの間にかリーダーシップをとってるよな、真城さんって。

　そして、しばらく歩いて、ウォーターパークに到着。

　チケットを見せてから、ロッカーの鍵を受け取った。皆と別れて、俺はひとり男子更衣室へ向かう。

　今の時間帯の更衣室には誰もおらず、俺ひとりだった。

　ロッカーの番号を見つけて、鍵を差し込んだところで、

『あら……鍵の番号が見当たりません……』

「なんでしれっと男子更衣室にいるんですか!?」

『うふふ。ちょっと勝手がわからないもので』

　そういう問題か!?

『お父さん、と呼んだ方が自然かもしれませんね。こういう時ぐらい、凜々の身体の小ささを役に立たせないと』

　確信犯だ、この人！

「ダメです！　とにかく、ロッカーは向こうで見つけて下さい！」

　凜々さんを引ひっ張ぱって女子更衣室の入り口へと連れていく。

『残念です』

　そう言って口を「ぶー」と窄すぼめて、不満そうな表情で凜々さんは女子更衣室の中へと入っていった。

　……油断も隙もない。

　公こう序じよ良りよう俗ぞくは弁わきまえないといけないよ、うん。

　さて、さっさと着替えてからプールの方へ行こう……。




「すげぇな……」

　水着に着替えてから、周囲の設備を眺める。

　流れるプール、ウォータースライダー三本、他にもスーパー銭せん湯とうのような泡を噴き出すようなジェットバス、打たせ湯などもあった。

　温水プールだというのに凄く広い。遊園地かと思うほどだ。更衣室にほとんど誰もいなかったが、中では結構色んな人が遊んでいる。

　体操しながらしばらく待っていると、

「お待たせー！」

　と、女の子たち五人がやってきた。

　当然だがみんな水着姿である。色取り取りの艶あでやかさで、真城さんじゃないが花が満開といった様よう相そうだ。

「ちょっとナギ、じろじろ見ないでよ。な、なんか変なところでもあった？」

「い、いや、別にないけど……」

　奈巳は赤のワンピースだ。黒髪によく映はえる色だった。俺の視線が気になったのか、途と端たんに胸を隠し始めた。

「も、もう。早く入りましょ」

「体操はちゃんとしろよ」

「わかってるわよ！」

　そう言って後ろを向いて身体を動かし始める奈巳。

　後ろから見るとビキニ姿になった。……なんだ、あの水着。

「モノキニっていうんですのよ、ダンナ」

「うわっ、真城さん」

　真城さんがすぐ傍そばに来ていた。

　真城さんはというと、彼女も同じく淡い水色のワンピースだった。左右の腰回りで一部だけ露出している。

　普段は見ないクラスメイトの水着姿は、妙に艶めかしい。

「肌触りのいい水着だよん。撫なでてみる？」

「いえ、いいです……」

「つれないねぇ。ま、水着の触り心地を確かめたかったらいつでもいいよん」

　そう言って真城さんも奈巳の隣に行って体操を始めた。

　本当に心臓に悪い発言をする女の子だよなぁ……。

「な、凪紗さん」

「兄さん、鼻の下伸びすぎです」

　魅花と紗優は、それぞれビキニ姿だった。

　紗優の方はフリルも付いた可愛らしいもので、水玉柄というオーソドックスなタイプだ。去年も見た気がする。

　問題は魅花で……。

「……あ、あのさ。その、露出度、高すぎない？」

「あ、その……。わ、わたしもそう言ったんですけど……さ、紗優ちゃんが……これの方がいいって……」

　魅花の水着は露出度がとても高く、大だい胆たんだった。

　正直、他の奴に見せたくないって独どく占せん欲よくが湧いてくる。

　胸の膨ふくらみがきっちりと見えてしまっていて、目の毒でもあった。

「はぅ……」

　魅花も恥ずかしさからか赤くなって手で隠してしまう。

「き、着替えてきた方が……」

「兄さん、野暮なこと言わないでください。ほら、姉さん、身体ほぐしますよ」

「う、うん……」

　魅花と紗優もふたりで準備運動をし始めた。お互たがいを背中に乗せたりして、身体をほぐしている。

　そこへちょいちょいと、お腹なかを突つっつかれた。

　突っついてきたのは凜々さんだ。

　防水用のチャック付きビニール袋に入れたスマホを見せてくる。

『凜々の水着はどうですか？』

　と、テキストで書かれていた。

　凜々さんの水着はビキニなのだけど、これまた目の毒だった。

　特にボトムの方が……ローレグとかローライズとかいうんだったか。なんかずり落ちそうというか、凄すごく大胆にカットされている。

「あ、あの……。もう少しおしとやかにした方が……」

　デパートでこんな水着買ってたのか！　紗優に任まかせるべきじゃなかったかもしれない……。

「それでいいんです？」

　そう尋ねると、凜々さんは嬉しそうな表情になった。

『紗優さまに言われて買いましたけど、凪紗さまの照れ顔が見られて満足です』

　妙なところに満足ポイントがあるな。凜々さんがいいならいいけど……。

　そして、凜々さんは紗優たちに混ざって体操を始めた。

「いきなり水に入ると危険ですからね。充じゆう分ぶんに身体をほぐしてください」

　プールに入るのが初めての凜々さんは、紗優に手ほどきを受けながら体を動かしている。

　屈くつ伸しんとか見てると、身体の一部がちょっと勝手に反応してしまいそうなので意識的に目を逸そらした。

「さっさと水の中に入ろう」

　俺の方はすでに充分すぎるぐらいに柔じゆう軟なんしたしな。

　長さ二十五メートルに、飛び込み台が八台ほど備そなえ付つけられてある。相当に大きいプールだ。

　足から少しずつ水に浸つかって、水の中へと身体を沈しずめていく。水深は外側が百二十センチで中央に行く毎に深くなって百五十センチになるらしい。

　凜々さんと紗優はちょっと中央まで行くと足がつかないかな。

「兄さーん」

「ん？」

　呼ばれて振り返ると、凜々さんが梯はし子ごに手をかけて、恐る恐る水に足をつけているところだった。

　おっかなびっくりといったように、足の指を水面につけては引っ込めている。












　近づくと、凜々さんがすごく真面目な目で俺を見てきた。

「え、何？」

「水に入ったら、支ささえてあげてください。はい、凜々さん。大丈夫ですから、一気に身体を水の中に入れてしまいましょう」

　なるほど、そういうことか。

　水の深さもわからないから怖いのだろう。

「いいですよ、凜々さん。ここなら足もつきますし、安心してください。俺にしがみついてもいいですし」

　そう言って手を差し出すと、凜々さんはそっと俺の手を握った。

　そして、ポチャンと可愛い音を立てて中へと入る。

　俺の両肩にしがみつくようにして、凜々さんは水の中に肩まで沈めた。

「大丈夫でしょ？」

　こくこく頷うなずく凜々さん。

「というわけで、水泳を教えるのはどうでしょう？」

「水泳を？」

　またも凜々さんは頷く。妙に強く。よろしくお願いします、と目が言っていた。

　凜々さんは表情豊かだから、非常にわかりやすい。声で伝えられなくても、自分の気持ちの伝え方がわかっているのだ。

「上手く教えられるかわからないけど、それでいいなら」

　すると、凜々さんはぱっと花のように顔を綻ほころばせる。

　それにやる気も満々だ。教え甲が斐いがある。

　俺が上手く教えられるかどうかはわからないけど……。

「さて……どこから教えたもんかな」

　プールそのものが初めてってことだし、まず教えるのは泳ぎじゃないよな。

　紗優に教えた時みたいに、まずは……。

「水に顔つけられますか？」

　凜々さんは不思議そうな顔をして首を傾げる。

「今から手本見せますんで」

　俺が顔を水面につけた。それから五秒ぐらいで顔を上げる。

「こんな感じです。息を止めて、顔を水面につけてください。五秒ぐらいでいいですよ」

　そして、凜々さんは恐る恐るといった様子で顔を水につけた。

　俺を襲ってきた胆たん力りよくはどこへやら、ここでは本当に子供のようだった……って、先輩なんだった。つい忘れる。

　そして、五秒経って水みな面もから凜々さんの顔が上がる。

　顔を上げて少し呼吸を整えてから、「どうですか？」と言わんばかりに、嬉しそうににっこりと笑った。こっちまで嬉しくなってくる笑顔だ。

「上手いですよ。水への恐怖心がなければ、泳ぐのなんてすぐです」

　凜々さんは手を合わせて嬉しそうなポーズを取った。その表情には自信も垣かい間ま見える。

　実際のところ、そこから凜々さんが泳ぎを覚えるのは、あっという間だった。

　水中に沈む、息継ぎ、それらをあっという間にこなして、クロールまでできるようになってしまった。

　二十五メートルを泳ぎ切った凜々さんが、向こうで楽しそうに俺に向けて手を振っている。

　手を振り返すと、また水中に潜もぐった。

　そして、俺の目の前で浮上する。

　出てきた表情は「どうですか？」と自じ慢まんげだ。

「凄いですよ、凜々さん。もう俺が教えることなんてないですね」

　すると、凜々さんは少しだけ不満げな表情を浮かべる。

　そんな答えが欲しいんじゃないと言わんばかりに、今度は頭をこちらに寄せてきた。

　……もしかして撫でてほしいってこと？　子供扱いを嫌ってそうなわりには、凜々さんって結構こういうところあるのはなんでだろう……。

「じゃ、じゃあ……」

　後ろ髪を束たばねた髪を軽く撫でる。

　すると、凜々さんは「セ・イ・カ・イ」と、ゆっくり口だけ動かした。

　凜々さんは満足したのか、また潜って泳ぎ始める。躍やく動どう感かん溢あふれる、力強い泳ぎだ。ついさっきまで泳げなかった人とは思えない。

　泳げるようになって、すごい嬉しいのかもしれないな。ただ、大丈夫だとは思うけど、元々身体が弱かったんだ。注意はしておこう。

「あ、あの凪紗さん……」

　そこへ恐る恐る声がかかった。

「魅花？　どうしたの？」

「あ、あのですね……」

　大胆な水着を手で隠すようにして、何かもじもじしている。小動物みたいで可愛いぞ。

「わ、わたしにも……お、泳ぎを教えて欲しいんですが……」

「あ、あれ？　魅花も泳げないの？」

「は、はい……。恥ずかしながら……。体育の授業で水泳が始まる前になんとかしたいんですが……」

「ま、まあ、俺でよければ……」

「はいっ！」

　嬉しそうな視線を返されて、自然とこっちの頰ほおが緩ゆるむ。

　でも、下だけは見ないようにしよう。胸の谷間とかはっきりと見えてしまって、気き恥はずかしい……。水着が少し小さめなのか、豊満なソレが溢あふれそうに――って、ダメダメ、見ない見ない！

「そ、それじゃあ。顔に水はつけられる？」

「はい！」

「水に潜るのは？」

「で、できます！」

　なるほど。だとすると、泳げないのはバタ足が苦手とかかな？

「魅花がダメなのって息継ぎ？　それともバタ足とか？」

「そ、それがその……いまいちわからなくて……」

　わからないところが、わからないって話かな？

「じゃあ、虱しらみ潰つぶしにやっていこうか」

「は、はい！」

「まずはバタ足から。プールの端はしを摑んで……そうそう。で、バタ足してみて」

「りょ、了解です！」

　俺の指示に従って魅花がバタ足をし始める。

　飛沫しぶきが派手に上がるわけでもなく、動きがぎこちないわけでもない。特に問題はなさそうだった。

「じゃあ、息継ぎをやってみようか」

「は、はひっ」

　バタ足しながら反応してくれる。

　別に一度止まってくれてもいいんだけど……。

　彼女が水面に顔をつける。

　そして、少しして顔を上げ、息継ぎ。また顔をつけた。

　……上手くできてるような気がする。

「もういいよ、魅花」

「は、はい」

　バタ足が止まった。魅花は立ち上がって、すうはあと呼吸を整えている。

「バタ足も息継ぎも問題ない気がするから、あとは感覚かなぁ……」

「そ、そうなんですか？」

「少し泳ぐ感覚を覚えれば、すぐに泳げるようになると思うよ」

　練習にはビート板がいいかな。でも、ここにはビート板がないみたいだ。

「あのっ！」

「うわっ、な、なに？」

「手を摑んで泳ぐ練習が、し、したいです！」

　ああ、教える側が引っ張って、泳ぐ感覚を覚えさせるアレか。

　その方がいいかもしれない。魅花に足りないのは、水中で泳ぐ感覚だけみたいだしな。

「じゃ、じゃあ、行くよ」

「は、はい！」

　魅花が両手を差し出してきたので、俺はそれを摑む。こんな時になんだが、繊せん細さいで柔らかい……。

　そして、魅花は力を抜いてぷかりと水の上に浮いた。

「バタ足、始めて」

「はいっ！」

　指示通り、魅花がバタ足を始めた。

　進む力を妨さまたげないように、俺は魅花のスピードに合わせて後ろに下がる。

「いいよいいよー」

　さすがに必死なのか返事はない。

　しかし、なんだろう……。この感触は。

　バタ足してるのに、ほとんど前に進んでない？

「バタ足、ちゃんとしてる？」

「ひ、ひてましゅ！」

　前に進んでくれそうにないので、ゆっくりと引っ張っていく。

「あふっ」

　途と端たんに魅花はバランスを崩して、バタ足が止まってしまった。

　ダメだ、これは溺おぼれそうだ。

「い、一回立って」

「は、はい」

　魅花が立ち上がり、束ねた髪からぽたぽたと水が滴したたった。酸さん素そが足りないというように息が荒い。

「え、えっと。一旦バタ足をやめよう」

　何か俺が先導役をやった瞬間に、バタ足がおかしくなったような……。

　バタ足の飛沫も激しかったし。

「もう一度、端を摑んでバタ足を見せて貰もらえるかな……」

　そして、もう一度魅花は端を摑んでバタ足をするものの綺麗なバタ足だった。

　ところが水面に出て動くと、それがばらついてしまうのだ。

　だとすれば、もう、こればっかりは慣れるしかないのだけど……。

「す、すいません……」

　魅花のドジが災わざわいしてるのか、それがなかなか上手くできなかった。

「ま、まあ、少しずつやっていけばいいよ。泳ぐのも疲れただろうし、少し休もう。これだけやってても飽あきちゃうだろうし」

「……凪紗さん……」

　そこへ、

「へーい、ダンナー！」

「うわっ。な、何、真城さん」

「ちょっとみんなとサウナ行ってくるんで、魅花っちのことよろしくね。あ、紗優ちゃんと凜々さんも一緒に連れて行くから」

「え。あ、じゃあ、魅花も――」

「野暮は言いっこなしだぜぃ。じゃあねえ！」

　言うが早いか、さっさと行ってしまう。

　あっという間に見えなくなった。

　……もしかして、気を利かせてくれたのか？

「魅花、みんなと行かなくて大丈夫？」

「だ、大丈夫です。その……今は凪紗さんとふたりの方が嬉しいですし……」

「え……」

　……今聞こえた言葉が頭の中でリフレインし始めた。

　これは、この状況は聞くにはいい機会な、気がする。ずっと、聞けなかった……あのことを。ここで泳いでいる人も少ない。ほとんどがウォータースライダーや流れるプールの方に行っている。

「あ、あのさ」

「はい？」

「前に……告白したこと、覚えてる？」

　その瞬間、魅花の顔が一気に真っ赤に染まる。水に浸かってて少し体温が落ちているからか、余よ計けいに目立った。

　魅花は俯きがちになりながら、

「は、はい……」

　と、囁くように言う。

「しつこいと思われるかもしれないけど……聞いておきたいんだ」

「………」

「その、俺の……何が、ダメだったのかって」

　俺たちの間に沈黙が舞い降りる。

　ウォータースライダーから届いてくる叫びが遠くに聞こえた。

　緊張しながら魅花の答えを待つ。

「だ、ダメなんかじゃないです。わ、わたし、凪紗さんのこと、だ、大好きです……」

　意を決したように紡つむがれたその声は震えていた。

「え……？」

「で、でも。な、凪紗さんの相手は……今のわ、わたしなんかじゃダメなんです。も、もっといい人じゃないと」

　……あ、あれ？　なんだ？　魅花の言葉が、頭の中で理解が追いついていかないぞ？

「ちょ、ちょっと待って。お、俺は魅花がいいって言ったんだけど……」

「だ、ダメです。わ、わたしに凪紗さんの恋人になる資格なんてないんです……！」

　え、マジなの!?

　魅花は俺のことをよく思っていて。

　でも、ふさわしくないからって身を引いた？

「魅花。それはないよ。それに俺があの時言ったこと覚えてないの？」

「………」

「もっと自分に自信を持って欲しい、って」

　そう問うと、魅花は

「ちが、うんです……」

　と、その瞳ひとみに涙を溜め始めた。

　その滴が、ぽつんと音もなくプールへと落ちて、小さな波は紋もんを広げた。

　まるで魅花の不安を案じているかのように。

「自信……とかじゃなくて、わたしはダメなんです……！　まだ、自分を許せないから……！」

　魅花は振り向いて去って行ってしまう。

　俺は……情けないことに追いかけることができなかった……。




[image: ]












　月食の日――鬼おに神がみ退たい治じの日が、明日に迫っている。

　安あん寧ねいの日々は瞬またたく間に過ぎ去ってしまった。

「なあ、魅み花か」

「す、すいませんっ！　よ、用事がありますので！」

　プールに行ってからというもの、魅花はずっとこんな調子で俺を避さけている。

　今も家で居い間まにいるところに声をかけただけなのに……。

「避けられてますね」

　紗さ優ひろにまで突っ込まれた。

「まあ、見ればわかるよな……」

「姉さんに何をしたんですか？　プールの中で襲おそっちゃったんですか」

「襲ってねぇよ！」

　襲ってたらそもそも口すら利いてもらえないんじゃないだろうか……。

「何にせよ、家の雰ふん囲い気きも悪くなりますし、早く仲直りしてくださいね」

　そう言って紗優は台所へと行ってしまった。

　いや、仲直りは違うような気もするし、そういう問題でもないんだけど……。

　早く……せめて前みたいに戻らないと。

「ナギー。八や嶋しまさんから電話。封印のことでちょっと話があるって」

「あー、了解」

　そう思っているうちに、俺にも鬼神封印のための手伝いができたりして、結局ふたりで話すことはできなかった。




　　　　　◇　◇　◇




　そして、次の日――月食の日。

　俺たちは普通に学校生活を送り、それから夜を待った。

　いつものように晩ご飯を終え、夜十時。

　月はすでに欠かけ始めている。出掛ける前、ネットでもその話題がちらほら覗のぞいていた。

　あと二十分もすれば月は完全に見えなくなるだろう。

　そんな中、俺たちは封印の地に赴おもむいた。

　木が囲う小高い丘。いつもと変わらない雰囲気で、風が少し強く吹き付けて少しずつ荒れてきそうな雰囲気だ。

　その中央に近い部分に、俺は八嶋兄にいと御雷みかづち先輩と一緒にいる。

「凪なぎ紗さ。女の子たちは？」

「封印の地の外周にいてもらってるよ。封印が解除されて、先輩が核かくを取り出し次第、すぐに来てもらう手て筈はずになってる」

　俺自身に、鬼神を倒せる実力があるわけじゃないからな。

　みんなにも了りよう承しようしてもらってるが、今回は全員分の〈一いつ子し相そう伝でん・深み業わざ〉を行うことになっている。封印前にやる案も出たが、時間制限もあるし、戦う段になってからやることになった。

　もう恥ずかしがったり、照れたりしている場合でもない。

　彼女たちの好意に報むくいるつもりだ。

　そして、鬼神――伊弉諾イザナギを倒し、この因果をすべて終わらせる。

「外周か、それなら安心だな」

　そして、すぐ傍そばにいた御雷先輩がこちらに歩み寄ってくる。

「相あい坐ざ。こちらの準備はオーケーだ。封印解除はいつでもいい」

「了解。八嶋兄、再封印の準備の方は？」

「問題ない。お前にも見せたが、伊弉諾に力が流れないよう、改良した。いつでもいいぞ」

　準備は完了。

　あとは月の動きに合わせて、やるだけだ。

　無理だとわかれば、すぐに八嶋兄に再封印をしてもらう。

　大丈夫。

　やるべきことはやってきたんだ。

「封印解除、開始する！」

　俺は強くそう宣言して、封印の栓せんとなる杭くいを摑んだ。

　この杭は普通の人には触れないようになっている。

　本家の武士は杭に触れることはできても、抜くことは不可能となっていた。

　分家のみが、この杭に触れることができる。

　分家が杭を抜き、準備を整えている本家が即座に封印を行うという役割分担があるからだ。

　事実、すでに八嶋兄は封印の準備を終えている。多少緊きん張ちよう気ぎ味みのようだが、涼しい顔をしていた。

　そして、先輩も準備は万全のようだった。呼吸を整えながら、すでに覚悟を決めた顔だ。

「封印よ。今、その役目を――終えよ！」

　言葉と共に、杭を抜く。

　その瞬間、天高く細い火柱が舞い上がった。

　細く脆ぜい弱じやくだった火は瞬く間に膨れあがり――巨体を形けい成せいし始める。

　鬼神の復活だ！

「先輩！」

「おう！」

　御雷先輩は身体に雷を纏まとわせながら、素早く印を結ぶ。

「その核、貰もらい受ける！」

　そして、バチバチと弾はじけるような音が聞こえた瞬間、先輩は目にも留まらぬ速さで炎の中へと突っ込んだ。

　まるで雷のようになって、ブワッと強烈な音と共に巨大な炎を貫つらぬく。

　貫かれた炎は、少しずつその火勢を弱めていった。

　雷となった先輩は稲いな妻ずまのように方向転換し、疾風のように戻ってくる。

「……成功だ」

　その手には淡あわく鈍にび色いろに輝く、歪いびつな形の石があった。

「これが、核？」

「そうだ。あとは、お前が鬼神を倒すだけだ」

　見れば少しずつ人の形になろうとしている炎は、以前親父に呼び出されて見た時よりも弱々しい。

　皆を呼ぼう！　倒すなら今しかない。

「了か――」

「御ご苦く労ろうだった」

　最後まで言い切ることもできずに、俺の声は閉ざされる。

　聞こえたのは、おぞましい声。

　耳から脳までの神経を一瞬で汚お染せんし、心を恐怖に染そめるような――この世ならざる悪声。

　同時に、腹に焼け付く、炎のような焦しよう熱ねつが走った。

　熱い――そんな言葉だけが頭を支配する。そして、その熱さは急速に痛覚へと変換されていった。

「ゴ、フ……ッ」

　口の中が鉄てつの味で溢あふれる。

　それが身体の中から逆流してきた血だと理解するには、数瞬の時間を要ようした。

　呼吸まで阻そ害がいされ始め、ようやく俺は異常事態を悟さとる。

「な、んで……」

　どうして俺の胴体から……刀が生えてるんだ？

　いや、違う。

　背中から刺されたんだ……！

「もう貴様らに用はない、我が血族よ」

　再びあの死神のような、おどろおどろしい声が背後から聞こえてくる。

　聞き慣れた声だというのに、その声には恐怖しか感じない。

「……どうし、て……」

　俺から突き出ている刀――その刃紋は、以前も見たことがある。

　血の付着した刀身の中に見える、穏おだやかな波のような刃紋。

「……八嶋兄、どうして……」

　八嶋兄の刀。

〝天あまの羽は々ば斬きり〟だ。

「どうしても何も元からこういうことだ、凪紗とやら」

　動けない。

　いつもなら制御できるはずの血が、まったく制御できない。

　身体の中に、得体の知れない何かが刀と一緒に埋うめ込こまれたみたいだった。

　そんなことを考えている瞬間にも、痛みで我を失いそうになる。武士の痛つう覚かく遮しや断だんがまったく効いていない。その限度を超えた痛みが発生していた。

「せんぱ……」

　御雷先輩の姿を捜す。だが、すぐ傍そばに見当たらない。

「誰を捜している？　鬼――軻カ遇グ突ツ智チの眷けん属ぞくならここにいるぞ？」

　嫌な予感を覚えながら、体を動かさないように視線だけで足下を見る。

　先輩は俺の足下に倒れていた。ぴくりとも動かない。まさか、声をあげることもできずにやられるなんて……！

　よく見れば、離れていた場所に見えていたはずの魅花や奈な巳み、紗優や凜り々りさんの姿も見えなかった。

　まさか――。

「さて、石を貰もらい受けるとしようか」

　八嶋兄が俺の身体から刀を抜くと、そこから血が噴き出る。

　かろうじて制御できる力で致死量を噴ふん出しゆつすることは避けたが、抑えきれそうになかった。血は止まらず、少しずつ流れていく。

　俺は立つこともままならず、膝ひざをついた。

　そんな俺を尻しり目めに、八嶋兄は地面に落ちていた鬼神の核を拾い上げる。

「ようやく取り戻したぞ」

「八嶋兄……どういうことだよ……！」

「しぶといな」

　振り返った八嶋兄は、膝立ちだった俺の顎あごを蹴り上げる。

　鈍い音と共に俺は地面に仰向けにされた。

　月食でほぼ闇色の夜空の中に、八嶋兄の顔がはっきりと見える。

　八嶋兄のこんな顔は今までに見たこともない、無感情の中に、うっすらと勝ち誇ほこったように人を見下す……そんな邪悪な表情。

　この表情はむしろあの時と雰囲気が似ていた。あの、俺に血をかけてきた時と――。

　これは、八嶋兄じゃ……ない。

「まあ、この石に溜ためた力が馴な染じむのにも時間がかかる。八嶋からほとんどは聞いているだろうが、せっかくだからすべてを明かしてやろう。高天原たかまがはらにいるやもしれぬ私の子孫どもの茶飲み話にはちょうどいい。絶望を抱いて死んでいけ」

　八嶋兄ではない何かが語り出す。

　今から俺を絶望させる。そこに楽しみを見出しているかのように、気味の悪い笑みを浮かべた。

「我が名は――伊弉諾」

　伊弉諾。

　その名前を聞いて、覚悟をしていたはずなのに、俺の心は一瞬震ふるえた。

　俺の耳が腐ってなければ、こいつは今、俺たちの始祖を名乗った。

　八嶋兄が言った。本物の、鬼神――！

「お前は……八嶋兄の中から〝蠶こ影かげ〟で追い払ったはずじゃ……」

「八嶋は〝蠶影〟で私を追い払ったと思ったようだが、まったく違う。アレは私をこの男に固定させるものだ。免めん疫えきを高めたのは八嶋の身体ではない。この私の精神だ」

「な……」

「この男、精神力が存ぞん外がい強くてな。私も完全に支配できずにいた。そこで私は軻遇突智が創り上げていた〝蠶影〟の利用を思いついたのだ。どうにか私も力を振り絞り、〝蠶影〟を持ってこいと言わせたが、この男はそれ以後、上手いこと動いてくれた」

「な……！」

「そして、わざわざ貴様らはそれを持ってきてくれた。感謝するぞ。貴様らが〝蠶影〟を八嶋に触ふれさせた瞬間、私はこの身体の支配を完全にしたのだから。もっとも、八嶋には、私に打ち勝ったと思わせたがな。奴に我われの余計な記憶も移うつったようだが、事ここに至いたれば問題もない」

　伊弉諾は、八嶋兄の身体で、笑う。下げ卑びた、声で……！

「その後も八嶋の記憶を少し弄いじりながら、奴自身にこの状況を作らせたのだ。この身体では封印の解除も、封印内の核も取り出せない」

　本家の武士では封印の杭を抜けないし、鬼でないと核が取り出せない。

　だから、俺たちを利用する必要があったんだ……！

「私と軻遇突智が時とき折おり、干かん渉しようしたとはいえ、随分と歪いびつな状況になったものよ」

　すべて……この時のために、こいつは八嶋兄の身体の中に潜ひそんでいたってのか。

　千年以上、武士も鬼も伊弉諾の手の平で踊っていた。

　しかし、八嶋兄のおかげですべてに気付くことができた。その手の平から逃れることができたのだと思っていた。

　だけど――。

　未だにその手の平から逃れることなど、できてはいなかったんだ……。

「気付けないのは当然だ。自分自身を責めるのは筋違いというものだぞ。それは私の御み業わざを過小評価している。私の力の一端を持っているとは言え、元が人間の者に気付けるはずがないのだからな」

「お前の目的は――なんだ」

「元々、軻遇突智は私の息子のひとりなのだ。少々事情があって、人間を狩ってこいと命じた。伊弉冉イザナミの遺伝子を持つ人間をな」

「遺伝子……？」

「伊弉冉は死んでしまった。故にそれを再生する必要があったのだ」

　伊弉冉は、軻遇突智と戦って死んだ。奈巳の持っていた古文書にはそう書いてあった。

　持ってきてもらって、俺も読んだ。

　だけど、鬼神が伊弉諾だと考えれば、何かがおかしくなっているのがわかる。

「……情報が少し歪だな。まず最初に、伊弉冉が死んだのは軻遇突智を産んだ時だ。産んだ後、何も残らなかったから、焼き殺されたのだと思っていた」

　まだ俺たちの知らない何かがあるのか……？

「しかし、あの伊弉冉は生きていた。軻遇突智の元でな。どういう経けい緯いでそうなったかは知らぬ。だが、伊弉冉は軻遇突智に味方した。私に襲いかかってきたのだ」

　俺たちは……伊弉諾と伊弉冉が、軻遇突智を倒したのだと思っていた。

　だが、真実は違っていた。軻遇突智と伊弉冉が、伊弉諾を倒そうとしたんだ。

「私に従わぬ、あのような伊弉冉はいらぬ。だから私は伊弉冉を自らの手で消滅させた……はずだった。まさか生きて、その上、我らと同じように血筋を創っていたとは予想もしなかったがな」

「……じゃあ、お前は奈巳が狙いなのか？」

「あの、伊弉冉の子孫のことか。確かに多少伊弉冉の遺伝子を持っているようだが、あの程度では足りん。全く同じ遺伝子を持つ人間などいるはずがないのだから、一部同一の人間を集めなくてはならない。同一の部分を繋ぎ合わせて、私は伊弉冉を再び創る。今度こそ、私に従う伊弉冉をな」

　……何を言ってるのか、理解ができない。

　いや、何をしようとしているのかの理解はできるが、その真意は理解不能だ。

　八嶋兄はこいつが神のようなものだと言っていたが、だから理解が及およばないのか？

「その遺伝子回収のために軻遇突智を地上に降ろしたのはいいが、何かの拍子で記憶喪失になってしまった。私の命令を忘れて人間どもと生活し始めてな。そこで記憶を取り戻させるために私も地上に降りて……軻遇突智と戦う羽目になった」

　古いにしえの真実が、淡々と語られる。

　しかし、もはやそんなことはどうでもいい。

「この世界を、どうする気だ……」

「伊弉冉の遺伝子を持つ者を貰い受ければこの世界に用はない。滅ぼすもいいし、混乱させるのもいい。気分次第だ。もっとも、この大おお八や洲しまが西洋の魔王どもに侵略されないよう、護まもってはやるぞ？　この大地は我らが創り、そして、我らが力の源泉でもあるのだからな」

　……こんなのが神だとか、ふざけるな。冗談じゃない。

　だけど……くそ、痛みもあるけど、刺された時にぶち込まれた何かが俺の身体を蝕むしばんで動けない……！

「無理に動くと余計に苦しいぞ。私の力で神経に異常をきたしている。苦しみたいのならば構わんがな」

　その時――剣けん閃せんが燦きらめいた。その剣閃は一直線に伊弉諾の首へと向かう。

　だが、伊弉諾はそれを軽く指で止めた。

「ほう、まだ動けたか。軻遇突智の眷属よ。意識があるということは、私の話を聞いていたのだろう？」

　霞かすむ目で、どうにか焦点を合わせる。

　先輩が、立ち上がっていた。ひとまず生きていたことにホッとする。

　だが、見るからに力もなく、立っているだけで精一杯というような有様だった。

「……関係ない。貴様の主義主張、目的、事実、真実。すべてにな……！　だが、貴様はここで殺すべきだということだけはわかる」

　どこにそんな力があるのか、気迫だけは凄まじいものがあった。

「ほう、貴様もそれなりに強いようだが、私の力には遠く及ばんぞ」

「やってみなければわからん！　御雷幽ゆう徒と、いざ参まいる！」

　先輩が刀を振りかぶって襲いかかる。瀕ひん死しとは思えないほど鋭い攻撃。

「ふん、〝布都ふつの御み魂たま〟か。なかなかいい神具だが――」

　伊弉諾もそれに合わせて剣を振るう。それは八嶋兄の武器、〝天羽々斬〟。

　御雷先輩の攻撃は、あっさりと〝天羽々斬〟に弾かれた。

　伊弉諾はまったく焦っていない。むしろ、その表情は涼しげだ。

「この石から流れ込む力を慣ならしながら試ためし切りをするには丁度いい。軻遇突智の眷属と戯たわむれるのも一興。遊んだあとは呪い漬けにして、私の右手にでもしてやろうではないか！」

「冗談じゃない！」

　そして、先輩と伊弉諾が戦闘に入った。

　激しい剣けん戟げきの音が幾度となく響く。そして、同時に聞こえる先輩の叫び声。

　どう控ひかえめに考えても劣勢だ。その上、遊ばれている。

「ははははははは！　どうした、私は時間が経たてば経たつほど、この〝裂磐〟から力を得るのだぞ？　まだまだ、私の力は三割と戻っていない。その私に一太刀すら浴びせられぬか？」

「黙れェ！」

　加勢したいのに俺は動けない。指一本、なにひとつ動かせない。伊弉諾が俺を刺した時にぶち込まれた力が、身体中の幾つかの神経を動かせないように遮しや断だんしている。

　くそ……！

　そこへ、ガサリと、何かが這はってくる音が聞こえてくる。

　なんだ？　また何が起こるんだよ……。

「な、凪紗さん……」

　この声は……！

「魅花……？」

「大丈夫ですか……！」

　魅花が俺のすぐ傍に来ていた。服はボロボロでそこかしこが汚れている。膝ひざは擦すり剝むけ、腕にも細かい切り傷がある。酷ひどい状態だった。

　その上、俺の周囲に広がった血ち溜だまりのせいで、その服も手も、血で染まってしまった。

　立つこともできないのだろう。だから、這はってくるしかなかったんだ。

　俺は……彼女をこんな目に遭わせてしまって……なんて詫わびればいいのか。

「ごめんな、魅花。痛い、だろう……？　でも、よかった……。生きてて……」

「わたしは大したことありません！　奈巳さんと凜々さんが護ってくれましたし、〈霧む散さん〉もありましたから……」

「紗優は……？　奈巳と凜々さんは……？」

「紗優ちゃんも気絶してますが、大丈夫です……。な、奈巳さんと凜々さんは力を使い果たして倒れてしまいましたが、命は助かってます。安心してください。わ、わたしは凪紗さんの力になるために来たんです」

　魅花が俺に覆おおい被さるように身体を近づけ、傷口に優やさしく触れる。

「そ、それよりも、な、凪紗さん、その傷……！」

　だけど、俺の身体を蝕む伊弉諾の力は消えなかった。魅花の〈霧散〉が届いていないのだろう。傷口を開いて、直接触れる必要があるのかもしれない。

　とはいえ、その前に……俺自身のことなんかよりもやらなきゃならないことがある。

　こんな時、だけど。

「魅花……変なことを頼むけど……キスしてくれ」

「あ……」

　それで魅花は俺のやりたいことを察さつしてくれた。

「動けないからさ……。タケルを呼び出して……先輩に加勢しないと……」

「で、でも、凪紗さん……」

「好きでもない男とキスするのなんて嫌だと思うけど……それでも、いつか、きっと、君にふさわしい男になるから……前まえ借がりのキスを……させてくれ」

　俺の精一杯の、彼女に対する言い訳だ。

　ところが、そう伝えると途と端たんに魅花の瞳に涙が溢れ出した。俺の顔にぽつぽつと涙が時雨しぐれのように落ちてくる。

「違うんです……！　わ、わたし、凪紗さんのこと大好きなんです」

「プールでもそう言ってくれたね。き、気を遣わなくてもいいんだよ……」

「違うんです！」

　魅花は強く叫ぶ。普段はしないような悲痛な叫び。

「わたしは、凪紗さんを騙そうとした人間です……！　凪紗さんのお嫁さんになる資格なんてないって、ずっと思ってました……！　せめて、だから、凪紗さんにふさわしくなるまで、罪滅ぼしができるまで……わたしは幸せにならないでおこうって、思って……！」

　その言葉は俺の胸に刺さるようにして入ってきた。

　きっと、ずっと抱えていたのだ。

　俺を騙した罪悪感が、ずっとずっと彼女の中で十字架となって重石となっていたのだろう。

　優しい彼女らしい。

　自問自答をし続けて、自分で自分を許せなかったんだ。

「はは、馬鹿だなぁ。魅花は……」

「………」

「幸せなんて……いつだって、享きよう受じゆしたっていいんだよ……」

「でも……、わたしは……」

　魅花が逡しゆん巡じゆんして、一瞬だけ口くち籠ごもる。

　だけど、恐る恐る言葉を紡つむいだ。

「幸せになっても、いいんでしょうか……？」

「俺が……幸せにしてやる。絶対に。他の誰でもない……。俺が、幸せにしてやる……必ずだ！　君の罪悪感も、不幸も、幸せも、全部全部、俺が抱かかえたいんだ」

　誓ちかう。

　こんな時だからこそ。

　彼女に、勇気を与えられるなら……！

「だから、魅花。一緒に――幸せになろう」

　魅花の目から涙が溢れる。

　だけど、その表情は悲しみから、嬉しさに染まっていった。

「凪紗さん……！　お願いします！　わたしも、幸せになりますから！　凪紗さんも幸せになって、ください……！　一緒に、幸せに、なりたいです！」

　魅花が、目を瞑つむる。

　そして、俺の口に、その桃色の唇が触れた。

　あの時と、同じ、優しい温もり。

　しばらくキスして……魅花は、身体を離してくれた。

　彼女は涙を流しながらも、穏やかな顔をしている。何度もそう思っているが、本当に彼女は天使のようだ。

　それを見て、護らなければ、と思う。

　彼女を。そして、皆を！

「頼む……！」

　相坐の血と、魅花の血。血を融ゆう合ごうし、圧縮し、加速させる。

　俺と魅花の間から白い光が溢れた。封印の地すべてを照らすような強烈な光。それがさらに輝きを増す。

「来くる未みより二親が招まねきに応えよ……」

　大地を照らす光がさらなる眩まばゆき光を放った。

「我らが血に導かれ、来たれ我が嗣し子し――――タケル。そして」

　光が虚こ空くうに収束していく。

「現うつし世よへ、顕けん現げんせよ……！」

　すべての光が消えた時……。

　ひとりの少年が淡い光に包まれ立っていた。

　以前と同じく、とても神々しくて勇いさましい。

　白い和服を着て、その出で立ちはまるで神話に出てくる神のようだ。

　ただ、短い髪を逆立てており、そこには子供のような活かつ発ぱつさも見て取れる。

「父上!?　母上!?」

　現れたタケルは俺たちの姿を見てぎょっとした表情を浮かべた。無理もない。魅花も俺もボロボロで、血ち溜だまりまであるからな。

　しかし、すぐに目の前で行われている御雷先輩と伊弉諾の戦闘を見て察したらしい。その表情は瞬く間に雄お々おしいものとなった。

「不ふ肖しよう、凪紗と魅花が一子、タケルが助すけ太だ刀ち致いたす！」

　その瞬間、御雷先輩は伊弉諾に吹き飛ばされてしまう。

　とどめを刺そうとした伊弉諾を、タケルが割って入って止めた。

「ほう。なかなかいい力を持っているな。感じるぞ、私の力を」

「黙れ、下げ郎ろう！　父上たちを傷付けたその罪、万ばん死しに値あたいする！」

「下郎？　ふん、貴様らの始祖だというのに……！　先祖不幸なものよ！」

「貴様の血など――一いつ滴てきたりともないっ！」

　タケルが手を掲かかげる。

「御み業わざ、〈刀とう身しん顕けん現げん〉、天あまの叢雲むらくもの剣つるぎ！」

　タケルの手に血の渦うずが巻き起こった。

　その渦は刀身を象かたどり、タケルの手に収まる。

　闇夜よりもさらに黒き闇を放つ、タケルの刀〝天叢雲剣〟だ。

「はああああああああああああああっ！」

　タケルが剣を構え、間髪を容いれずに上段から鋭するどい剣閃を放つ。

　その剣閃に向けて、伊弉諾が〝天羽々斬〟を振るった。

　ぶつかり合う刀と刀。

　タケルは攻撃を止められ、一瞬眉を顰ひそめたが、何度も何度も刀で攻撃を仕掛ける。

　しかし、その場に甲高い音がその都度響く。すべて伊弉諾に止められていた。

「おのれ……！」

「どうした、我が子孫よ。それでは、私に傷ひとつ付けられんぞ」

　タケルとは対照的に、伊弉諾は余裕の表情をしていた。遠目からでもわかるほどに。

「はっ！」

　そして、伊弉諾が凄まじい速さで刀を横に薙ないだ。

　それをタケルが必死に受け止める。

　ところが、その瞬間――メキィッ！　と、一ひと際きわ鈍にぶい音がした。

「ば……」

　タケルから驚きよう愕がくの声があがる。

　タケルが自身の刀を信じられないような目で見ると――〝天叢雲剣〟が根元から折られていた。

　ひゅんひゅんと空気を斬り裂く音と共に、折られた刀身は俺たちのいる場所の近くに突き刺さる。

「ふん、貴様の力――私の力だけではないな？　だから〝天叢雲剣〟を十全に使えんのだ！　僅わずかに混ざる邪悪な力が刀の力を蔑ないがしろにしている！」

　伊弉諾が容赦なく、無手のタケルに刀を振るった。

　タケルはその一閃を避けたものの、完全には避けきれなかったらしい。その脇わき腹ばらから少量の血が噴き出た。

　刀がないこともあって、タケルは防御が薄くなってしまっている。

　刀を顕現させようにも、一度折れたらその再生には時間がかかる。刀は血の力で顕現させているが、元々は媒体ありきの御業だ。少なくとも数日は顕現させることができなくなってしまう。

「くっ！」

　タケルは表情を歪ゆがめて呻く。

　タケルが弱いわけではない。あいつは、この俺から見ても信じられないぐらいに強かった。霧の巨人だって一撃で屠ほふったのだから。

　だけど、伊弉諾――始祖は……それよりも遙かに強かった。千年以上も蓄たくわえられた力が……今、解放されているからか、力が溢れ出んばかりに躍動している。

　余裕の笑みを浮かべられるほどに……。

「おい、そこの小僧……！」

　擦れた声。今にも消え入りそうで、しかし、力強い声がタケルに向けられる。

　御雷先輩がボロボロながらも立ち上がっていた。最後の力を振り絞るかのように、自身の刀を支えにして。

「これを、使え……！」

　そして、その支えにしていた自身の刀をタケルに投とう擲てきする。

「〝布都御魂〟だ！　多少は役に立つだろう……！」

　そして、先輩は役目を終え、最後の力を使い果たしたかのように倒れ伏した。

「かたじけない！」

　タケルは先輩の刀を右手に取る。

　そして、その白刃の太刀を伊弉諾に向け、

「母上……危急の時以外、使ってはならないと言われた力――今ここで解放します。今こそ、その時！」

　タケルは次に左手を掲げた。

「御業、〈刀身顕現〉――」

　掲げたタケルの左手から血が噴き出すように渦巻く。

　その血の赤色が紫に染まり、一瞬で剣を象っていった。

「魔剣ティルヴィング！」

　再び、左手に剣が現れ、その手に収まる。

　黄金の柄を持った、闇色の両刃が特徴的な大きな剣。その剣からは黒い霧のようなものが漏れるように立ち上っている。

　それは最初に出した〝天叢雲剣〟では決してなかった。

　俺が見ても何の剣かわからない。ティルヴィングって確か西洋の剣だったような……見た目も日本刀ではない。

　武士の出す刀はすべて日本刀のはずなのに。どういうことだ？

　魅花を見るものの、魅花はふるふると頭を振った。自分でもわからないらしい。

　……魅花の家系は海外に行って力をつけてきたと言っていた。もしかして、その力なのだろうか？

「ほう、二刀流……しかも、貴様の邪悪な力の源げん泉せんはそれか。面白い。日本の神として、西洋の魔を浄化してやろう！」

　そして、再びタケルと伊弉諾の戦いが始まりを告げる。

　凄まじい剣の応酬で、目が離せないほどだった。武器のぶつかり合う音が封印の地に響く。

　剣戟の音は先程よりも多かった。

　タケルの攻撃は苛か烈れつさを増していく。

「二刀流は飾りか？　二振りの剣が泣いているぞ！」

「くっ！」

　しかし。

　それでも優勢なのは伊弉諾の方だった。

　力の差があまりにもありすぎる。

　タケルでは――まだ勝てない。

　それが、見ていてわかってしまう。

「くそ……」

　それを見て……俺は本当に情けなさしかない。

　子供が戦っているというのに、俺自身は何もできないことに。

　加勢すらできず、見守るしかないなんて……！

「力を……くれ」

　なんでもいいんだ。

　みんなを守れるのならば……俺はどうなっても構わない！

　割られてしまった〝天叢雲剣〟の刀身が俺の情けない姿を映した。ボロボロで血だらけで……まるで死の間ま際ぎわのようだった。

「………！」

　刀身に俺の姿が映ったその瞬間、鼓こ動どうが跳ね上がる。

　何か……自分の中にある何かが、弾はじけるような……！

　だけど、それが何なのかはわからない。

　なんだ!?

「兄さん……！」

　この声は……。

「紗優ちゃん!?」

　這はうようにして紗優がやってきていた。

　紗優もあちこち服は破け、傷だらけで……ボロボロになっていた。

「無事だったのか、紗優……！　大丈夫か……？」

「はい……。気絶してしまいましたけど、奈巳さんと凜々さんが、守ってくれて……。兄さんこそ、酷ひどい怪け我がです……」

　紗優は弱々しく胸元から、何かを取り出す。

　それは鏡だった。

「それは……？」

「母さんに念のためと持たされていたものです……。本家の秘宝、八咫やたの鏡かがみというそうです」

　その鏡の反射部分を俺に翳かざすと、俺の姿がその鏡に映った。

　闇の中の微かな反射光が俺を照らす。

「取り戻してください。兄さん……自分の力を」

　微び光こうを受けて、八咫鏡は俺の中にある疼うずきをさらに激しくした。

「兄さんの力は……あまりにも強すぎたんです。だから、子供の時に制御できないから、と本家先代の武士の刀、〝天羽々斬〟を使って封印したと」

　……疼きは止まらない。

「思い出してください、兄さん。父さんは兄さんが強かったと言ってました。〝伊い都つ之の尾お羽は張ばり〟を振るう兄さんは――歴代最強だと」

　しかし、疼きは続くだけだった。

　力の弾けそうな感覚はある。しかし、それだけだった。

「……月が隠れて、光が――足らない……」

　紗優の泣きそうな声。

　久しぶりに聞いた気がする。

　八咫鏡を握る手を震わせながら、紗優は月があるはずの空を恨うらめしそうに見上げた。

「どうして……」

　月食で未だに月は隠れてしまっている。月が再び姿を現すのはしばらく待たないと無理だ。

　紗優は力が抜けたように、呆ほうけた表情になる――だが、紗優は目に力を宿らせ、予想外の行動に出る。

「兄さん……すいません！」

　紗優は顔を少し赤く染めて俺に覆い被さり、その桃色の唇を俺の唇に触れさせた。

　俺は目を瞑る暇もない。いきなりの行動に、魅花も目を丸くしている。












「……兄さん、ずっとやりたくなさそうだったのに、こんな形でホントにごめんなさい……」

　紗優が唇を離した。月明かりもない闇の中で申し訳なさそうな表情をしているのがわかる。

　俺はすぐに紗優の意図を察さつすることができた。

　妹にここまでやらせて、俺は本当に駄目な兄だ。

　でも、だからこそ――その期待には応えなきゃいけない！

「頼む……！」

　俺の血と、紗優の血。血を融合し、圧縮し、加速させる。

　俺と紗優の間から白い光が溢れた。一際強い白い光。封印の地、すべてを照らすような。まるで太陽が昇ろうとしているような光だ。

「来る未より二親が招きに応えよ……」

　光がさらに眩き輝きを増す。

「我らが血に導かれ、来たれ我が嗣子――――」

　光は虚空に収束していく。

「天照アマテラス！　現し世へ、顕現せよ……！」

　光が消え、その中から現れたのは、闇を斬り裂くような光を纏まとったひとりの少女。無数の小さな光がその身体を回っている。

　巫み女こ装しよう束ぞくを着込んだ、まだ顔に幼さが残る少女。髪を紗優と同じようにツインテールにして、リボンで結んでいた。というよりも、身長も含めて紗優そっくりだった。姉妹といった方がしっくりくる。

「お父さん！　って、すごい傷!?　お母さんもボロボロですね!?」

　天照は俺たちを見て、驚愕の表情を浮かべる。少し感情の浮き沈みが激しそうな女の子だな、と思った。

「天照。説明している暇はありません。この鏡に強い光を当てて下さい！」

　紗優が焦るようにして天照を強く促うながした。

　天照は母親の勢いに押されるようにこくこくと頷く。

「では、全力全開で！　行きます！」

　天照はその手を鏡に向かって構えた。

「出いずる天てん陽よう！」

　手の平から目ま映ばゆいばかりの光が放出される。

　その強い光は導かれるようにして八咫鏡に吸い込まれ、俺を照らした。

　俺は思わず目を瞑ってしまう。

　目を瞑ってもわかるほどに、八咫鏡から反射される光がさらに増し、俺を包んだ。

「……これは……」

　俺を縛る杭くい。

　鎖くさりが。

　それは、あらゆる制限が取り払われるような、不思議な感覚。

「……封印、解除です」

「天照、もうダメですー。きゅー……」

　力を使い果たしたかのように天照はがくりと膝を落とした。紗優が天照を慌てて支える。

「この力は……」

　奥底から何かが湧き上がってきた。少しずつ迫せり上あがってきている。

　思い起こさせるように。

　そして突然。

　俺の視界がカーテンに覆われたかのように紅く染まった。

　……いや、これは炎だ。まるで太陽に立っているかのような、荒れ狂う火が周囲を覆っている。

　誰も、いない。

　上にも横にも、炎以外には何もない。

　まるで別世界に連れて来られてきたかのようだった。

「我が子孫よ」

　脳内に、聞き慣れない声が響く。

　その声は雄々しくも、どこか弱々しい。

「誰だ？　ここは一体なんだ？」

「我が名は、軻遇突智。ここは我の精神の中。お主の精神を一時的に取り込ませてもらった」

「軻遇突智？　鬼たちの始祖？」

「そうだ。そして、お主の始祖でもある。ようやく、お主との対話ができたな」

　俺たちの始祖？

「俺や八嶋兄は伊弉諾の子孫だったはずじゃ……」

「八嶋の血統はそうだ。だが、凪紗。お主たちは違う」

「……手短に説明してくれ」

「ああ。我の父、伊弉諾を封印せし時、奴が自分の血と力を与え、自身の生まれ変わりを目もく論ろむことはわかっていた。故に我も同じことをした。力を与えた。奴と同じ、女によ性しように、な」

　同じ人に、それぞれが力を与えたってことは……。

「双子が産まれたって言ってたけど、まさか力がそれぞれに遺伝した？」

「その通りだ。長男が伊弉諾の力を。次男が我、軻遇突智の力を受け継いだ。もっとも、父と子の生まれ変わりだ。似たような力を持っていたからこそ、双方ほぼ同じ力を持つに至った。だからこそ、奴は双方が同じ子孫だと思ったのだ」

「もしかして〈始祖覚醒〉を使った時、身体に炎を纏うのは軻遇突智の力なのか？」

「そうだ。我の力は炎。この神の力を使いこなすには、よほどの器がなくては不可能。お前は長い時を経て、その器を持って産まれた。もっとも童わらしの時に、制御できないからと封印されたがな」

　その封印を施したのが、あの八咫鏡ってことか。

　……いや、うっすらと記憶に残る。八咫鏡だけではなかったような――。

「これから我は、伊弉諾討伐のためにお主の奥底へと入る」

　思考を寸断するように軻遇突智は俺の脳内へと語りかけてくる。

「……まさか、乗っ取るってことか？」

「伊弉諾のような真似はせん。消える前に我の精神を媒ばい介かいに、お主の力をすべて覚醒させるだけだ。我が意思は残らぬ。意思の疎そ通つうはこれが、最初で最後になろう」

「……そうか。まだ実感が湧かないけど、もう少し色々話を聞きたかった」

「もはや言葉はいらぬだろう。……ただ伊弉諾を倒してくれ。あれはこの世に存在してはならない。我は、我の力は、父を倒すために託たくす」

　その声はもう囁いているような小ささだった。

「人間は素晴らしかった。我のすべてを捧ささげたいと思うほどに。彼らの人生を見届けたい。この地上に降りてから、我の考えはそう変わった」

　そして、託される。

「この世界に、恒こう久きゆうなる平穏を。子孫、凪紗に我が願いを託す」

　言葉がすとんと心の中に落ちてくる。

　力と、共に。

　同時に、周囲の風景も一瞬で元に戻った。

　目の前には心配そうに見つめる紗優と魅花がいた。その奥には月が隠れた夜空が広がっている。

「兄さん？」

　紗優が訝いぶかしげな声で、俺を呼ぶ。

「……何分ぐらい、経たってた？」

「いえ、数秒も経ってないですが」

　……精神の中、とか言ってたな。時間が止まってたのか？

　だけど、確かにある。

　俺の中に――力が！

　今なら、呼び出せる。

「御業。〈刀身顕現〉、伊都之尾羽張！」

　俺の右手から血が噴き出し、赤色が渦巻いた。

　その血は一瞬で刀を象り、俺の手に収まる。

　豪ごう奢しやな柄つかではない。だが、柄はしっかりと俺の手に馴な染じんだ。まるで十年以上使っているかのような馴染みっぷりだ。

　闇の中でも、その刃紋はうっすらと輝いているようにも見えた。自分の切れ味を誇こ示じしているのかもしれない。

「久しぶりだな……」

　溢れ出す力のおかげで、いつも以上に血の制御もできている。

「魅花。悪い。傷口の中に指を入れてくれ？」

「……え？」

「伊弉諾の力が俺の身体を蝕んでるんだ。それは傷口の奥にある。〈霧散〉で消してくれ」

　魅花は戸と惑まどい気味ではあったが、俺の意を汲くんで傷口に指を添えた。

　俺の力は魅花の〈霧散〉で消えている。つまり、武士の力は使えなくなっていた。

「い、いきます」

　魅花の指が俺の身体の中へと入り込む。

　武士の力のフォローがない身体は、脳へ凄まじい痛みを訴えた。

「………」

　ずぶずぶと紗優の指が俺の身体に入ってくる。

　それでも叫び声は上げない。呻きも上げないように歯を食いしばる。

　そうしたら、きっと魅花は止めてしまうから。

「もっと……奥……！」

　魅花の指が肺の辺りまで到達したところで――ピキと乾かわいた音を立てて、俺の中に渦巻いていた伊弉諾による身体の異常がすっと消えていく。

　魅花の指が離れていくと同時に、神経に電気が通い、全身が再起動した。充分に動かせる。手も。足も。

　流した血が多すぎて少し頭がぼーっとしているが、このぐらいで丁ちよう度どいい。

　俺はすぐさま立ち上がる。そして、深呼吸をして心を整えた。

「魅花。変なことをやらせてごめんな。待っててくれ。すぐに終わらせる。紗優は天照を頼む」

　魅花は、

「はいっ！」

　と、嬉しそうに笑顔で頷いた。

　俺を完全に信頼してくれているような、普段は見せない自信に溢あふれた笑み。

「行ってらっしゃい、兄さん」

　紗優はまるで買い物にでも行く時みたいに軽い。

　きっと、紗優にとっては買い物程度だと思ってくれているのだろう。

　ふたりが、そんな表情で送ってくれるのならば、俺はその信頼を絶対に裏切らない！

「じゃあ、行ってくる」

　心の奥に感じる軻遇突智の力。

　血の底に眠る始祖の力。

　それを掬すくうようにして掻かき出だし、すべて己おのれの力と為なす。

　その力が溢れ、勝手に刀が炎を纏った。

　轟、と吹きすさぶ音と共に、火勢は急速に強くなっていく。自身の昂ぶりに合わせてくれている。

「タケル！　今、加勢するぞ！」

　俺は大地を蹴りつけ、刀を振りかぶった。

　そして、一直線に伊弉諾へ駆け、その勢いのまま炎の刀を思いっきり振り下ろす。

「!?」

　伊弉諾が思いがけない剣閃に戸惑ったのか、初めてその顔を歪めた。

　刃は伊弉諾に避けられ、僅かに届かない。だが、充分な脅きよう威いとして俺を認めたようだった。

　伊弉諾が俺に視線を合わせ、眉を顰める。

「……なんだ、貴様のその力」

「……どうでもいいだろう」

「それは私の力ではない……むしろ、軻遇突智の……！　まさか、軻遇突智も私と同じ事を――」

「どうでもいいと言っている！」

　実感は湧かないが、この力が軻遇突智のものらしい。

　だが、今は考えなくていい。

「今はお前を滅ほろぼすだけだ。考えるのはあとでする」

　すべてを終わらせるために。

　真実を暴あばくことなど、いつだっていい。

　今は目の前の敵を、無力化する。

　平穏を摑むために、屠ほふる。

　そのために俺は在ある。

「お前は八嶋兄を傷付け、そして、今、俺の大切な人たちを傷付けた。その報いを――お前に刻きざみつけてやる」

　俺はタケルへと視線を向けた。

「行くぞ、タケル！　お前と一緒ならこんな神の一柱や二柱、斬り殺せる！　辛いかもしれないが、いけるな？」

「はいっ、父上！」

　ボロボロになり、剣を振るのもあと一回――そんな状態だというのに、タケルは力強く頷いてくれた。

　その意気に、未来の父親として、俺は絶対に報いてみせなきゃならない。

「貴様ら……！　人に、神が殺せるとでも思っているのか！」

「親子で殺せない道理がない！」

　俺とタケルが一緒に刀を振りかぶる。

「我が魔剣よ！　願いを、叶えよ……！　我が運命を、斬り開け！」

　タケルが、その剣を振り下ろす。

「さあ。この世界から。八嶋兄の身体から消え失せろ、伊弉諾ィ！」

　俺は、真一文字に横へ斬り裂いた。

〝伊都之尾羽張〟〝魔剣ティルヴィング〟〝布都御魂〟

　三つの剣が重なり合って、伊弉諾を襲う。

「お、おのれ……！　馬鹿な……こんな！」

　鈍い音を立てて、伊弉諾は〝天羽々斬〟で、三つの剣を同時に防ふせいだ。

「この程度で、どうにかなるとでも思っているのか……！　西洋の邪神混じりだろうと、軻遇突智の力があろうと、神殺しには至いたらぬ！」

　完全に俺たちの剣を抑おさえきっている。

　さすがに一筋縄ではいかなかった。

「はっ！」

　俺たちの剣を弾いて、伊弉諾は後ろへと跳ぶ。

「くっ、届かないのか」

　タケルが弱音のようなものを吐いた。

　今のは渾こん身しんの一撃だったからな。無理もない。

　でも、だ。

「届く。届かせる。今、伊弉諾を後ろに跳ばせたんだ。ここまでそんなことはなかっただろう？」

「そう言えば……確かに！」

「一撃でダメなら、何度でも行くぞ！」

「はいっ！　父上！」

　タケルは再び気力を取り戻した。大地を蹴り、二刀を操り伊弉諾へと斬りかかる。

　もちろん、伊弉諾はそれを防いだ。

　俺も間髪を容れずに伊弉諾へ肉薄し、刀を振るう。

「おのれ……！」

　だが、俺の攻撃も防がれた。

　その隙に再びタケルの剣が伊弉諾へと襲いかかる。

　それを避け、あるいは弾き――そこを衝いた俺の剣もやはり弾かれた。

「くくく……。ようやく力がすべて戻ってきたぞ……！」

　伊弉諾が持っている石を見やる。

　石は鈍色の光すら失い、ただの石と化していた。

「残念だったな。これで貴様らふたりで、私に勝つ術すべはもはや存在しない。力を取り戻した以上はな！」

　伊弉諾から立ち上る力は、すでに俺たちを凌りよう駕がしている。

　届かない剣。

　肌に感じる圧力。

　少しずつ、倒せないのでは？　という焦しよう燥そう感かんが湧き上がってきた。

「父上……」

　だけど、子供の前で弱音など吐いていられない。

　気合いでその負の感情を取とり除のぞいた。

「それでも貴様を倒すのが、俺たちの使命だ！」

「使命で神を殺せるか！」

　そこへ、

「だったら、三人です！」

　天が淡く光る。空から光の矢が伊弉諾に降ふり注そそいだ。

　伊弉諾がうざったそうに、剣を薙いで光の矢を振り払う。

「とうっ！」

　俺の隣に着地したのは天照だった。

　さっき光を放出して力を使い果たしたはずなのだ。その証拠に、表情は辛つらそうで今にも倒れそうに見える。

「お父さんを、助けます！」

　それでも。

　彼女は力を振り絞って、ここまで来たのだ。俺の助けになろうとしてくれているのだ。

　父親として、ここで奮ふん起きせずにどうする！

「ありがとうな！　力を貸してくれ！」

「あとで、頭なでなでしてください！」

「髪がぼさぼさになるぐらい撫でてやる！」

　紗優そっくりな言葉を宣のたまいながら、天照は指から光を射出した。

　その光が伊弉諾を襲う。

「く、おのれ……！」

　その光に気を取られている隙に俺とタケルが伊弉諾を攻撃。

　三つの剣閃が再び、伊弉諾へと向かう。

　その攻撃は、またも〝天羽々斬〟に抑えられた。鍔つば迫ぜり合あいとなる。

　伊弉諾はまだ俺たちの力に拮抗できていた。

　だが、ここまでだ！

「……俺の力、返してもらうぞ！」

〝天羽々斬〟から。

　薄い霧のようなものが立ち上る。

　それは俺の中へと吸い込まれていった。

「な……!?」

「〝天羽々斬〟に封印されているのは俺の力だ！」

　俺の力は〝天羽々斬〟に移され、そして、その力が戻らないよう八咫鏡で封印をされたんだ。

〝天羽々斬〟から立ち上る霧が消え、すべて俺の中へと消えていく。

「これで――俺は完全に力を取り戻したぞ！」

　血の力を解放。〝伊都之尾羽張〟に一層力を込める。

　そこで伊弉諾の足は大地に根を張ったように沈み込んだ。

「天てん照しよう線せん！」

　後方の天照から光の援護射撃が来る。

　天照から放たれた何本もの光が伊弉諾の身体を貫いた。

「ぐっ、あっ……！」

　その表情が苦悶に歪む。

　初めて見せる――人間と同じ恐怖の表情を！

「ここで決めるぞ、タケル！」

「はい！」

　血の力を限界以上に引き上げる。

　俺とタケルの身体に浮かんでいた血の紋様がさらに輝きを増した。

　もはや、伊弉諾は三つの刀を抑えきることが敵かなわない。

　じりじりと押される力に伊弉諾の顔が歪む。

「ば、バカな！」

「父と子の、二代で、この因いん縁ねんにケリをつけてやる！」

〝天羽々斬〟が微かに軋みの音を上げた。

「ふ、ふざけるな！　千年以上も、計画して……！　こんな、こんな！」

「千年以上だろうと、なんだろうと――そんなもの、俺たちの絆きずなの前には無意味だ！」

　魅花のために。

　奈巳のために。

　凜々さんのために。

　紗優のために。

　御雷先輩のために。

　そして、俺たちの未来のために！

「消え失せろ、伊弉諾ィ！」

「日の本の邪悪よ、覚悟！」

　刀に一層力を込める。

　その瞬間――パキン、と。

　おもちゃのような音を立てて。

〝天羽々斬〟が折れる。

　そして――。

「馬、鹿、な……」

〝伊都之尾羽張〟が。

〝魔剣ティルヴィング〟が。

〝布都御魂〟が。

　俺とタケルの剣が。

　伊弉諾の身体を、斬り裂いた。
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「朝ですよー」

　天使の声が聞こえた。

　そんな優しい声に起こされて、まどろみの中から目を覚さます。

　目を開けると、そこにはやっぱり天使――魅み花かがいた。金髪がカーテンから差し込む光に照らされて、天使の輪っかのようなものがついているように見える。

「おはよー、魅花」

「おはようございます。凪なぎ紗ささん」

　あの日から、魅花は変わった。

　俺を避さけなくなったというのもそうだけど、少し明るくなった気がする。ドジなのは相変わらず変わらないけど……。

「今日はわたしの朝ご飯ですよ。期待しててくださいね」

　凄すごい細かいことだけど、以前はこんなことを絶対に言わなかった。

　期待しててくださいね、なんて、自分の作ったご飯に自信があるんだろう。

　他の人からすれば、当然かもしれないし、凄く小さなことかもしれない。

　でも、魅花からすれば大きな一歩だ。

「うん。楽しみにしてる」

　魅花は嬉しそうに笑って、俺の部屋から出て行く。その足取りはとても軽やかで、スキップ間際の軽快さだ。

「……倒したんだよな」

　今でも少し信じられないし、あの時の感触を夢に見る。

　数日前に……タケルと共に、伊弉諾イザナギを倒した時のことを。

　伊弉諾に囚とらわれていた八や嶋しま兄にいは無事だった。さすがに武士もののふということもあり、回復も早かった。

　俺たちが斬ったのは伊弉諾の身体じゃなくて伊弉諾の力だ。とはいえ、さすがに無傷とはいかなかったから、傷を見た津つ見み姉ねえが卒倒したけど。

　さすがにまだ動けるような状態じゃないけど意識もあるし、その雰ふん囲い気きは八嶋兄そのものだ。

「……相あい坐ざ家け、か」

　俺たち相坐家はというと――役目を失った。

　もう封印はない。

　呪いもすべて消えた。

　御雷みかづち家や、鬼と言われていた人たちの呪いも。

　俺たちの呪いも。

　すべては終わったんだと思う。

　歴史はねじ曲げられ、情報は錯さく綜そうし、神話は歪わい曲きよくした。

　でも、それをすべて終わらせたんだ。

　今すぐには変わらないけど、少しずつ変わっていくのだと思う。

「さて、そろそろ着替えるか」

　魅花の朝食を堪たん能のうして、普段通りの日々を過すごそう。

　これからのことは、過ごしながら考えればいいさ。




　役目が終わっても、生活は変わらない。

　いつもの通りにみんなと学校だ。

「今日の魅花のオムレツ、絶品だったわね。どうやって作ったの？」

「えへへ……ちょっとコツがいるんです」

　学校に向かいながら、奈な巳みと魅花が料理談義をしている。

　確かに今日のオムレツは凄いトロットロで美お味いしかった。また今度食べてみたい。

『今度のデートはどこに行きましょうか？』

「そうですね。夏も近いですし、海とかどうでしょう」

　凜り々りさんと紗さ優ひろも何か話をしている。今度行く場所を相談しているらしい。

　まあ、いくらでも付き合うさ。

『娘たちと一緒に遊びたいですよね』

　……また凜々さんが、とんでもないことを言い出したぞ。

「五分ぐらいならいけそうよね」

　奈巳は奈巳で陸上競走のチャレンジャーみたいなことを言ってる。

「天照アマテラスはあれだけじゃ頭のなでなでが足りなさそうでしたからね」

「タケルくんも名残なごり惜おしそうでしたし」

　伊弉諾を倒した後、少しの時間だけだったが触ふれ合うことができた。

　魅花の〈霧む散さん〉は伊弉諾の呪いじゃなかったようで、直じかに触ふれることはできなかったけど、また話すことができて嬉しそうだったな。タケルも。魅花も。

　天照には約束通り、消えるまでずっと頭を撫でていた。あいつも満足そうな笑みを浮かべていたっけ。

「あんまり軽々しく力を使うのは、ちょっと遠えん慮りよしたいんだが……」

　今でもキスするのは慣なれないしな。

　皆は少し不満げな表情を浮かべたものの、それぞれ溜ため息いきを吐ついて納得してくれた。

　……いや、溜息は余よ計けいだよ？




　そして、分かれ道に差し掛かって中等部の紗優と、校舎内で先輩の凜々さんと別れて俺たちは教室へ。

「おーっす、おはようやで。凪紗」

「おう、おはよう。室むろ道みち」

「相変わらずゲスい光景見せよってからに。独り身への自じ慢まんか」

「はは、まあな」

「何やその余よ裕ゆう、腹立たしいわー。ってか、凪紗、ここ最近で妙に変わったのー」

「そうか？」

「ちょっと余裕がある感じがするわ」

　あんまり自覚はないけど、肩の荷にが下りたからかもしれない。

　それに、魅花の想いも聞けたしな。

「ま、ええわ。何があったのか、きっちりきかせてもらうでの」

「勘かん弁べんしろよ」

　普段通りの、何気ない軽口の応おう酬しゆう。

　ようやく日常に戻ってきた……って感じがする。

「おはよー、魅花っち。それに奈巳りんも」

「おはよう、真ま城しろ」

「おはようございます、真城さん」

「ん？　魅花っち、今日はなんか違う雰囲気？」

「え。そうでしょうか……」

「なんていうのかなー。覚悟を決めたって感じがする。もしかして、大人の階段上っちゃう？」

　そう言われた魅花は、あっという間に顔を真っ赤にした。うぶな反応だ。

「い、いえ……！　その、そういうのは……」

「ん？　おんやぁ？　いつもと反応違うねぇ。もしかして、ホントに……？」

　クラスメイトたちがガタッと椅子から一斉に立ち上がる。

「ちょーっと、これはお姉さん、聞いてみたいなぁ。ねえ、相坐くーん！」

「なんで、俺が呼ばれるのさ!?」

　……ここから今までで最も騒がしい騒ぎが起こり、

「貴様らァ、静かにしろ！　また教頭の査さ定ていが厳きびしくなるだろうが！　相坐、退学にされたいか！」

「俺、何もしてないですよ！」

　と、秋あき山やま先生を激怒させることとなった。




　いつものようにわーっと騒いだ後、噓のように喧けん騒そうも落ち着き、放課後。

「じゃーな、凪紗。また明日な」

「おう、室道。また明日」

　校舎を出て、校内を散歩がてら時間を潰していると、

「御雷君、その……付き合ってください！」

　と、第二校舎近くの遊歩道でとんでもない場面に出くわした。思わず身を隠す。

　周囲には誰もおらず、俺以外には先輩とひとりの見知らぬ女子だけだ。上履きの色からして先輩と同じ三年生だ。

　先輩は気まずそうな顔をして、女子の方は不安そうな顔をしている。

「すまないが……まだそんな気にはなれないんだ」

　そう言われた女子は、「そっか……」と力なく呟つぶやき、走り去って行った。

　……先輩、本当にモテるんだな。

「おい、相坐。何をしている」

　バレてた。怒ってらっしゃる。

「いや、たまたま出くわしただけで」

「まったく趣しゆ味みの悪い。こんな場面に出くわしたら、立ち去るのが普通じゃないか？」

「すいません。ちょっと動どう揺ようしてて……」

「女を侍はべらせてるお前が？　冗談にしては笑えないな」

「侍らせてませんよ！」

　この人はこの人で俺を相当に誤解している気がする。

「でも、付き合ってもよかったんじゃないですか？」

　ちょっとしか見えなかったけど、美人だった気がしたし。

「鬼おに神がみを倒して平和になったと言っても実感が湧わかなくてな。恋れん愛あいのことなど、未だに考えられん」

「まあ、確かに……」

　倒したのは確かだけど、実感が湧かないというのは俺も同じだ。

「少しずつ変わっていくかもしれないが、急に変わる必要もない。適当にやるだけさ。親父殿やお袋に説明もしなければならないし、呪いもなくなっただろうから少しぐらいは姉貴との復ふく縁えんもしたい」

「復縁か。やっぱ家族は一緒にいた方がいいよな」

「婆ばば様さまもそれを望んでいるはずだ。呪いが解けたから一年以内に鬼き籍せきに入ることはないだろうが、早いうちに家族全員で卓たくを囲みたい」

　そこで先輩は小さく笑った。

　この人の笑顔とか、初めて見た気がする。

「まあ、姉貴は貴様に惚ほれ込こんでいるからな。貴様から離れることはないだろうが、親との仲ぐらいは修復できるだろう。いつかはな」

　そして、先輩はゆっくりと振り返った。

「姉貴をよろしく頼むぞ。暇ひまであれば部室に来い。秘ひ蔵ぞうのアダルト本もあるから、借りたければ言え」

「何を言ってるんだ、あんたは！」

　らしくないことを言って、先輩はそのまま手を振って去って行く。

　……さて。

「そろそろ待ち合わせの時間にぴったりかな」

　俺は携帯を取り出して、時間を確かめる。

　頃合いと見て、俺はフラワーガーデンへと向かった。

　以前、魅花に告白し、盛せい大だいに振られた場所だ。

「………」

　その場所に何故向かうのかといえば答えは簡単で、一通の手紙が机の中に入っていたからだ。朝に『魅花、大人になるんじゃないか疑惑。犯人は相坐凪紗』みたいな追及があったもんだから、誰にも見つからずに読むのは苦労した。

　差出人の名前は――鞍くら馬ま魅花、とあった。

　要約すれば「話があります」ということだったが、話って何だろうと不安半分期待半分で歩いている。

　階段を下りて大学部のフラワーガーデンに入ると――魅花は花壇の中に作られた十字路の中央に立っていた。

　穏おだやかな表情で、花を見つめている魅花はそれだけで絵になった。美術部員は今すぐ俺のために描いて欲しい。

　俺はソワソワしている魅花へと歩み寄った。

「凪紗さん、来てくれたんですね」

「いや、そりゃあ来るよ」

　他でもない魅花の頼みだし。

　でも、こうして回りくどいことをする理由がわからなかった。

　そして、彼女はほんのりと頰を染めて――。




「凪紗さん。大好きです」















　何の前触れもなく、そんな言葉を口にした。

　唐とう突とつ過すぎて、頭の回転が追いつかない。

「い、いきなりすぎてすいません。でも、以前凪紗さんを振ってしまったのと、鬼神を倒した時の告白だけじゃ……その、やり直したかったんです」

　頭がクラクラしてくる。

　まずい。顔が赤くなってきてるのが、鏡を見なくてもわかる。

「いつもわたしを護まもってくれる凪紗さんが大好きでした。決して許されることじゃないことをして……それでもわたしを好きと言ってくれて、すごく嬉しかったんです。でも、その好意を受け取れる自信がわたしにはなくて……」

　時折詰まりながらも一生懸命、彼女は綺麗に言葉を紡つむぐ。

「奈巳さんや凜々さんを羨うらやましがるだけで……告白を断ったのに、矛盾した酷ひどい女ですよね。だけど、見ているうちに段々とやっぱり抑えられなくなって。でも、自分のしたことを考えると、どうしても素直にそれを受け入れることができなくて」

「魅花……」

「何度でも言います。凪紗さん、やっぱり私は凪紗さんが大好きです。護ってもらうだけじゃない。わたしもずっとあなたを護ります。どこまでできるかわかりませんが、ずっとずっと凪紗さんと一緒に生きていきたいです」

　そして、彼女はさらに続けた。

「凪紗さん。この想いだけでも、知ってくれれば嬉しいです」

　彼女の言葉が穏やかに心の中へと浸透していく。

　優しく包み込むようにして、俺の心を温かくしていった。

　いつもよりも、真剣な表情で。

　いつもよりも、必死に。

　彼女は想いを伝えてくれた。

　だったら、俺も――。

「ちょっと、待ちなさい！」

『待ってください！』

「そこまでです」

　いきなりの乱入者。

　フラワーガーデンの入り口を見ると、奈巳、凜々さん、紗優の三人がいた。

　三人は今までの雰囲気を暴風のように吹き飛ばして、俺たちに近づいてくる。

「魅花、これは抜け駆けじゃないの!?」

　奈巳が少し怒り気味に魅花へと詰め寄った。

「ち、違います！　こ、これは……前あったことのやり直しです！」

　しかし、魅花も今回は引かない。オドオドした性格はどこへやら、奈巳と火花を散らしあっている。

『凪紗さま。向こうは立て込んでそうですので、あちらに行きましょう』

　ひっそりと凜々さんが俺の腕を抱え込むように抱きついて引っ張ってくる。

「えっと、凜々さん。その……」

『うふふ。照れなくてもいいじゃないですか』

　そして、紗優がその前に立ち塞ふさがる。ちょっと不機嫌な表情だ。

「兄さん。最近、私を邪険に扱あつかいすぎじゃないですか」

「いや、そんなつもりはないぞ」

　そこへ、

「ちょっとナギ！　凜々さんも、どこに行こうとしてるのよ！」

「ぬ、抜け駆けは禁止です！」

　奈巳と魅花も気付いて、みんなして騒ぎ出す。

　なんというか、いつもと同じようで、いつもとはちょっと違う大騒ぎだ。

　あれから、〈一いつ子し相そう伝でん〉はやっていない。

　未来は変わっているのか、変わってないのか。それもわかっていなかった。

　今後、誰を選ぶかなんて、まだわからない。

　だけど、みんなの幸せのために必要だというのなら。

　俺は、この力を繋いでいこう。

　そして――俺を慕したってくれる皆を幸せにしよう。

「凪紗さん、今夜は何を食べたいですか？　何でも作りますよ」

　人生は、ろくでもない物なんかじゃない。

「ナギ。今夜はあたしが作るから！」

　ちょっとしたきっかけで、大きく変わる。

「兄さん、最近、笑顔が増えましたね」

　だから。

『凪紗さま、凜々、もっと色んなことを知りたいです』

　もっともっと、人生を皆と謳おう歌かしていこう！








リーディング・ブラッドⅢ　鬼神の因果　了


















　あとがき




　おはようございます。田た尾お典のり丈たけです。

『リーディングブラッドⅢ』、お買い上げ、ありがとうございます！




　今回は！　なんと！　あとがきが六ページです！

　助けて。

　艦かんこれの話で埋うめるわけにもいかず、リアルタイムでネタを考えてます。あ、築つき地じ先生の艦これノベライズも同月発売です。艦これやってる提督さんは、そっちも是非買ってみましょう！

　どう？　私の宣伝は。少しは参考に――すいません。色んな人から殴なぐられそうなんでやめておきます……。




　とはいえ、毎日コンビニと家を往復（目の前）するだけの人間がネタなんてそうそうないんです。家にいると犬の鳴き声が聞こえるとか、カラスが聞こえるとかそんなことを話してもつまらないわけで。

　コンビニの飲み物は制覇しましたし、食べ物も食べられるものは大体食べましたし……。嫌いなモノが多いので、どうしても食べるものが限定される。チーズとイカが特にダメです。この前、飲み会に誘われたらいきなりイカセンターに連れてかれました。嫌がらせか。でも、魚はすごく美味かったです。




　また話が脱線しました。

　というわけで、ネタがありません。

　ありきたりになりますが、作品についての話をしましょうか。




　というわけで、次のページからは今巻のネタバレを含みますので、まだ本編を読んでいない人は戻った方がいいかもしれません。




　今巻ですが、鬼おに神がみを打倒する話となっております。

　元々、予定通りで一応、切りよく終わらせることができるように、区切り毎に終わっても問題ないようにプロットを組み立てていました。この場合のプロットは一巻毎のプロットではなく、作品全体のプロットですね。

　三巻までは鬼神編。

　四巻からは○○編という感じです。

　ですので、元々鬼神を三巻で倒すのは規定事項でした。

　そして、親子で倒すシチュエーションというのは本作品のテーマのひとつでもありました。どうしてもやってみたかったんです。

『ファンタシースターⅢ』であったり、『ドラゴンクエストⅤ』であったり、『ファイアーエムブレム聖戦の系譜』であったり、『俺の屍を越えてゆけ』であったり、『ヴィーナス＆ブレイブス』であったり、親と子の話が連綿と続く話が好きなもので……。仮に台詞がなくとも、そこは妄想でカバー！

　志こころざしを継ぐというのが好きなのかもしれません。そういう意味では、ロマンシングサガ２などもそそられますよね。こちらも勝手に妄想が膨ふくらみます。

　一巻に続いてまた競馬の話で恐縮ですが、馬は親子のサイクルが短く、活躍した馬の産駒、つまり子供は三年以上経てば出てきます。

　両親と同じレースを勝ったり、あるいは親の勝てなかったレースを勝ったり、ととてもロマンがあります。もちろん、競馬に関わる人たちはそれを目的にしているわけではありませんので、これは私の勝手に感じているロマンですが。

　今巻は凪なぎ紗さとタケル、そして天照アマテラスといったメンツで戦いましたが、他のメンツでもやってみたいですね。凪紗だけではなく、奈な巳みや凜り々りが参加するケースもありだと思います。




　さて、やってみたいと言いましても、続刊に関してぶっちゃけますと、なかなか情勢は厳しいです。

　が、まったく目がないわけでもないようで、世俗的な話で申し訳ないのですが、売り上げ次第となります。

　こればっかりは私の一存ではどうにもなりません……。すいません……。

　続けたいのは山々ですし、そのためのネタはちゃんと仕込みました。それに、自分の願望でしかないですが、梱こり枝えさんの絵も見続けたいです。

　ただ、スタートダッシュに失敗すると、どうしても長期シリーズにはなりづらいんですよね。奇蹟でも起きない限りは……。

　本を初版数を決める人たちも、本それぞれに対して過去の売り上げの数字から予測して、じゃあ、次はこのぐらい……と決めるので、予想以上の売り上げにならない限りはプッシュしてくれません。

　それは仕方ないです。売れる物を売るのは、商売の基本です。

　本が売れないと、売り上げはもちろんですが、返品されて倉庫が圧迫されたりして維い持じ費ひも掛かってしまいますし……。

　おっと、すいません。途中から愚ぐ痴ちになってしまいましたね。




　というわけで、続刊はわかりません！

　自分勝手なお願いで申し訳ないですが、周りの人にお勧すすめしてもらえれば嬉しいです。

　お勧めされた人が本屋で買ってくれれば、まだ続刊ができるかもしれません。

　よろしくお願いします！




　それでは、謝辞に参ります。

　身み悶もだえ必至の可愛らしい絵を描いていただいた梱枝さん、今回もありがとうございました！　おかげさまでモチベーションは常にアップしています。文章を書いている時もすぐにイメージができて助かっています！

　担当の儀部さんへ。今回も細かい指摘ばかりさせて申し訳ありませんでした。次があれば、もう少しこの辺りを少なくしていきたいです。よろしくお願いします。

　この本を出版するにあたって関わった方々へ。厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様にこの上ない感謝を。





二〇十三年十一月七日
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